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　第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会を開催するにあたりご挨拶申し上げます。

　皆様ご周知の通り、県校長会の重要な活動として｢地区懇談会｣と｢研究大会｣の２本柱があります。先般、

１本目の柱、県校長会の活動方針、重要課題等についての共有の場である地区懇談会のとりまとめを行い、

県教育委員会への要望を行いました。概要は、｢コロナ禍の中子どもたちは３年間友人との交流、授業や各行事、

部活動、感染者が出たときの自宅待機、リモート授業、様々制限を受けながら過ごしてきたこと｣ ｢教職員は

感染症対策の対応、リモート授業の準備、自宅待機児童生徒への対応等、厳しい中にありながらも懸命に教

育活動を展開していること｣｢教員不足、教職員の多忙化や負担感の課題｣｢学校に必要な人材確保のための選

考試験の在り方｣｢臨時的任用教員の待遇改善｣等です。校長は、持続可能な社会づくりを目指すと共に、児童

生徒が安心して楽しく学べる｢魅力ある学校づくり」を子どもや保護者、地域、一緒に働いている仲間や教職を

目指す若者の思いを真摯に見つめ様々な視点から教育環境の改善を図る必要があるとの思いでの要望でした。

　本日、２本目の柱、校長の研究を深め資質向上を図る研究大会が開催されます。新型コロナ禍による影響は、

昨今、改善の状況にありますが、｢学校長は学校を守る｣という趣旨で今年度も参集しての研究大会を断念せ

ざるを得ない判断を６月にしました。しかしながら、次年度への思いを馳せ、今回紙上発表だけにとどまらず、

オンラインやオンデマンド等の取組を駆使し、開催する運びとなりました。全小中学校長の力を結集し校長

としての確固たる教育理念、学校経営の責任者としての使命感を持ち、｢魅力ある学校づくり｣への熱き思い

は衰えることはありません。

　度重なる新型コロナの影響は、これまで当たり前に行っていた教育活動が制限された一方、新しい時代へ

向けた教育改革がGIGAスクール構想、また、新しく就任された半嶺満県教育長から、沖縄教育DX（デジタ

ルトランスフォーメーション）の導入（デジタル化よりも進んだ学習、組織、業務の革新）等、新たな風が

吹いております。本日は半嶺教育長から皆様への動画メッセージも準備しております。

　本年度の大会主題、小学校：｢自ら未来を拓き、ともに生きる豊かな社会を創る、日本人の育成を目指す小

学校教育の推進」、中学校：｢新たの時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校

教育」を掲げ多くの分科会で研究を深めたいと思います。対面方式が望ましいですが、今回紙上発表と併せて、

オンライン、オンデマンド等での取組を行う予定です。発表者として割り当てられた各地区の校長先生方に

は多くの時間を割いて頂きました。それぞれの分科会において、紙面や画面を通して研究を深め、地区や県

の校長会で課題を共有しながら校長同士で親睦を深め研究内容の深化を図って頂ければ幸いです。

　結びになりましたが、本年度は、本県の祖国復帰五十年を迎える節目にあたります。本大会に向けて各地

区で実践研究を積み重ね、分科会で提案をしていただく会員、並びにご助言等を頂く関係各機関の方々、そ

して大会運営の準備をして頂きました島尻地区校長会の実行委員の皆様に感謝と敬意を表します。我々の使

命は、予測困難な社会を自ら切り拓き、逞しく生き抜く子どもたちの人材育成です。今回の経験をバネに、

次年度こそ、参集しての県小・中学校長研究大会国頭大会にてお会いしましょう。

あ　 い 　さ 　つ

沖縄県中学校長会 　　　　　　　 

会長　仲　盛　康　治



　第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会の開催にあたり、御挨拶を申し上げます。

　沖縄県小・中学校長会の皆様方には、日頃より本県教育の振興、発展に格別の御尽力を賜り、厚く御礼を

申し上げます。また、今年度もコロナ禍における児童生徒の安全・安心の確保と、学びの保障に努めていた

だいていることに対して心より感謝申し上げます。

　さて、令和３年１月の中央教育審議会による「令和の日本型学校教育」に関する答申において、「Socity5.0

時代」の到来や、新型コロナウィルス感染拡大など先行き不透明な「予測困難な時代」の中で育むべき資質・

能力が示されました。また、2020年代を通じて実現すべき学校教育の姿として、個別最適な学び、協働的な

学びの２点も併せて示されています。そして、これらの実現には、学習指導要領の着実な実施を、ICTの活

用をとおして行うことが必要となっていることも、説明されています。

　そこで、本県では、今年度の重点的取組事項として、（1）沖縄教育DXの推進、（2）キャリア教育の推進、（3）

働き方改革の推進、（4）校種ごとの重点項目の設定（小学校：不登校児童生徒への支援、中学校：学力の向上、

高等学校：進路未決定率の改善、特別支援学校：センター的機能の充実）、以上４つの柱を示し、取組を進め

ております。

　このような折り、貴会において、小学校は「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る　日本人の

育成を目指す小学校教育の推進」、中学校は「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人

を育てる中学校教育」を大会主題に、これからの教育課題について研究されたことは大変意義深く、各分科

会の提案は、時宜を得たものであります。　　

　これからも、子供たちの期待と保護者、地域の方々の信頼に応えられるよう、校長のリーダーシップを発

揮し、より素晴らしい教育活動に発展していくことを切に願っております。

　「不易を知らざれば　基立ちがたく　流行を知らざれば　風新たならず」の「不易流行」を念頭に置き、こ

れまでの教育実践をICTと組み合わせて、さらに質の高いものとしていくことが必要であります。本県とし

ましても、学力向上施策「学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」の「充実期」における、２つの「重

点事項」の実現を目指し、各学校の授業改善・学校改善を力強く後押しして参ります。

　結びに、本大会の充実に御尽力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げますとともに、沖縄県小・中

学校長会の益々の御発展並びに皆様方の御健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

令和４年11月10日

挨　　　拶

沖縄県教育委員会 　　　　　　　　 

教育長　半　嶺　　　満



　第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会が開催されますことを心よりお喜び申し上げます。

　日頃より本県の学校教育への充実発展、そして高い志を教育理念のもと、学校経営の最高責任者としてご

尽力されていることに対し、心より敬意を表します。

　令和３年１月中央教育審議会において取りまとめられた答申では、多様な子供たちを誰一人取り残すこと

なく育成する「個別最適な学び」と、子供たちの多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な

充実が図られることが求められるとされています。急激に変化する社会においても、一人一人の児童生徒が、

自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働

しながら豊かな人生を切り拓くために、学校と社会が連携・協働しその実現を図る「社会に開かれた教育課程」

の実現が重要視されています。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大は学校現場にも多大な影響を及ぼしています。こうした状況の中、

校長の職責はますます重要性を帯び、教職員や保護者からの信頼を得、教育課題の解決に向けて強くリーダー

シップを発揮することが求められています。

　今大会においての主題である「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る　日本人の育成を目指す

小学校教育の推進」「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育」の

テーマに基づき、研究協議が深まり、より充実した教育活動への展開へと道筋が開けることを期待いたします。

　沖縄県市町村教育委員会連合会といたしましても、これからの社会を創り出していく子どもたちが、社会

や世界に向き合い関わりあい、心身共に健全で、豊かな人間性と創造性を育めるよう、本県の教育環境づく

りに向けて鋭意努力する所存でございますので、皆さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。

　結びに、新型コロナウイルス感染症の影響により、今回の大会も書面開催となりましたが、本県学校教育

の一層の充実発展に、大いなる示唆を与えてくださいますことを期待するとともに、皆様のご健勝と、ます

ますのご活躍を祈念いたしまして、祝辞といたします。

祝　　　辞

沖縄県市町村教育委員会連合会 　

会長　本　仲　範　男



　本日「welcomeな思い出　ハートがつながり　みんなで彩るまち」豊見城市において、第63回沖縄県小学

校長研究大会島尻大会が開催されますことを、心よりお祝い申し上げます。

　県校長会の皆様には、平素より沖縄県ＰＴＡ連合会の事業にご理解とご支援を頂き衷心より厚く御礼申し

上げます。

　さて、一昨年から続くコロナ禍の中、感染防止対策による社会活動の停滞、対面コミュニケーションや文化・

スポーツ活動等の制限が余儀なくされ、否応なしに生活習慣をはじめとする様々な活動に大きな変化を痛感

しながら、その対応に苦慮してる状況があります。

　その一方で多くの不自由さを感じながら、これまでの当たり前のありがたさに気づき、そこに新たな視点

や工夫が生まれ、「急激に変化する社会」「予測困難な時代」「持続可能な社会」等、子どもたちが直面する未

来を見据えた新しいカタチの活動と連動させながら、歩みを止めず努力を続けることが私たち大人に求めら

れていると感じます。

　このような中、「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る　日本人の育成を目指す小学校教育の推

進」「新たな時代を切り拓き　よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育」を大会主題に掲げ、

子どもたちの未来を見据え、学校、保護者、地域が理念を共有し、連携、協働するため、リーダーシップを

発揮されながら研究協議を深めることは、まさに時宜を得たものであり、大変心強く思います。今回はホー

ムページを活用し、動画を配信、視聴しながらの研究大会となりますが、このような試みも世の中の情勢に

配慮した新たな大会運営の在り方として評価されるものと考えます。

　沖縄県ＰＴＡ連合会としましても、今年度の重点目標に青少年の健全育成と家庭教育の充実を定め、家庭･

学校･地域の三者に関わる組織として、未来を担う青少年の心身の発達と豊かな人間性の育成を目指して取組

を進めているところです。

　学校を支える地域、保護者の責任と役割を認識し、学校と手を携えながら「教育の原点は家庭にある」こ

とを肝に銘じ、保護者同士の横の連携及び地域との協働、共有を深め、誰一人取り残さない、SDGsの理念に

ある持続可能な開発目標を意識した社会づくりを目指し、子どもたちの豊かな生活環境づくりに貢献してい

きます。

　これからも沖縄県校長会をはじめ、関係機関や関係団体と連携して子どもたちの幸せのために取り組んで

参ります。

　結びにご参会の校長先生方のご健勝とご活躍、併せて沖縄県小学校長会の今後の益々のご発展を祈念申し

上げ祝辞といたします。

令和４年11月９日

祝　　　辞

一般社団法人 沖縄県ＰＴＡ連合会

会長　池　間　　　守



教育長講話

本県教育の課題と対策（仮）
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記　念　講　演

演　　題：　「国際的な視点から考える日本の教育」

日　　時：　令和４年11月11日（金）15：30～17：00

場　　所：　ホスト局　沖縄県小・中学校長会事務局

ゲスト局　各学校長室

講　　師：　白
しら

　井
い

　　　俊
しゅん

 氏
（ 文部科学省国際統括官付国際戦略企画官国立教育政策研

究所フェロー、東京学芸大学客員教授を兼務）

【略　歴】

東京大学法学部卒、コロンビア大学法科大学院修士課程修了

2000年　文部省入省

2009年　徳島県教育委員会出向（学校政策課長、教職員課長、教育総務課長）

2012年　文部科学省高等教育局大学振興課課長補佐

2015年　OECD教育スキル局アナリスト

2017年　文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長

2019年　独立行政法人大学入試センター試験・研究統括補佐官

2021年　文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課教育制度改革室長

2022年　現職

【単著】

白井俊著『OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来』（ミネルヴァ書房、2020）

【共著】

古川治・矢野裕俊編『人間教育を目指したカリキュラム創造』（ミネルヴァ書房、2020）奈須正裕編『「少な

い時数で豊かに学ぶ」授業の作り方』（ぎょうせい、2021）田村学・佐藤真久編『探究モードへの挑戦』（人

言洞、2022）
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第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会開催要項
１　目　　的

　校長の職務並びに教育活動について研究を深め、資質の向上を図るとともに、教育課程の取組を通し

て沖縄の現状を直視し、小・中学校教育の本質に立って、より充実した教育活動の展開を図る。

２　大会主題・趣旨

【小学校】

⑴　大会主題

「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな社会を創る　日本人の育成を目指す小学校教育の推進」

　　～心豊かでたくましく生きる力を育み、活力ある学校づくりを推進する校長の理念と指導性～

⑵　趣　　旨

　沖縄県小学校長会は、全国連合小学校長会、九州地区小学校長協議会と歩調を合わせ、研究主題を

設定し、実践的な研究を積み重ねてきた。

　新学習指導要領の前文では、これからの学校には、「一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識

するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会

変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにするこ

とが求められる。」とあり、そのためには、学校と社会が理念を共有し、連携・協働する「社会に開か

れた教育課程」の実現が重要であることが示された。

　今の子どもたちやこれから誕生する子どもたちが成人して社会で活躍する頃には我が国は、生産年

齢人口の減少やグローバル化の進展、絶え間ない技術革新等による社会構造等の環境が大きくまた急

速に変化し、予測困難な時代となっている。

　このような急激な社会の変化の中では、一人一人が自らの能力や可能性を信じ、学習したことを生

活や社会の中で課題解決に生かすことのできる力が求められる。

　また、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を

乗り越えていく生きる力の育成も課題である。

　こうした状況を踏まえ、これからの教育は、学校と社会とが認識を共有化し、変化が激しく未来の

予測が困難な時代に向かって、自らの力で未来を切り拓き、ともに生きる豊かな社会を創り出すこと

のできる人間を育成する教育を実現しなくてはならない。このような時代の要請や社会の変化に対応

するため、価値観の違いや変化を前向きに受け止め、自らの力で未来を切り拓く日本人の育成を主意

に設定された令和２年度からの全国連合小学校長会の新研究主題のもと、本大会の副主題を「心豊か

でたくましく生きる力を育む、活力ある学校づくりを推進する校長の理念と指導性」とし、新たな視

点で研究を深めていくこととした。

　「心豊かでたくましく生きる力」とは、自己肯定感を高め、未来に向かう自信と意欲に満ち、あらゆ

る他者など様々な価値を尊重する態度を表し、急速に変化する社会に対応し、経験のない困難に粘り

強く立ち向かおうとする姿と捉える。また、「活力ある学校」とは、「夢や希望が輝く学校」「自己肯

定感が高まる学校」「学び・育ちが実感できる学校」「学校・家庭・地域が一丸となって取り組む学校」

と捉える。

　新しい研究主題の初年度に当たり、学校教育の果たすべき役割・使命の大きさを真摯に受け止め、

各分科会での研究協議を深める中で、優れた実践を共有し、活力ある学校づくりを推進する経営者と

して、新たな時代に求められる理念と指導性を究明していきたい。
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【中学校】

⑴　大会主題

　新たな時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育

⑵　趣　　旨

　全九州中学校長協議会は、全日本中学校長会の研究主題を踏まえ、第70回全九中佐賀大会より「新

たな時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育」を大会主題として

研究を進めることとした。令和３年度第72回全九中沖縄大会は、新型コロナウイルスにより残念なが

ら書面開催となった。

　現代社会は、生産年齢人口の減少やグローバル化の進展、絶え間のない技術革新等により、社会構

造や雇用環境が急速に変化し、生徒が将来就く職業の在り方も大きく変わることが予想されている。

このような変化が激しい時代を担っていく生徒は、自立した人間として、文化や伝統に立脚し、多く

の人々と協働しながらよりよい社会を創造する力を確かに身に付けることが求められている。

　平成29年３月には、新学習指導要領が告示された。新学習指導要領は、生徒が未来社会を切り拓い

ていく力をよりいっそう確実に身に付けるために、目指す資質・能力の明確化、「主体的・対話的で深

い学び」の実現に培う授業改善、地域社会との連携・協働、社会に開かれた教育課程の推進などが示

されている。

　校長は、確固たる教育理念と学校経営の責任者としての使命感をもって、新教育課程への円滑な移

行を実現し、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育を確実に進展させていかなけ

ればならない。

　第63回島尻大会においては、これまでの研究成果を踏まえつつ、生徒一人一人がよりよく生きるた

めの資質・能力を育んでいくことを目指して、全中学校長の熱意と創意を結集して協議を深め、沖縄

県中学校教育の一層の充実・発展に寄与するものとする。

３　主　　催　　沖縄県教育委員会　沖縄県小・中学校長会

４　後　　援　　豊見城市教育委員会　沖縄県市町村教育委員会連合会　沖縄県ＰＴＡ連合会

５　期　　日　　令和４年11月９日（水）・10日（木）・11日（金）

６　会　　場　　全体会：豊見城市立中央公民館　大ホール

〈分科会会場〉

【小学校】

第１分科会：糸満青少年の家 大講堂 　 　　　　第２分科会：糸満青少年の家 研修室１

第３分科会：糸満青少年の家 研修室２ 　　　　　第４分科会：糸満青少年の家 研修室３

第５分科会：糸満青少年の家 研修室４ 　　　　　第６分科会：南風原町中央公民館 研修室１

第７分科会：南風原町中央公民館 研修室２ 　　第８分科会：南風原町中央公民館 研修室３

第９分科会：南風原文化センター 交流研修室 　　第10分科会：島尻教育事務所 第１研修室

【中学校】

第１分科会：豊見城市立中央公民館 第１会議室 　　第２分科会：豊見城市立中央公民館 第１研修室

第３分科会：豊見城市立中央公民館 第２研修室 　　第４分科会：豊見城市立中央公民館 中ホール

第５分科会：豊見城市社会福祉センター 研修室 　　第６分科会：豊見城市社会福祉センター レク室
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７　大会日程

時刻
期日

９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

11月９日（水）
役員・

地区会長会

11月10日（木）

9:30 10:00 10:40  10:50 11:20　　12:20    12:40 16:40  17:10 18:40 19:00

受　

付

開
会
式

準　
　

備

趣
旨
説
明

準　

備

昼　

食

移　

動

分　

科　

会

打
ち
合
わ
せ

分　科　会
240分

会
場
移
動

教育懇談会
90分

11月11日（金）

 9:00  9:30 10:00 10:10  11:40 11:50 12:10  12:15

受　

付

全
体
会

　

30
分

準　
　
　

備

記念講演
90分

準　
　
　

備

閉
会
式
20
分

事

務

連

絡

８　運営方針
⑴　研究の成果が本県教育の発展、学校運営上の課題解決の重要な手がかりとなるようにする。

⑵　研究は地区会員全員の共同研究のもとに広がりと深まりのあるものとする。

⑶　大会運営の効率化を図るため、各部が適切な分担をして推進する。

⑷　前年度までの反省を生かし、新しい課題を追究する。

⑸　県小・中学校長会の主体性を堅持しつつ、他機関との連携を密にする。

⑹　記念講演会の企画・立案は担当地区が担い、実施に当たっては、県総務部との連携を密にする。

⑺�　各分科会の研究協議内容は、大会集録にまとめる。なお、大会集録は冊子にせず、電子媒体で校

長会事務局で保管する。

９　大会主題及び分科会研究主題設定の視点
⑴　沖縄県教育の現状と課題、県民の期待と要望を把握し、その解決を目指す。
⑵　県小・中学校長会の運営方針に基づいて設定する。
⑶�　研究大会は、令和元年度全国、九州地区の大会主題や分科会研究主題及び研究の視点を配慮し設定する。

・ 小学校の分科会は、全連小（13分科会）・九小協の分科会（９分科会）研究主題に関連させて設定する。
なお、本県の喫緊の教育課題（学力問題）に対応するため、本県研究大会においては、第10分科会（学
力向上推進）を設定する。

　※ 第71回全連小京都大会より大会主題が変更される。それに関連し第71回九小協大分大会の研究
主題・協議題も変更となる。

・ 中学校の分科会は、全日中（８分科会）・全九中（６分科会）の分科会研究主題に関連させて６分
科会とする。

　※ 第70回全日中群馬大会より大会主題が変更される。それに関連し第70回全九中佐賀大会の研究
主題・協議題も変更となる。

⑷　教育内容の質的転換が期待される教育課程について研究を深める。

10　研究の方向性
⑴　主題に迫る上での学校経営上の課題は何かを明確に
　○校長としての認識
　○校長としての課題把握
⑵　課題を解決するために

○校長としての視点（戦略的リーダーシップ）
・ストラテジー（戦略。長期的な課題の解決、長期的な目標の達成）として、課題をどう捉え、

どう考えたか。
・同時にタクティクス（戦術。個々の実践での戦術。短期的な課題の解決、短期的目標の達成）

の視点から、何をなすべきであると考えたのか。
○課題解決の過程での課題と対応

・課題解決の過程で新たに発生した課題とその対応。ここでも、校長として、どう考え、何をな
すべきかの視点から記述することが大切である。

⑶　これらの取組の結果・成果及び課題は何か
○児童・生徒の変容　○教師の変容　○保護者の変容　○学校と地域との関係の変容  ○その他
　・主題を踏まえ、上記の視点等から事実を通して成果及び課題を述べる。

⑷　研究協議のまとめ
○校長としての課題の捉え方、認識はどうであったか。
○校長としての「戦略と戦術」はどうであったか。
　・上記２点を客観的な視点から考察する。
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11　日程詳細

11月９日（水） 10月10日（木）

時間 行
事 内　　　容 時間 行

事 内　　　容

9:00 9:00 諸
準
備

諸準備

9:30 9:30
受
付

豊見城市立中央公民館
　大ホール

10:00 10:00 開
会
式（
40
分
）

１開式のことば　２国歌斉唱 
３あいさつ（大会長・県教育長）
４祝辞（沖縄県教育委員会連合会・県PTA会長）
５歓迎の挨拶（豊見城市長）
６来賓紹介・祝電披露　７閉式のことば

10:30 10:30

準　　備（10）
10:50 趣

旨
説
明（
30
分
）

義務教育課対応（30分）
（施策説明・協議題説明）

11:00 11:00

11:20
移
動
・
昼
食
等
（
60
分
）

分科会移動・昼食（60分）

11:30 11:30

12:00 12:00

12:20
分科会打合せ（20分）12:30 12:30

12:40

分
科
会
Ⅰ
（
150
分
）

分科会Ⅰ（全国・九州共通課題）【150分】
◆各分科会場
【分科会の進行例】
①開会通知・係紹介（３）
②司会者あいさつ（２）
③提案発表（25）
④質疑応答（15）
⑤各地区発表（３分×５地区）（15）
※各地区の取組み紹介のみとする。

◇◇休憩（５）◇◇
⑥研究協議題設定(10）
⑦研究協議（50）
⑧指導助言（20）

◇◇休憩（５）◇◇

12:50
13:00 13:00

13:20
13:30 13:30

14:00 14:00

14:30 14:30

15:00 15:00
役
員
・
地
区
会
長
会（
90
分
）

・場　所：豊見城市立中央公民館
・参加者： 県役員（正副会長、県総務・研究部長）、

各地区会長
　　　　　 開催地区役員（大会実行委員長、副委員長、

総務・運営・研究部長、式典担当、総合司会、
来賓接待他）

・打ち合わせ事項
　大会運営・役割分担の確認
・式典進行の確認
・来賓接遇の確認
・開催地区からの調整
・その他の調整

15:10

分
科
会
Ⅱ
（
90
分
）

分科会Ⅱ（全分科会共通課題）【90分】

【分科会Ⅱの進行】

①はじめのことば（分科会司会）

②共通課題に対する協議

　◇ 事例（各学校の取組み）など自由闊達な意

見を出し合う。

③共同研究者からの振り返り

④おわりのことば（分科会司会）

15:30 15:30

16:00 16:00

16:30 16:30
16:40

会場移動（25分）17:00 17:00
17:10

教
育
懇
談
会
（
90
分
）

教育懇談会
　豊見城市立中央公民館　中ホール

17:30 17:30

18:00 18:00

18:30 18:30
18:40

19:00 19:00
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11 月 11 日（金）

時間 行
事 内　　　容

9:00
受
付

豊見城市立中央公民館　大ホール

9:30
全
体
会（
30
分
）

１ 部・委員会活動報告（20）
　⑴調査研究部　⑵生徒指導委員会
２　大会宣言文報告（10）

10:00
準　　備（10）

10:10

記
念
講
演
（
90
分
）

講師：白井　俊」

　　（ 文部科学省国際統括官付国際戦略企画官 

国立教育政策研究所フェロー、東京学芸大学

客員教授を兼務）

演題「国際的な視点から考える日本の教育」

10:30

11:00

11:30
11:40

準　　備（10）
11:50 閉

会
式（
20
分
）

１ 開式のことば　２ 大会副会長挨拶
３ 研究部長総括　４ 激励の挨拶
５ 次期開催代表挨拶　６ 閉式のことば

12:00
12:10

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

19:00
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※事務連絡（５分）
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12　会場案内図

小学校長会場

第１分科会
糸満青少年の家　大講堂
　　TEL  ０９８－９９４－６３４２

第６分科会
南風原町中央公民館　研修室１
　　TEL  ０９８－８８９－０５６８

第２分科会
糸満青少年の家　研修室１
　　TEL  ０９８－９９４－６３４２

第７分科会
南風原町中央公民館　研修室２
　　TEL  ０９８－８８９－０５６８

第３分科会
糸満青少年の家　研修室２
　　TEL  ０９８－９９４－６３４２

第８分科会
南風原町中央公民館　研修室３
　　TEL  ０９８－８８９－０５６８

第４分科会
糸満青少年の家　研修室３
　　TEL  ０９８－９９４－６３４２

第９分科会
南風原文化センター　交流研修室
　　TEL  ０９８－８８９－７３９９

第５分科会
糸満青少年の家　研修室４
　　TEL  ０９８－９９４－６３４２

第10分科会
島尻教育事務所　第１研修室
　　TEL  ０９８－９９８－４４１６

中学校長会場

第１分科会
豊見城市立中央公民館　第１会議室
　　TEL  ０９８－８５０－３２８０

第４分科会
豊見城市立中央公民館　中ホール
　　TEL  ０９８－８５０－３２８０

第２分科会
豊見城市立中央公民館　第１研修室
　　TEL  ０９８－８５０－３２８０

第５分科会
豊見城市社会福祉センター　研修室
　　TEL  ０９８－８５６－２７８２

第３分科会
豊見城市立中央公民館　第２研修室
　　TEL  ０９８－８５０－３２８０

第６分科会
豊見城市社会福祉センター　レク室
　　TEL  ０９８－８５６－２７８２

豊見城
総合公園

７

68

全体会場

文

文

サンエー
豊見城ウイング

豊見城

IC

中①②
　③④

中⑤⑥

小①②③
　④⑤

小⑥⑦⑧ 小⑨

小⑩

IC
南風原南

南風原町
中央公民館

南風原町
文化センター

507

507

島尻教育事務所

文
東風平小 文

東風平中

至具志頭

豊見城市立
中央公民館

豊見城市
社会福祉センター

糸満青年の家

豊見城中

上田小

ＪＡおきなわ
くがに市場



13　大会運営組織図
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運営委員長（島尻地区小学校長会長）
田　山　宗　則

運営副委員長
　島尻地区中学校長会長　柳　井　倉　人
　義務教育課学力推進室長　髙　木　眞　治
　義務教育課指導班長　吉　村　雅　也
　島尻地区小副会長　新　垣　典　彦
　　　　　　　　　　　大　城　仁　美
　島尻地区中副会長　川　上　　　一
　　　　　　　　　　　伊　井　秀　治
　県校長会小総務部長　山　城　勝　美
　県校長会中総務部長　比　嘉　真一郎
　県校長会小研究部長　宮　里　　　晋
　県校長会中研究部長　比　嘉　清　喜

県教育委員会
県小・中学校長会

大 会 会 長
県中学校長会長　仲　盛　康　治

大会副会長
県小学校長会長　宮　國　義　人
県義務教育課長　宮　城　　　肇
県小学校副会長　上　間　　　享
　　　〃　　　　甲　斐　達　二
　　　〃　　　　川　満　恵　昌
県中学校副会長　新　里　　　勲
　　　〃　　　　與那覇　直　樹
　　　〃　　　　與那覇　正　樹

大 会 顧 問
沖縄県教育長
　半　嶺　　　満
教育管理統括監
　佐次田　　　薫
教育指導統括監
　玉城　　　学

参　事
　山　田　みさよ
　目取真　康　司

運 営 委 員
義務教育課主任指導主事
植　前　秀一郎
江　谷　　　一
松　田　庄一郎

各地区会長
小学校の部
大　城　　　勝（国　頭）
長　嶺　浩　也（中　頭）
石　川　博　基（那　覇）
与那覇　　　淳（宮　古）
仲　皿　利　治（八重山）

中学校の部
渡久地　久　浩（国　頭）
與志平　洋　子（中　頭）
中　村　　　斉（那　覇）
宮　國　幸　夫（宮　古）
市　原　教　孝（八重山）

大会事務局
事務局長　崎原　永輝
事務局員　比嘉　紘美

島尻地区実行委員会
委 員 長　田　山　宗　則
副委員長　柳　井　倉　人
委　　員　新垣　典彦・大城　仁美・川上　　一・伊井　秀治
事務局長　城　田　由　勝
会　　計　屋　良　直　子

（◎正　〇副）

総　務　部
部　長　上　原　義　仁

●総務係
　◎親泊　正幸　　當間　　保
　　與那覇正樹　　川満　恵昌
　　垣花　英正
●全体会進行係
　◎新垣　典彦　　仲間　　靖
　　平良　　全　　大村　朝彦
●式典係（司会）
　◎上原　千秋　　石嶺　真哉
●教育懇談会係
　◎赤嶺　智郎　　與那嶺　靖
　　志伊良洋子　　西里　優子
●送迎係
　◎仲村　　保　　宮里　直哉
●会計係
　◎屋良　直子　　大城　仁美

運　営　部
部　長　伊　井　秀　治

●全体会場係
　◎平良　　淳　　川上　　一
　　大城　直之　　宮里　　豊
　　比嘉　　清
●浄書・表示係
　◎慶田盛　元　　佐久本広志
●受付・案内係
　◎桑江　常勝　　天久三千代
　　金城奈津子
●接待係
　◎徳元　清政　　奥平美智子
　　伊敷　尚也　　黒島佐和子
●駐車場係
　◎上江洲　学　　津嘉山博好
　　山田　浩也　　大城　　圭

研　究　部
部　長　前　城　光　告

●企画推進係
　◎上原　　仁　　金丸　利康
●分科会　会場係
　◎具志　直哉　　宮城　弘之
　　竹下　晴康　　大城　正篤
　　島袋　成良　　宜保　博哉
　　金城　光吉　　大湾　　悟
　　宮里　秀樹　　糸洲　　修
　　嘉数　哲也　　平良　真也
　　嶺井　靖之　　大城　直也
　　瑞慶覧長洋
●運営委員
　小第１：平良　淳　小第２：嘉数哲也
　小第３：當間朝成　小第４：竹下晴康
　小第５：金城光吉　小第６：與那嶺靖
　小第７：慶田盛元　小第８：具志直哉
　小第９：島袋成良　小第10：徳元清政
　中第１：宮里　豊　中第２：當間　保
　中第３：宮城弘之　中第４：仲間　靖
　中第５：伊敷尚也　中第６：志伊良洋子
●写真・記録係
　◎平良　正哉　　平良　真也



14　分科会担当者一覧

　　（小学校）	 	 	 ■協議題のゴシック体は提案内容　

分
科 領域／会場 主　　　　　題 協　　議　　題 共同研究者 提　案　者 地区共同研究者

１

経営ビジョン

糸満青少年の家

（大講堂）

先見性のあるビジョン
に基づく創意ある学校
経営の推進
（国　頭）

① 未来を見据えた明確な学校経営ビ
ジョンの策定 金城　　均

（ 中頭教育事務所
指導班長）

島袋ゆかり
（瀬底小学校）

仲宗根勝也
（名護小学校）

大城　　豊
（高江小学校）

新垣　郁代
（大宜味小学校）

② 学校経営ビジョンに基づく創意あ
る学校経営の推進

２

「組織・運営」

「評価・改善」

糸満青少年の家

（研修室１）

学校経営ビジョンの具
現化を図る組織づくり
とりと運営並びに学校
教育の充実を図る評価・
改善の推進
（那　覇）

① 学校経営ビジョンの具現化に向け
た活力ある組織づくりと学校運営
の推進 上田　達大

（ 宮古教育事務所
指導班長）

前田　真利
（浦添小学校）

奥間千賀子
（当山小学校）

飛田　恭宏
（港川小学校）

金城　勝巳
（港川小学校）

宮里　　晋
（牧港小学校）

中山　盛弥
（浦城小学校）

② 自ら未来を拓く力を育む教育を確
かなものとする学校経営の評価・
改善

３

「知性・創造性」

糸満青少年の家

（研修室２）

知性・創造性を育むカリ
キュラム・マネジメント
（中　頭）

① 「社会に開かれた教育課程」の実
現に向けた取組 江谷　　一

（義務教育課
主任指導主事）

渡久地裕子
（諸見小学校）

松田　　忠
（島袋小学校）

森山　涼子
（山内小学校）

永川　幸徳
（コザ小学校）

上門　健作
（中の町小学校）

② しなやかな知性と豊かな創造性を
育む教育活動を実現するカリキュ
ラム・マネジメント

４

「豊かな人間性」

「健やかな体」

糸満青少年の家

（研修室３）

豊かな人間性と健やかな
体を育むカリキュラム・
マネジメント
（島　尻）

① 新たな社会を見据えた人権教育と
豊かな心を育てる道徳教育の推進 前川　恒久

（ 国頭教育事務所
主任指導主事）

佐久本広志
（豊見城小学校）

竹下　晴康
（翔南小学校）

宮里　秀樹
（与那原小学校）

川満　恵昌
（光洋小学校）

② 心身の健康を保持増進し、豊かなスポー
ツライフを実現するための資質・能力の
育成を目指す教育活動の推進

５

「研究・研修」

糸満青少年の家

（研修室４）

学校の教育力を向上さ
せる研究・研修の推進
（中　頭）

① 教職員の資質・能力の向上を目指
した研究・研修体制の充実 大浜　　覚

（ 中頭教育事務所
主任指導主事）

松尾　　剛
（泡瀬小学校）

長間　清人
（比屋根小学校）

松堂　直美
（安慶田小学校）

上原　秀樹
（室川小学校）

德村　恵子
（美東小学校）

平良その子
（高原小学校）

② キャリアステージに応じた資質・
能力や学校経営への参画意識の向
上を図る研修の推進

６

「リーダー育成」

南風原町中央公民館

（研修室１）

これからの学校を担う
リーダーの育成
（八重山）

① 学校教育への確かな展望をもち、
行動できるミドルリーダーの育成 宮良　　健

（ 八重山教育事務所
指導班長）

仲地　秀将
（八島小学校）

大浜　　譲
（登野城小学校）

真玉橋真由美
（伊野田小学校）

② 時代の変化をとらえる能力と豊か
な人間性を身に付けた管理職人材
の育成

７

「学校安全」

「危機対応」

南風原町中央公民館

（研修室２）

命を守る安全教育・防災
教育の推進並びに様々
な危機への対応
（宮　古）

① 危機回避能力を育む安全教育・防災教
育の充実と地域や関係機関との連携
を図った安全教育・防災教育の推進

太田　　寛

（ 那覇教育事務所
主任指導主事）

與那覇　修
（下地小学校）

松本　　尚
（砂川小学校）

花城　　修
（鏡原小学校）

② いじめや不登校等に適切に対応で
きる体制の整備と高い危機管理能
力をもつ組織・体制づくり

８

「社会形成能力」

南風原町中央公民館

（研修室３）

社会形成能力を育む教
育の推進
（島　尻）

① 社会の発展に貢献しようとする資
質・能力・態度を育む教育の推進 比嘉　幹男

（ 国頭教育事務所
主任指導主事）

新垣　典彦
（与那原東小学校）

具志　直哉
（座安小学校）

大村　朝彦
（阿波連小学校）

平良　正哉
（大里北小学校）

② 自立・協働・創造の心を育むキャリア
教育の推進

９

「自立と共生」

「連携・接続」

南風原文化センター

（交流研修室）

自立と共生を図り、実践
的な態度を育む教育の
推進並びに家庭・地域等
との連携
（那　覇）

① 子どもの自立を図る特別支援教育
の推進 勢理客貴之

（ 島尻教育事務所
主任指導主事）

工藤　直也
（識名小学校）

崎山嗣一郎
（与儀小学校）

大田佳世子
（城岳小学校）

德門　敦子
（真和志小学校）

② 家庭・地域等と連携し充実した教育
活動を展開できる学校づくりの推進

10

「学力向上推進」

島尻教育事務所

（第１研修室）

新しい時代をつくるた
めに必要とされる資質・
能力を育む、校長の理念
と指導性
（国　頭）

① 「沖縄県学力向上推進５か年プラン・
プロジェクトⅡ」を推進する 上里　　亮

（ 那覇教育事務所
主任指導主事）

上間　　久
（東江小学校）

島川　直樹
（本部小学校）

赤嶺美奈子
（西小学校）

岸本五穂子
（安和小学校）

② 家庭・地域社会と連携した学力向上
の在り方

― 8 ―



　　（中学校）	 	 	 ■協議題のゴシック体は提案内容　

分
科 領域／会場 主　　　　　題 協　　議　　題 共同研究者 提　案　者 地区共同研究者

１

「教育課程」

豊見城市立中央

公民館

（第１会議室）

カリキュラム・マネジ
メントの推進
（八重山）

① 学校教育の改善・充実に向けた、「社
会に開かれた教育課程」の実践 普天間英明

（ 中頭教育事務所
主任指導主事）

美差　淳司
（小浜中学校）

仲地みゆき
（西表中学校）

與世山　操
（黒島中学校）

下地　和美
（竹富中学校）

② 教科等横断的な視点を含めた教育
課程の編成・実施・評価・改善の
在り方

２

「確かな学力」

北 部 生 涯 学 習 

センター

（第１研修室）

主体的・対話的で深い
学びの実現
（島　尻）

① 学習の質を一層高めるための「主体
的・対話的で深い学び」の授業実践
と学校の体制づくり

神山　吉明

（ 国頭教育事務所
指導班長）

宜保　博哉
（潮平中学校）

大城　正篤
（渡嘉敷中学校）

大城　直之
（糸満中学校）

平良　真也
（座間味中学校）

當間　　保
（南風原中学校）

② 各教科等の学習状況の把握及び授
業の評価・改善の在り方

３

「豊 か な 心」

「健やかな身体」

豊見城市立中央

公民館

（第２研修室）

よりよく生きるための
道徳性の育成と健康で
安全な生活を実現する
ための教育の充実
（那　覇）

① 全ての教育活動と「特別の教科 道徳」
との関連を図り、よりよく生きようと
する意思や能力を育む道徳教育の充実

新城　高広

（ 那覇教育事務所
指導班長）

仲間　丈二
（鏡原中学校）

與那覇　覚
（小禄中学校）

宮良　安剛
（北大東中学校）

望月　雄紀
（南大東中学校）

比嘉　清喜
（金城中学校）

② 健康で安全な生活と豊かなスポーツ
ライフを実現するための教育の充実

４

「自らの生き方」

豊見城市立中央

公民館

（中ホール）

自己理解を促し、将来に
わたって人としての生き
方を深める生徒指導と
キャリア教育の充実
（中　頭）

① 自他を敬愛し、他者と協働しながら
自己実現を図るための自己指導能力
を育成する生徒指導の充実

副田健太郎

（ 島尻教育事務所
主任指導主事）

島袋　勝範
（あげな中学校）

仲宗根政人
（伊波中学校）

山内ひとみ
（石川中学校）

大舛　勝彦
（具志川中学校）

與那嶺　剛
（具志川東中学校）

② 社会的・職業的自立に向けて必要
な「基礎的・汎用的能力」を育成
するためのキャリア教育の充実

５

「人材育成」

豊見城市社会福祉

センター

（研修室）

多様化した教育課題に
対応できる学校経営と
教員の育成
（宮　古）

① 教職員の専門性と指導力を発揮す
る研修や学校運営の在り方 足立　克枝

（ 島尻教育事務所
指導班長）

垣花　秀明
（久松中学校）

狩俣　典昭
（下地中学校）

② 学校経営に積極的に参画する教職
員の育成や人事評価の在り方

６

「学校経営」

豊見城市社会福祉

センター

（レク室）

地域や専門機関との連携・
協働による「チーム学校」
の実現とその機能強化
（国　頭）

① 学校と地域が連携・協働する「チーム
学校」の構築の在り方 吉村　雅也

（義務教育課
   義務教育指導班
班長）

具志堅勝司
（東江中学校）

比嘉　克章
（伊豆味中学校）

金城　健一
（久辺中学校）

新垣　博文
（国頭中学校）

② 外部の多用な専門人材と連携し、
チームとしての組織力を高める学
校マネジメントの在り方

― 9 ―
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15　分科会の編成

　小学校部会（◎提案者）

第１分科会「経営ビジョン」20名 共同研究者：金城　　均（中頭教育事務所　指導班長）

新　垣　郁　代（大 宜 味 小） 仲宗根　勝　也（名　護　小） 大　城　　　豊（高　江　小）

◎ 島　袋　ゆかり（瀬　底　小） 加　納　　　貢（天　願　小） 伊良波　直　子（あ げ な 小）

稲　福　盛　也（田　場　小） 銘　苅　　　豊（兼　原　小） 大　里　元　児（中　原　小）

城　間　修　司（赤　道　小） 横　田　　　恵（川　崎　小） 吉　野　　　淳（泊　　　小）

喜久川　　　洋（若　狭　小） 松　島　良　規（那　覇　小） 平　良　　　淳（豊　崎　小）

嶺　井　靖　之（馬　天　小） 奥　平　美智子（高　嶺　小） 天　久　　　康（南　　　小）

神　谷　貴　子（明　石　小） 仲　皿　利　治（野　底　小）

第２分科会「組織・運営」「評価・改善」21名 共同研究者：上田　達大（宮古教育事務所　指導班長）

平　良　　　智（有　銘　小） 玉　城　武　利（稲　田　小） 安慶田　正　人 ( 金　武　小）

上江洲　　　卓（越　来　小） 宮　里　満　男（北　美　小） 伊　波　みどり ( 美　里　小）

仲　村　恵　子（美　原　小） 長　尾　順　子（宮　里　小） 大　村　朝　永（普天間第二小）

天　願　直　光（志 真 志 小） 宮　里　　　晋（牧　港　小） 奥　間　千賀子（当　山　小）

◎ 前　田　真　利（浦　添　小） 中　山　盛　也（浦　城　小） 金　城　勝　己（港　川　小）

賀　数　哲　也（西　崎　小） 赤　嶺　智　郎（と よ み 小） 津嘉山　博　好（真　壁　小）

前　川　和　昭（福　嶺　小） 磯　部　大　輔（石　垣　小） 金　城　一　石（大　本　小）

第３分科会「知性・創造性」23名 共同研究者：江谷　　一（義務教育課　主任指導主事）

仲　村　章　吾（奥　　　小） 大　城　　　勝（羽　地　小） 上　間　　　享（久　辺　小）

松　田　和　美（松　田　小） ◎ 渡久地　裕　子（諸　見　小） 松　田　　　忠（島　袋　小）

永　川　幸　徳（コ　ザ　小） 森　山　涼　子（山　内　小） 上　門　健　作（中 の 町 小）

金　子　雅　之（喜　名　小） 金　城　光　明（城　東　小） 石　川　博　基（城　北　小）

仲　地　千　佳（城　西　小） 安谷屋　正　史（城　南　小） 宮　平　和　志（大　名　小）

砂　川　深　雪（石　嶺　小） 田　山　宗　則（大 里 南 小） 黒　島　佐和子（喜 屋 武 小）

上　原　義　仁（ゆ た か 小） 當　間　朝　成（伊 良 波 小） 下　地　辰　彦（東　　　小）

長　遠　順　二（白　浜　小） 真喜志　達　哉（上　原　小）

第４分科会「豊かな人間性」「健やかな体」20名 共同研究者：前川　恒久（国頭教育事務所　主任指導主事）

豊　里　　　寿（奥　間　小） 米　嵩　睦子　（漢　那　小） 大　城　　　健（伊 平 屋 小）

幸　喜　　　徹（与 那 城 小） 兼　島　　　栄（平 敷 屋 小） 新　垣　　　桂（勝　連　小）

新　城　　　剛（南　原　小） 平　田　治　子（高 江 洲 小） 水　流　伸　夫（具 志 川 小）

浦　崎　博　美（壷　屋　小） 石　垣　史　昭（神　原　小） 武　冨　　　剛（天　妃　小）

島　袋　　　優（開　南　小） 川　満　恵　昌（光　洋　小） ◎ 佐久本　広　志（豊 見 城 小）

竹　下　晴　康（翔　南　小） 宮　里　秀　樹（与 那 原 小） 根　間　正　人（城　辺　小）

渡　口　里　夏（古　見　小） 石　垣　永　一（大　原　小）
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（◎提案者）

第５分科会「研究・研修」25名 共同研究者：大浜　　覚（中頭教育事務所　主任指導主事）

大　田　　　出（安　波　小） 佐　藤　　　繁（辺 土 名 小） 渡　口　美智代（天　底　小）

小波津　京　子（伊　江　小） ◎ 松　尾　　　剛（泡　瀬　小） 長　間　清　人（比 屋 根 小）

上　原　秀　樹（室　川　小） 德　村　恵　子（美　東　小） 平　良　その子（高　原　小）

松　堂　直　美（安 慶 田 小） 伊志嶺　　　清（垣　花　小） 糸　満　　　裕（小　禄　小）

上　原　妙　子（高　良　小） 平　良　健　治（宇 栄 原 小） 儀　間　実　子（金　城　小）

佐久田　　　悟（小 禄 南 小） 町　田　祐　治（さ つ き 小） 天　久　美千代（船　越　小）

城　田　由　勝（白　川　小） 金　城　光　吉（糸　満　小） 大　城　直　也（玉　城　小）

友　利　直　喜（久　松　小） 佐久本　　　聡（平良第一小） 黒　島　善　一（新　川　小）

池　田　幸　作（平　真　小）

第６分科会「リーダー育成」25名 共同研究者：宮良　　健（八重山教育事務所　指導班長）

山　川　幸　宏（中　川　小） 比　嘉　　　悟（大　宮　小） 鎌　田　登志男（伊 是 名 小）

宮　城　紀　士（はごろも小） 根路銘　国　斗（普 天 間 小） 山　城　　　亨（大　山　小）

玉　村　かおり（大 謝 名 小） 名　護　千賀子（賀　数　小） 甲　斐　達　二（宜 野 湾 小）

上　原　　　毅（長　田　小） 野　原　洋　子（仲　里　小） 山　里　昌　樹（美　崎　小）

古　賀　義　之（久 米 島 小） 上　間　輝　代（比 屋 定 小） 新　垣　　　忍（大　岳　小）

野　原　　　勉（清　水　小） 桑　江　常　勝（長　嶺　小） 與那嶺　　　靖（南 風 原 小）

上　原　千　秋（上　田　小） 上 江 洲　　 学（糸 満 南 小） 砂　川　　　修（北　　　小）

村　由　博　勝（狩　俣　小） ◎ 仲　地　秀　将（八　島　小） 真玉橋　真由美（伊 野 田 小）

大　浜　　　譲（登 野 城 小）

第７分科会「学校安全」「危機対応」25名 共同研究者：太田　　寛（那覇教育事務所　主任指導主事）

屋　宜　　　健（真 喜 屋 小） 宮　城　　　敬（大　北　小） 崎　山　和　史（宜 野 座 小）

新　垣　剛　志（中　城　小） 玉　城　　　有（中 城 南 小） 松　川　邦昭　（坂　田　小）

宮　城　卓　司（西 原 東 小） 與　座　　　衛（西 原 南 小） 大　庭　真由美（西　原　小）

與　座　里　未（北中：島袋小） 石　川　博　久（仲　西　小） 内　田　　　篤（神　森　小）

田　島　正　敏（宮　城　小） 伊　波　竜　子（沢　岻　小） 新　川　美　紀（前　田　小）

棚　原　　　歩（内　間　小） 平　良　　　全（潮　平　小） 慶田盛　　　元（東 風 平 小）

瑞慶覧　長　洋（津 嘉 山 小） 大　城　仁　美（具 志 頭 小） 花　城　　　修（鏡　原　小）

松　本　　　尚（北　　　小） 與那覇　　　修（下　地　小） 比　嘉　真　弓（真 喜 良 小）

大　浜　公三枝（吉　原　小）

第８分科会「社会形成能力」22名 共同研究者：比嘉　幹男（国頭教育事務所　主任指導主事）

上　間　久　仁（兼　次　小） 屋　良　　　篤（今 帰 仁 小） 島　袋　　　洋（嘉　芸　小）

平　良　好　光（嘉 手 納 小） 宮　城　信　夫（渡 慶 次 小） 稲　嶺　盛　久（読　谷　小）

中　山　幸　浩（古　堅　小） 新　川　健　次（古 堅 南 小） 稲　嶺　盛　幸（屋　良　小）

仲　間　一　史（古　蔵　小） 宮　里　　　寧（上　間　小） 金　城　和　也（仲 井 真 小）

知　念　澄　男（真　地　小） 具　志　直　哉（座　安　小） 平　良　正　哉（大 里 北 小）

大　村　朝　彦（阿 波 連 小） ◎ 新　垣　典　彦（与那原東小） 与那覇　　　淳（西　辺　小）

砂　川　義　治（西　城　小） 友　寄　兼　秀（比　川　小） 石　川　恵　優（久 部 良 小）

島　袋　　　篤（与 那 国 小）
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（◎提案者）

第９分科会「自立と共生」「連携・接続」18名 共同研究者：勢理客貴之（島尻教育事務所　主任指導主事）

田　仲　浩　美（安　田　小） 赤　松　啓　介（屋　部　小） 伊　波　　　勉（瀬 喜 田 小）

野　原　真由美（伊　波　小） 佐次田　直　人（宮　森　小） 渡慶次　安　弘（安 富 祖 小）

多和田　一　美（恩　納　小） 長　嶺　浩　也（仲　泊　小） 山　内　久　江（山　田　小）

◎ 工　藤　直　哉（識　名　小） 德　門　敦　子（真 和 志 小） 崎　山　嗣一郎（与　儀　小）

大　田　佳世子（城　岳　小） 島　袋　成　良（北　丘　小） 仲　村　　　保（百　名　小）

下　地　　　操（上　野　小） 松　尾　　　望（白　保　小） 石　田　美喜子（川　原　小）

第10分科会「学力向上推進」25名 共同研究者：上里　　亮（那覇教育事務所　主任指導主事）

◎ 上　間　　　久（東　江　小） 岸　本　五穂子（安　和　小） 赤　嶺　美奈子（西　　　小）

島　川　直　樹（本　部　小） 新　城　雅　文（城　前　小） 根　神　淳　子（北　谷　小）

桑　江　常　健（北　玉　小） 山　城　勝　美（浜　川　小） 知　念　哲　也（北谷第二小）

崎　濱　陽　子（北 中 城 小） 和　智　重　徳（津　波　小） 赤　嶺　栄　達（安　謝　小）

福　本　利江子（真 嘉 比 小） 吉　村　聡　子（大　道　小） 有　銘　盛　和（松　川　小）

松　岡　泰　成（松　島　小） 又　吉　元　晃（曙　　　小） 宮　國　義　人（銘　苅　小）

宮　里　寿　子（天　久　小） 前　城　光　告（佐　敷　小） 徳　元　清　政（新　城　小）

西　里　優　子（米　須　小） 與　座　　　篤（多 良 間 小） 仲　皿　涼　子（大　浜　小）

東　　　由美子（宮　良　小）
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　中学校部会（◎提案者）

第１分科会「教育課程」23名 共同研究者：普天間英明（中頭教育事務所　主任指導主事）

渡具知　久　浩（羽　地　中） 平　田　　　修（金　武　中） 大　田　守　利（伊 平 屋 中）

盛小根　　　完（与　勝　中） 與志平　洋　子（与勝第二中） 田　場　　　勝（津　堅　中）

松　堂　弘　政（高 江 洲 中） 仲　村　美恵子（彩　橋　中） 照　屋　心一郎（北 中 城 中）

金　城　孝　子（浦　添　中） 平　良　　　亮（仲　西　中） 東　江　功　子（神　森　中）

相　澤　敬　二（港　川　中） 神　谷　加代子（浦　西　中） 金　丸　利　康（粟　国　中）

上　原　　　仁（佐　敷　中） 伊　井　秀　治（伊 良 波 中） 宮　里　　　豊（西　崎　中）

垣　花　正　人（多 良 間 中） 與世山　　　操（黒　島　中） ◎ 美　差　淳　司（小　浜　中）

下　地　和　美（竹　富　中） 仲　地　みゆき（西　表　中）

第２分科会「確かな学力」26名 共同研究者：神山　吉明（国頭教育事務所　指導班長）

松　田　しずか（久　志　中） 根路銘　国　斗（名　護　中） 小　渡　克　彦（屋 我 地 中）

渡久地　政　孝（本　部　中） 友　寄　ゆかり（西　原　中） 榮　　　洋　子（普 天 間 中）

糸　数　　　昌（真 志 喜 中） 吉　田　　　敬（西 原 東 中） 由　　　博　文（宜 野 湾 中）

玉　城　健　蔵（嘉　数　中） 照　屋　心一郎（北 中 城 中） 鹿　川　義　晃（中　城　中）

喜屋武　浩　司（松　島　中） 上江洲　　　毅（松　城　中） 金　城　久　枝（真 和 志 中）

比　嘉　真一郎（安　岡　中） 當　間　　　保（南 風 原 中） 大　城　直　之（糸　満　中）

大　城　正　篤（渡 嘉 敷 中） ◎ 宜　保　博　哉（潮　平　中） 平　良　真　也（座 間 味 中）

前　泊　一　郎（狩　俣　中） 濱　川　成　共（鏡　原　中） 入嵩西　義　晴（石　垣　中）

與世山　　　淳（石垣第二中） 宮　良　貞　光（大　浜　中）

第３分科会「豊かな心」「健やかな身体」22名 共同研究者：新城　高広（那覇教育事務所　指導班長）

永　野　正　也（東　　　中） 仲　田　欣　五（屋　部　中） 松　本　優一郎（今 帰 仁 中）

具志堅　博　昭（う ん な 中） 長　嶺　加恵美（嘉 手 納 中） 比　嘉　　　達（古　堅　中）

與那覇　直　樹（読　谷　中） 與那覇　　　覚（小　禄　中） 比　嘉　清　喜（金　城　中）

◎ 仲　間　丈　二（鏡　原　中） 望　月　雄　紀（南 大 東 中） 宮　良　安　剛（北 大 東 中）

柳　井　倉　人（兼　城　中） 比　嘉　　　清（渡 名 喜 中） 宮　城　弘　之（南　星　中）

糸　洲　　　修（久　高　中） 久　高　三　彦（北　　　中） 渡久山　英　徳（上　野　中）

入嵩西　義　幸（名　蔵　中） 嘉　良　　　寧（崎　枝　中） 比　嘉　正　樹（川　平　中）

中　山　盛　延（船　浮　中）

第４分科会「自らの生き方」22名 共同研究者：副田健太郎（島尻教育事務所　主任指導主事）

具志堅　仁　一（大 宜 味 中） 宮　城　研　治（伊 是 名 中） 玉　城　　　学（伊　江　中）

玉　城　史　江（上 本 部 中） ◎ 島　袋　勝　範（あ げ な 中） 仲宗根　政　人（伊　波　中）

山　内　ひとみ（石　川　中） 大　舛　勝　彦（具 志 川 中） 與那嶺　　　剛（具志川東中）

知　念　泰　志（上　山　中） 大　城　美千代（神　原　中） 中　村　　　斉（那　覇　中）

山　里　　　崇（球　美　中） 垣　花　英　正（与 那 原 中） 石　嶺　真　哉（阿　嘉　中）

仲　 間　　 靖（東 風 平 中） 宮　里　直　哉（三　和　中） 宮　國　幸　夫（平　良　中）

平　良　吉　嗣（池　間　中） 石　原　昌　英（大　原　中） 宮　城　裕　子（船　浦　中）

馬　上　　　晃（波 照 間 中）
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（◎提案者）

第５分科会「学校経営」21名 共同研究者：足立　克枝（島尻教育事務所　指導班長）

伊　波　寿　光（宜 野 座 中） 玉　寄　兼　明（野　甫　中） 新　里　　　勲（大　宮　中）

上　里　　厚　（コ　ザ　中） 伊　波　寛　仁（山　内　中） 仲　村　リリア（越　来　中）

宮　里　友　昭（北　谷　中） 玉　城　　　祥（桑　江　中） 仲　嶺　香　代（石　嶺　中）

比　嘉　俊　博（首　里　中） 仲　盛　康　治（城　北　中） 金　城　　　淳（久米島西中）

大　湾　　　悟（具 志 頭 中） 伊　敷　尚　也（玉　城　中） 與那覇　正　樹（長　嶺　中）

屋　良　直　子（大　里　中） 垣　花　秀　明（久　松　中） 狩　俣　典　昭（下　地　中）

東　濵　一　郎（与 那 国 中） 伊舎堂　用　右（久 部 良 中） 片　平　雅　明（鳩　間　中）

第６分科会「人材育成」23名 共同研究者：吉村　雅也（義務教育課　義務教育指導班班長）

◎ 具志堅　勝　司（東　江　中） 新　垣　博　文（国　頭　中） 比　嘉　克　章（伊 豆 味 中）

金　城　健　一（久　辺　中） 島　田　　　毅（美　里　中） 田　港　朝　満（美　東　中）

與那嶺　　　哲（沖 縄 東 中） 與那嶺　律　子（安 慶 田 中） 前　　　幸　三（宮　里　中）

玉　城　健　蔵（嘉　数　中） 新　垣　康　史（石　田　中） 新　地　康　秀（古　蔵　中）

長　嶺　　　肇（仲 井 真 中） 松　田　　　孝（寄　宮　中） 志伊良　洋　子（知　念　中）

川　上　　　一（豊 見 城 中） 親　泊　正　幸（高　嶺　中） 大　城　　　圭（慶 留 間 中）

比　嘉　豊　樹（城　東　中） 友　利　和　宏（西　辺　中） 當　銘　武　志（伊 原 間 中）

宮　良　　　篤（白　保　中） 市　原　教　孝（富　野　中）
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16　「シンポジウム」「記念講演」テーマ一覧

年　　度 シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム 記　 念　 講　 演

昭和60年度

島 尻 大 会

「学校教育に期待すること」
コーディネーター　　儀間朝善（県学校指導主事）
提　言　者　　山里孝子（元豊見城中PTA副会長）

　金城弘征（大宝証券社長）
　石川清治（琉球大学教授）

「沖縄における国際交流と沖縄国際
センターの役割」

　沖縄国際センター所長
　　　　小　澤　大　二

昭和61年度

小 学 校

単独開催

 （全九中沖縄大会のため）

「学校教育に望むこと」
コーディネーター　　新垣清徳（義務教育課指導主事）
提　言　者　　内田忠平（国立沖縄青年の家所長）

　宮城　豊（県経営者協会副会長）
　高良ミチ子（前那覇市PTA連合会副会長）

「野外活動から学ぶもの」

　琉球大学名誉教授
　　　　池　原　貞　雄

昭和62年度

中 頭 大 会

「今　学校教育に望むこと」
コーディネーター　　大桝敏彦（義務教育課長補佐）
提　言　者　　島袋　哲（琉球大学教授）

　稲嶺恵一（琉球石友株式会社社長）
　島袋美佐子（沖縄市社会教育委員）

「那覇　ワシントン　ロンドン」

　NHK沖縄放送局長
　　　　小八重　順一郎

昭和63年度

国 頭 大 会

「学力向上について考える」
コーディネーター　　金城龍生（義務教育課課長補佐）
提　言　者　　屋田直勝（沖縄県PTA連合会長）

　玉城勝郎（義務教育課主任指導主事）
　仲田善明（本部小学校長）

「人間の成長について」

　琉球銀行経営相談所主任調査役
　　　　　吉　　　茂

平成元年度

宮 古 大 会
な　　し

「宮古の将来を展望する」

　平良市役所企画室長
　　　　砂　川　玄　徳

平成２年度

島 尻 大 会

「学力向上対策の現状と課題」
コーディネーター　　玉城勝郎（義務教育課副参事）
提　言　者　　久手堅憲仁（高嶺中学校長）

　仲田典爾（義務教育課課長補佐）
　大城恵子（豊見城村中央公民館長）

「21世紀に向けての人づくりの協力」

　沖縄国際センター所長
　　　　田　口　定　則

平成３年度

中 頭 大 会

「生涯学習とこれからの学校教育」
コーディネーター　　知念清雄（社会教育課補佐）
提　言　者　　井上講四（琉大助教授）

　幸地清祐（義務教育課長）
　真玉橋均（県Ｐ代表）

「沖縄人の意識構造について」

　琉球大学教授
　　　　東　江　平　之

平成４年度

小 学 校

単独開催

 （全日中沖縄大会のため）

「国際化時代と沖縄の教育」
コーディネーター　　比嘉信勝（義務教育課主任指導主事）
提　言　者　　宜保榮次郎（県立博物館館長）

　宮城弘岩（県工業連合会副会長）
　玉城勝郎（大宮小学校長）

「教育の国際化を考える」
　放送大学沖縄ビデオ学習センター長
　　元 琉球大学学長
　　　　東　江　康　治

平成５年度
国 頭 大 会
中 学 校
単独開催

 （全連小沖縄大会のため）

「国際化時代と沖縄の教育」
コーディネーター　　仲西昌秀（義務教育課副参事）
提　言　者　　島本　巌（前沖縄県立図書館長）

　當間一朗（沖縄県立図書館資料編集室主幹）
　奥平　一（浦添市立沢岻小学校）

「新時代に求められる人間像」

　琉球大学教授
　　　　比　嘉　照　夫

平成６年度

八重山大会

「郷土文化と学校教育」
コーディネーター　　下地節子（義務教育課副参事）
提　言　者　　崎山　直（石垣市史誌編集委員）

　石垣博幸（市民会館長）
　山内盛春（久茂地小学校長）

「沖縄県経済の展望と人づくり」
　沖縄電力取締役副社長
　　　　仲井真　弘　多

平成７年度

那 覇 大 会

「思いやりとひろい心をもつ人間の育成」
コーディネーター　　比嘉裕起（義務教育課長補佐）
提　言　者　　渡久地政吉（那覇市立真地小学校長）

　玉城朋彦（琉球放送アナウンサー）
　鈴木和雄（那覇少年鑑別所長）

「国際化時代における小・中学校の
在り方」

　国際協力事業団企画部長
　　　　小野田　展　丈

平成８年度

島 尻 大 会

「21世紀をたくましく『生きる力』の育成」
コーディネーター　　伊佐常正（那覇市教委学務課長）
提　言　者　　浦崎修子（沖縄県人事委員会委員）

　新里里春（琉球大学教育学部教授）
　宮城弘岩（ひろいわ学校教授）

「人間として生きる力を育む」
　　―学校経営の改善―
　財団法人 教育調査研究所理事長
　（財）教科書研究センター副理事長
　　　　奥　田　眞　丈
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年　　度 シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム 記　 念　 講　 演

平成９年度

中 頭 大 会

「国際化時代に期待される人材の育成」 
コーディネーター　　金城三和（義務教育課副参事）
提　言　者　　黒島義茂（拓南キャピタル代表取締役社長）

　仲地　勇（伊良波中学校長）
　仲地　清（名桜大学国際学部助教授）

「琉球・アジア交流史とその教訓」
　琉球大学教授
　　　　高　良　倉　吉

平成10年度

国 頭 大 会

「これからの環境教育」
コーディネーター　　比嘉信勝（義務教育課副参事兼課長補佐）
提　言　者　　當間秀樹（見文化環境部廃棄物対策）

　友利哲夫（元高校教諭）
　大森　保（琉球大学理学部教授）

「マルチメディアにおける現状につ
いて」
　NTT沖縄支店副支店長
　　　　仲　本　栄　章

平成11年度

那 覇 大 会

中学校単独

 （九小沖縄大会のため）

「完全学校週５日制とこれからの中学校教育」
コーディネーター　　比嘉裕起（義務教育課副参事）
提　言　者　　遠藤庄治（沖縄国際大学文学部教授）

　幸喜徳子（沖縄石油ガス株式会社）
　高嶺朝勇（県教育庁生涯学習振興課長）

「中学校教育の明
あ し た

日」

　全日本中学校長会会長
　　　　安　齋　省　一

平成12年度

島 尻 大 会

「21世紀を拓く学校教育の展望」
コーディネーター　　古波蔵肇（県教育庁義務教育課副参事）
提　言　者　　芳澤　毅（琉球大学法文学部社会学科）

　　　　　（教授・教育社会学）
　佐々木豊（沖縄国際センター所長）
　知名洋二（沖縄県経営者協会会長）

「新しい時代が求める人材育成」
　日本文化経済学院
　　理　事　加賀美　正　明

平成13年度

中 頭 大 会

小学校単独

 （全九中沖縄大会のため）

「基礎・基本の習得と個性を生かす教育」
コーディネーター　　諸見里稔（沖縄県教育庁義務教育課副参事）
提　言　者　　又吉助好（沖縄市教育委員会教育委員長）

　高安正勝（ベンチャー高安㈲代表取締役）
　大嶺實清（沖縄県立芸術大学元教授･陶芸家）

「21世紀・新しい時代の教育の展望」
　嘉手納町教育長
　　　　伊　波　勝　雄

平成14年度

国 頭 大 会

〔生きる力〕 をはぐくむ学びの創造
コーディネーター　　上原敏彦（沖縄県教育庁義務教育課課長補佐）
提　言　者　　津留健二（沖縄女子短期大学非常勤講師）

　照屋義実（㈱照正組代表取締役社長）
　島袋正敏（名護市教育委員会教育次長）

「生物学から覗いた文化現象」
　生物資源利用研究所　所長
　　　　根路銘　国　昭

平成15年度

那 覇 大 会

「組織マネジメントと校長の指導性」
コーディネーター　　安田栄蔵（今帰仁小学校校長）
提　言　者　　金城三和（前沖縄県教育庁那覇教育事務所長）

　亀川　爵（前県立高校校長　教育懇話会主幹）

「海外ウチナーンチュの現況とウチ
ナーの心」
　沖縄テレビ放送報道制作局長
　　　　前　原　信　一

平成16年度

島 尻 大 会

「今求められる校長の指導性」 
コーディネーター　　長嶺明浩（小禄中学校校長）
提　言　者　　稲葉律子（与那原町教育相談員）

　照屋義実（㈱照正組　代表取締役社長）
　宮城能鳳（沖縄県立芸術大学客員教授）
　大城誠一（西原町与那城汗っかき会世話人）

「IT社会の進展と沖縄」
国際電子ビジネス専門学校 校長
　　　　稲　垣　純　一

平成17年度

中 頭 大 会

「教職員の資質向上と校長の指導性」
　　～教職員評価システムを通して～
コーディネーター　　山田　稔（宮里小学校校長）
提　言　者　　富村用助（文進印刷株式会社　常務取締役）

　上門清春（沖縄大学客員教授）
　吉本　勝（仲泊小中学校校長）

「モノ作りの環境」
　　　　山　田　真　萬（読谷山窯）

平成18年度

国 頭 大 会

「特別支援教育の現状と今後のあり方」 
コーディネーター　　大城政之（県立総合教育センター特殊教育課指導主事）
提　言　者　　真謝　孝（県立学校教育課特殊教育室主任指導主事）

　識名節子（たかえすクリニック　臨床心理士）
　多和田稔（宜野湾市立大謝名小学校校長）

「美ら海の子ら」
　　　　内　田　詮　三
 （沖縄美ら海水族館　館長）

平成19年度

那 覇 大 会

小学校単独

 （全九中沖縄大会のため）

「保護者や地域に応える学校経営の在り方」
　～学校評価ガイドラインに基づいた学校経営～
コーディネーター　　平良嘉男（浦添市立内間小学校長）
提　言　者　　大城　章（嘉手納町教育委員会学校教育課長）

　長濱ミツエ（嘉手納町立嘉手納小学校）
　外間香善（前沖縄県小学校長会会長）

「ジョイント～東京と沖縄をつなぐ」
　　　　　尾　関　茂　雄
（メンズセレクトショップ（WEB）Zeel 
ラウンジダイニングバー「西麻布 
Birth」社長）

平成20年度

那 覇 大 会

中学校単独

 （九小協沖縄大会のため）

「保護者や地域の信頼に応える学校経営のあり方」
　～学校評価ガイドラインに基づいた学校経営～
コーディネーター　　川上啓一（宜野湾市教育委員会学校教育部長）
提　言　者　　大城　章（嘉手納町教育委員会学校教育課長）

　大城茂一（嘉手納町立嘉手納中学校長）
　久保田暁（学校評価委員（文部科学省）・元県校長会副会長）

「琉球歴史の謎とロマン」
　　　　　亀　島　　　靖
（NPO沖縄芸術観光人材育成協会
理事長、浦添市教育委員会教育委員）
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年　　度 シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム 記　 念　 講　 演

平成21年度

島 尻 大 会

「子どもたちの夢と希望をはぐくみ、保護者や地域の信
頼に応える学校経営」

～学習指導要領移行期の教育課程編成の工夫と学力
向上対策～

コーディネーター　　上地幸市（那覇市立古蔵中学校）
提　言　者　　屋比久守（県教育長義務教育課主任指導主事）

　玉城きみ子（那覇市立松川小学校）
　神元　勲（北谷町立桑江中学校）

「出会いは宝」
　株式会社仲善 代表取締役
　　　　仲　本　勝　男

平成22年度

国 頭 大 会
な　　し

「私が出会ったやんばるの生き物たち」
　本部町立博物館嘱託職員
　本部町カルスト公園検討委員会委員長
　　　　友　利　哲　夫

平成23年度

中 頭 大 会
な　　し

「みんなに無限の可能性がある」
筑波大学名誉教授
国際科学振興財団バイオ研究所所長
全日本家庭教育研究会総裁
　　　　村　上　和　雄

平成24年度

那 覇 大 会

「適正な部活動の在り方」
コーディネーター　　上地幸市（沖縄大学教授）
提　言　者　　神谷良昌（県スポーツ少年団指導者協議会運営委員）

　大山　正（那覇地区PTA連合会会長）
　具志堅侃（県教育委員会保健体育課課長）
　石川正信（うるま市立具志川東中学校長）

「人材育成と学校におけるOJT」
福岡県教育センター所長
　　　　清　田　嘉　治

平成25年度

島 尻 大 会
な　　し

「琉球に上陸したジョン万次郎
―万次郎から学ぶパイオニア精神と

使命感―」
糸満市教育委員会学校教育課 参事兼課長
　　　　神　谷　良　昌

平成26年度

国 頭 大 会

小学校単独大会

 （全九中沖縄大会のため）

な　　し

「いん石研究者への夢を追って」
神戸大学名誉教授
　　　　中　村　　　昇

平成27年度

国 頭 大 会

中学校単独大会

 （九小協沖縄大会のため）

な　　し

「地域づくりのキーワードは夢・戦
略・信念・情熱」

沖縄県地域づくりネットワーク副会長
　　　　山　城　定　雄

平成28年度

中 頭 大 会
な　　し

「子どもの心が開くとき」
前岩国市教育委員会教育委員長
　　　　佐　古　利　南

平成29年度

那 覇 大 会
な　　し

「『特別の教科　道徳』の先行実施と
これからの学校教育」

東京学芸大学大学院教育学研究科教授
　　　　永　田　繁　雄

平成30年度

島 尻 大 会
な　　し

「学習指導要領移行期における
 校長の役割」
福岡教育大学教職大学院教授
　　　　脇　田　哲　郎 

令和元年度

国 頭 大 会
な　　し

「社会に開かれた教育課程」
「学校運営協議会・コミュニティ・スクールの実践」
広島県府中市立明郷学園学校運営協議会会長
　　　　立　石　克　昭
広島県府中市教育委員会学校教育課主幹
　　　　宮　田　幸　治
コーディネーター
名護市教育委員会 学校教育課 学校支援係長
　　　　渡　口　　　裕
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年　　度 シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム 記　 念　 講　 演

令和２年度

中 頭 大 会

（中止）誌上発表とする

な　　し

NPOエンカレッジ沖縄  理事長
　　　　坂　　　晴　紀

令和３年度

那 覇 大 会

小学校単独大会

（中止）誌上発表とする

な　　し

NPOエンカレッジ沖縄  理事長
　　　　坂　　　晴　紀

令和４年度

島 尻 大 会

（中止）誌上発表とする

な　　し

「国際的な視点から考える日本の教育」
文部科学省国際統括官付国際戦略 
企画官国立教育政策研究所フェロー、
東京学芸大学客員教授
　　　　白　井　　　俊
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第１分科会（経営ビジョン）

１　はじめに

　これまで本分科会では「学校経営ビジョンに基づく創

意ある学校経営の推進」の主題のもと、共同研究員個々

の学校の特色を生かした経営ビジョンを策定、実践を通

して得た成果や課題を考察・共有してきた。

　前年度の取組を踏まえ、下記の研究の視点に沿って各

学校の取組を進めながら、その成果と課題を考察・共有

し、研究を深めていくこととした。

２　研究の視点

⑴　明確なビジョンの策定

⑵　創意ある学校経営の推進

３　研究の実際

⑴　瀬底小学校（児童58名　職員15名）

　保護者・地域に開かれ共に歩む信頼され魅力あ

る学校づくり

　本校は本部半島西方の瀬底島に位置し風光明媚な場

所にある。四方を海に囲まれ美しいサンゴ礁の海を有

しているため、観光客や世界中のサンゴ礁の研究者が

毎年島を訪れている。

　本校児童は全体的に素直で礼儀正しく、学習や各種

活動に前向きに取り組む子が多い。各学年10名前後の

在籍であるため、少人数ならではの人間関係の固定化

等の課題はあるが、保護者や地域の学校への関心は高

く、小規模校や地域の優位性を最大限に生かす学校経

営に取り組んでいる。

①　明確なビジョンの策定

　学校や地域の特色を生かして「保護者や地域と共

に教育活動を推進する」という学校経営ビジョンの

最重要テーマを職員・保護者・地域に示し、「高め

合い」「協働」を実践のキーワードとし質の高い教

育を目指している。

　策定にあたっては、教職員等との協議を重ねてビ

ジョンを作り上げるのが理想と考えるが、本校では

校長が赴任１年目に捉えた児童・保護者・地域・教

職員の実態や、学校評価等から見えてくるそれぞれ

の想いなどを踏まえて、校長自身が経営ビジョンや

キーワードを策定し、学校便り等で広く示し、保護

者や地域と共に教育活動を推進している。

②　創意ある学校経営の推進

ア 　「地域の中の学校」という意識を全職員で共

有し、保護者や地域と共に教育活動を推進する。

イ 　地域の教育資源（人・物・事）を効果的に活

用するとともに情報を積極的に発信する。

ウ 　外部専門機関等との連携の下、瀬底島の希少

性・卓越性について学習する海洋プログラムを実

施し、ふるさとに誇りと愛着を持つ児童を育む。

エ 　本校の魅力ある効果的な取組を継続。（運動

会･学習発表会における地域の伝統芸能継承の

取組、親子で夢ファイル、スロージョギング、

縦割り活動等）

③　実践の一例

　保護者や地元のダイバーの協力の下、今年度で３

回目となるシュノーケリング体験学習を５･ ６年生

対象に実施した。今年度は「海洋教育パイオニアス

クール」認定２年目で、５･ ６年生は関係専門機関

との連携の下、総合的な学習の時間の中で約25時間

の海洋学習（サンゴ学習）を推進している。全幼

児児童による遠足（瀬底の磯歩き）とグラスカヌー

体験、３･４年生のウミガメ学習、５･６年生はシュ

ノーケリング体験をはじめ、専門家と共にサンゴ

観察会を複数回実施したり、サンゴの研究者との

Zoom学習等も行ってきた。

　６年生はこれまでのサンゴ学習の成果をホーム

ページ（限定閲覧）で発信するなど新たな取組もあ

り、環境教育、キャリア教育、ふるさと教育、ICT

教育にもつながっている。また、４年生は海の体験

学習を通してSDGsへの関心が深まり、海洋ゴミか

らプランターを製作して町役場や地域の施設へ寄贈

する取組も行った。

　このように、学校教育目標の実現のために、教科

横断的に教育内容を全学年で検討し、人的・物的資

源等を効果的に組み合わせ、カリキュラム・マネジ

メントを推進している。

第 １ 分 科 会

研究主題

　『先見性のあるビジョンに基づく創意ある学校経営

の推進』

～未来を見据えた明確な学校経営ビジョンの策定～

提 案 者 島　袋　ゆかり （瀬 底 小 学 校）

地区共同研究者 仲宗根　勝　也 （名 護 小 学 校）

〃 大 城 　 豊 （高 江 小 学 校）

〃 新 垣 郁 代 （大宜味小学校）
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④　校長の関わりと今後の方向性

　本校３年目であるが、保護者や地域に開かれた学

づくりの大切さを日々実感している。

　地域を知るために、区長や老人会長とのつながり

を大切にし、事ある毎に公民館等に足を運ぶように

してきたが、会話の中から地域が大事にしているこ

とを知ることができ、効果的な教育活動のヒントを

得ることができた。

　今年度は情報発信の方法を工夫し、学校ホーム

ページや保護者メールを積極的に活用して学校便り

を発信している。学校便りには学校経営上校長が大

事にしている想いが詰まっているため、時機を逸し

ないよう不定期に発信している。情報発信が新たな

協働体制を構築するきっかけにもなっている。

今後も、保護者や地域社会との連携・協働の重要性

を職員と共有し、本校だからこそできる教育活動を

積極的に取り入れながら、持続可能で魅力的な学校

経営に取り組んでいきたい。

⑵　名護小学校（児童数838　職員48名）

　わかりやすく全ての教育活動の指針となるビジョ

ンの明示と学校・家庭・地域の協働体制の構築

　～認め合い共に学び合う教育活動を通して～

　本校は名護市街地の中心部に位置し、創立140年目

を迎える伝統校で、地域の特色を生かしたコミュニ

ティースクールの取組を推進している。近年のコロナ

禍の影響で児童の安心・安全と学習の保障が課題と

なっており､不登校への対応とともに主体的で対話的

な深い学びに向けた授業改善が学校経営の大きな鍵と

なっている。

　そこで、学校生活や授業において、児童や教師の共

通した指針となる学校ビジョンを明確に示すとともに、

家庭・地域にもビジョンを共有し、互いの特色を活か

し、互いに認め合い、共に学び合う教育活動を通して、

本校の課題解決に迫ることを求めて実践を行っている。

①　明確なビジョンの策定と共有

ア 　年度当初に学年主任会を行い、学校目標の位

置づけとチームの在り方について協議を行い、

ベクトルを一つに方法は多様に実践できるよう

「チーム　シップス　名護小」をスローガンに

策定した

イ 　ビジョンのベクトルに「きくコンパス」を位

置づけ、教職員や児童が全ての教育活動で「聴

く」「訊く」「利く」「効く」を指針となるよう

定義づけた。

ウ 　学校運営協議会において学校ビジョンについ

て協議し承認を受けた後、ＰＴＡ運営委員会で

も説明を行った。

エ 　校長講話で２回にわたって全児童に説明し、

その内容を学校だよりで全保護者に発信し共有

した。

②　創意ある学校経営の推進

ア 　校内研で名護小スタンダードを見直し、「き

く授業」をベースに方法のスタンダードではな

く、方向性のスタンダードの構築する。

イ 　主体的で対話的な深い学びと「きく授業」を

連動させ、校内研で具体策を考え、授業の指針

とする。

ウ 　日常的な互見授業ができるよう、簡易な指導

案等の廃止、補充体制の整備、児童観察を主と

した日常的な互見授業体制を構築する。

エ 　学級経営と授業改善アドバイザーを学校独自

に招聘し、全学級の授業観察とリフレクション

を実施する。「きく授業」や「きく学級」つく

りに向けて全校体制で推進する。

オ 　家庭や地域への情報発信と情報共有を通して、

コミュニティ ･スクールでの「熟議」を中心と

した推進体制を構築する。

カ 　体育コーディネータを活用した､一校一運動

を推進する。

キ 　インチャイルド、結―ENを活用した特別支

援教育を推進する。

③　実践の概要

ア 　職員を縦割３分割にしたプロジェクトチーム

と学年団の横の組織体制をつくり、縦と横の連

携を活用したチーム　シップス　名護小を組織

する。

イ 　校内授業研究会の考え方や進め方を検討し、

タブレットを使った授業リフレクションなどを

模索中である。

ウ 　中学校区と連携し、自己肯定感を高める指導・

支援の工夫と実践の交流を図る。

エ 　特別支援教育の支援体制の構築とインチャイ

ルドを活用した校内研修実施し個に応じた支援
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第１分科会（経営ビジョン）

の充実を推進する。

オ 　無理なくできる１校１運動として授業前の体

幹トレーニングを計画中で体幹を鍛えることで

授業への集中力向上をねらっている。

カ 　学校運営協議会での熟議を推進し、持続的な

コミュニティ・スクールの在り方を検討している。

④　校長の関わりと今後の方向性

ア 　学校ビジョンについて校内研や学校運営協議会

で協議し、校長講話や通信等で児童や保護者・地

域にも共有を図るとともに協働体制で推進する。

イ 　経営の重点項目の具現化を図るため、学年・

学級目標や教職員評価システム、学校評価を「き

く」を視点に作成させ、カリキュラムマネジメ

ントを図る。

ウ 　重点実践の振り返りや学校課題に対応した講

話、週案での資料提示を行い、共有化を図る。

⑶　東村立高江小学校（児童数12名　職員11名）

　地域に根ざし小規模校のよさを活かした学校づくり

　本校は沖縄本島北部、東村の北端に位置する山原の

豊かな自然に囲まれた海抜161ｍの風光明媚な高台に

あり、創立114年の歴史と伝統のある１区１校の極小

規模校である（平成28年度に中学校が統合のため閉校）。

　本校児童は、明るく素直で何事にも前向きに取組む

ことができる児童が多い反面、人間関係の固定化等、

少人数故の課題がある。

　そこで、「地域に根ざし小規模校のよさを活かした

教育活動を推進し、互いに認め学び合い、一人一人の

良さや可能性を引き出し伸ばす学校づくり」を学校経

営の理念とし、課題解決に向け地域の自然・環境・人

材を活かした教育活動を推進している。

①　明確なビジョンの策定

　◇極小規模校の現状と児童の実態把握

　◇学校、地域の課題把握（保護者、地域の願い）

②　学校経営ビジョン推進の取組、課題への対応

ア　「豊かな関わり」を育む授業づくり

ア　授業での地域教育資源(人材)の積極的活用。

イ　タブレット端末を活用した授業づくり

ウ　合同学習や村内他小学校との集合学習

　・修学旅行　・水泳学習　・てぃーだ学校等

エ　豊かな感性を育む読書活動

　・一斉読書　・ビブリオバトル等

オ　集会活動における異学年交流の工夫

・ゆんたくタイム　・体育朝会等

イ　視野を広げるキャリア教育活動の取組

ア　地域人材や学校職員等によるキャリア講話

イ　ものづくりや栽培活動等の多様な体験活動

　・保護者の職業技術を活かしたモノづくり教室

　・学校教材園や水田における栽培収穫活動

ウ　博物館等の外部教育機関の積極的活用等

ウ　地域・学校課題への対応

ア　学校登り窯復活プロジェクトの継続推進

　・高江区への陶工家族移住による登り窯の復活

　・復活した登り窯を活用した陶芸体験活動

　・学校教育活動としての位置づけと取組

　・保護者や地域の方々との体験交流の計画実施

イ　学校情報の積極的発信

　・学校便りの高江区全世帯への配布

　・学校HP、新聞・TV等マスメディアの活用

③　校長の関りと今後の方向性

　本校赴任１年目、これまでの学校経営ビジョン

及び教育活動を受け継ぎ今年度をスタートした。

　学校評価アンケート結果や児童をはじめ保護者、

地域の実態把握と理解に努め職員及び保護者児童、

地域にあらゆる機会を通して学校経営ビジョンを

示しながら、地域と連携した学校行事・体験学習、

生活指導等を進めることによって、子どもへの教

育効果や保護者地域からの学校への信頼及び存在

意義も高めていけると実感している。

　今後も更に本校教育に信頼と期待を寄せる保護

者・地域住民、関係機関と連携し、本校だからこ

そできる教育活動、カリキュラム開発等にチャレ

ンジし、持続可能で魅力的な学校経営に取組んで

いきたい。

⑷　大宜味小学校（児童137名　職員43名）

　村唯一の小学校として、村民の願い・信託に応え､

魅力ある学校づくりの推進

　～地域・学校の特色を生かした取組について～

　本校は平成28年度に統合新設された村唯一の学校で

ある。今年度は統合から７年目となる。本校には「人

材を以て資源と為す」の村是を具現化し、将来の大宜

味村を担う子ども達の成長に期待する村民の願いが詰

まっている。学校経営のビジョンを『ごづくり（学び

づくり・仲間づくり・健康づくり・魅力ある学校づく

り・地域づくり』として掲げ、村民の願い、信託に応
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える学校づくりに努めている。

①　明確なビジョンの策定

　◇地域の特色を生かした取組の推進

　◇視野を広げるキャリア教育活動取組の推進

②　創意ある学校経営の推進

ア　保護者・地域・関係機関との連携

保護者・地域・関係機関と連携し目標や情報の

共有に努め、取組を推進していく。

イ　地域教育資源の活用

　地域教材（文化・歴史・自然）の教材や地域

人材の登用等、地域教育資源を活用した魅力あ

る学校づくりを積極的に推進していく。

ウ　情報の発信

　様々な情報手段を活用し、家庭地域へ学校情

報の積極的な公開に努める。

・ 学校便り（紙媒体）の村民全世帯（1400）へ

の配布と児童の作文を新聞投稿する。

③　実践の概要

ア　地域の特色を生かした取組の推進

・ 地域人材の授業は登用数を年間目標として設

定させ、教職員評価システムの目標値と連動

させた。

・ ３年～６年までの「総合的な学習の時間」の

テーを「大宜味村の村づくり４つのキーワー

ド」とし年毎にそれぞれ設定【３年＝シー

クヮーサー４年＝芭蕉布　５年＝長寿　６年

＝ブナガヤ自然・文化】内容の充実・深化を

図った。

イ　視野を広げるキャリア活動取組の推進

・ 琉球大学と連携し、大学での体験学習（講義・

博物館見学・学生食堂での食育の取組）を４

年生で実施。「太陽光発電、風力発電等の再

生可能エネルギー」について講義を受ける。

大学での体験学習の後、社会科の学習として

「新聞づくり」をして学習のまとめを行う。

④　校長の関わりと今後の方向性

　豊かな自然と文化に恵まれたこの地に生まれた

ことを誇りに思い、自信をもって自己表現できる

子に育てるためには、学校の力だけではなく地域・

関係機関等との理解と協力を得て、「地域に開か

れた学校づくり」を推進することが大切であると

改めて感じた。今後は教師も子供も更に地域に飛

び出し、地域の歴史やよさを実感し、地域に貢献

する視点を育てていきたい。

　ここ、大宜味村ならではの地域教育資源を生か

した教育活動をキャリア教育と合わせながら積極

的に推進し、学校・家庭・地域が一体となった特

色ある教育を今後も展開していく。

４　成果と課題

⑴　成果

○ 　校長の経営ビジョンを職員・児童・保護者・地

域に明確に示し、共有することで、学校経営参画

への意識付けができ、充実した取組につなげるこ

とができた。

○ 　研究員４名がそれぞれの学校や地域のよさを生

かし、改善することで創意ある取り組みの充実が

図られた。

⑵　課題

● 　地域教育資源の積極的活用と「社会に開かれた

教育課程」の推進。

● 　策定した学校経営ビジョンについてカリキュラ

ムマネジメントを推進し、持続可能で魅力ある学

校経営を目指していく。

５　おわりに

　本分科会では、研究テーマの「先見性のある」「未来

を見据えた」ビジョンとは、どのようなビジョンだろう

かと問いを持ち、４校で共同して研究に取り組んだ。そ

して、足元もとである地域や学校の実態等を踏まえると

ともに、新学習指導要領の主旨に基づくビジョンをより

開かれた形で策定することが本研究主題に迫ることにな

ると実感した。先見性のある学校経営ビジョンとは、不

易の「生きる力」の育成を基盤に、現代的な教育課題や

学校・地域の課題を明確に捉え、解決に迫る方向性を教

育に関わる全ての人に深く理解させ、共有することが肝

要で、マネジメントサイクルを活かしながら再編する必

要があると考える。
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１　はじめに

　社会変化の激しい現代社会では、与えられた役割を果

たすだけでなく、自ら未来を切り拓いていく力こそが大

切な力となってくる。

　その力を育成する上で、学校教育がどのような役割を

果たしていけるのか、校長はそれに対して明確なビジョ

ンを持って取り組む必要がある。

　GIGAスクール構想をはじめとする変わりゆく教育現

場において、校長が明確な学校経営のビジョンを示し、

教職員がそのねらいや実現に向けた具体策を理解して、

校長の学校経営のビジョンを実現するための教育課程の

実施や評価・改善ができる組織づくりと運営をしていく

必要がある。

　ここでは、学校教育の改善を図るための児童、保護者

による学校評価、教職員による評価、学校評議員による

評価をうけた５校の学校改善の取り組みについて取りあ

げ、その成果と課題を明らかにする。

２　主題設定の理由

　校長は「新しく知を拓く」教育を実現するために掲げ

た学校経営ビジョンの実現に向け、活力ある組織・運営

体制を築いて行く必要がある。その為には、学校組織を

刷新し活気有る組織づくりを行うとともに、絶えずその

評価・改善に取り組み、学校教育の更なる充実に努めて

いく必要がある。そのためには、評価をマネジメント・

サイクルの重要な観点として位置づけ改善に向けた実効

性のあるものとしていかなければならない。さらには教

職員評価システムも踏まえつつ、自校の教職員に対する

適切な指導や助言が、個々の意識改革や資質・能力の向

上、学校組織全体の成長・発展につながるようにしてい

かなければならない。

　本分科会では、校長が示す学校経営ビジョンの具現化

を図るため、組織づくりと運営及び学校経営の充実を図

る評価・改善の具体的方策を明らかにする。

３　研究の視点

　学校経営ビジョンの具現化を図る組織づくり運営並び

に学校教育充実を図る評価・改善

第 ２ 分 科 会

研究主題

　学校経営ビジョンの具現化を図る組織づくりと運

営並びに学校教育充実を図る評価・改善の工夫

提 案 者 前 田 真 利 （浦 添 小 学 校）

地区共同研究者 奥　間　千賀子 （当 山 小 学 校）

〃 飛 田 恭 宏 （港 川 小 学 校）

〃 宮 里 　 晋 （牧 港 小 学 校）

〃 中 山 盛 弥 （浦 城 小 学 校）

⑴　学校経営ビジョンの基軸

　①　教育施策の推進

　②　学校改善の推進

⑵　学校経営ビジョンの策定指標

①　学校評価

　ア　自己評価（児童・保護者・教職員）

　イ　学校関係者評価（学校評議員）

　ウ　その他各種調査等

②　教職員評価システム

　教職員一人一人の職務上の目標と学校経営目標と

の繋がりを明確にし、達成すべき目標を学校全体で

共有し、学校組織の活性化を図る。

⑶　学校経営（組織・運営）の実際

⑷　学校評価・改善マネジメントサイクルの確立

時期 評価指標 学校経営計画

R 12月～ 学校評価②

P １月～ 到達度調査 最終面談

D

C

４月～

９・10月

諸調査

学校評価①評価分析

学校経営方針周知

当初面談

A 10月～

学校経営ビジョンの

見直し

中間面談

次年度計画①

学校経営ビジョン作

成開始

R

P

12月～

１月～

学校評価②

到達度調査
最終面談

４　研究の実際（※校長の関わりを具体的に示す）

＜浦添小学校＞　児童数614学級数27（特支９）

⑴　学校評価等の指標より考察

　①　地域・人材を活用した教育活動の充実

　②　教育活動の取組実践に学年・学級差の改善

　③　「魅力ある学校づくり」の成果を継続・発展

　④　校内研修の成果を深化・発展

⑵　学校経営ビジョンの策定

　①　教育施策の推進

　　ア　GIGAスクール構想の推進

　　イ　教科等横断的カリキュラムSDGsの推進

　　　・小中連携教育の共通実践を推進

　　ウ　「コミュニティースクール」の推進
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　②　学校改善の推進

　　ア　「魅力ある学校づくり」の実践

　　　・140周年を契機とした取組

　　イ　健康・安全・人権教育の充実

　　　・体力向上に向けた取組の推進

　　　・人権の日の取組の推進

　　ウ　授業力向上を図る組織的な取組

　　　・ 日常的な授業改善を目指し、学力向上推進と

校内研究の充実を図る。

　　エ　校内OJTの推進

⑶　教職員評価システム（人事評価制度）の活用

　①　学級・学年経営との連動

　②　浦添中学校区共通実践との連動

　③　校務改善・服務規律遵守

⑷　組織・運営の工夫

　①　校内の人材活用

　　ア　校内授業改善リーダー配置

　　イ　体育専科を配置

　　ウ　教科担任制を導入

　　エ　校務分掌の配置（適材適所）

　②　学校教育目標と連動した取組重点の精選

　　ア　組織運営部の取組の明確化

　　イ　組織連携

⑸　学校経営（組織・運営）の実際

　令和元から２年間、沖縄県教育課程研究校に指定

され、新学習指導要領全面実施により教科となった

小学校外国語活動と外国語活動における「主体的、対

話的で深い学び」のある授業づくりと学習評価につ

いて研究を継続している。GIGAスクール構想の推

進とコロナ禍の中でオンライン授業、オンライン会

議を進めてきたこともあり、オンラインでの研究発

表会を開催することができた。沖縄県内離島各地か

らの多くの参加の中、公開授業を実施し、教科等横断

的な視点を入れた授業づくりや教科となった小学校

外国語の評価の仕方について発信することができた。

⑹　校長の関わり

①　学校経営ビジョンの共有

②　情報発信と周知

　ア　「校長だより」で職員への周知（毎週）

　イ 　「学校だより」「校長講話」等で児童・保護者・

地域との情報共有や発信

③ 　学校経営目標の具現化に向けたRPDCAサイク

ルを見通した指導助言

＜牧港小学校＞　児童数480名　学級数22（特支６）

⑴　学校評価等の指標より考察

　①　学習規律の定着

　②　わかる授業の構築

　③　学習意欲の向上

　④　自己肯定感の向上

⑵　学校経営ビジョンの策定

　①　教育施策の推進

　　ア　授業改善を中心に据えた学校経営の推進

　　イ　報・連・相を踏まえた迅速な初期対応

　　ウ　小中連携教育の共通実践を推進

　②　学校改善の推進

　　ア　学校教育活動の積極的な発信

　　イ　授業改善による学習意欲の向上

　　ウ　わかる授業の構築による基礎基本の定着

⑶　教職員評価システム（人事評価制度）の活用

　①　業務との関連性を整理

　　ア　学力向上推進・校内研究の取組

　　イ　学級経営の取組

　②　港川中学校区共通実践との連動

　　ア　学習規律の徹底

　　イ　授業実践の共有

　　ウ　授業改善の視点の共有

　③　業務への意欲の向上と維持

　　ア　申告書作成による目標の明確化

　　イ　面談を通して職務に対する意欲向上と継続

⑷　組織・運営の工夫

　①　職場環境の改善

　　ア　適時学年主任会を通した情報共有

　　イ　年休取得や休憩時間の重視

　　ウ　定期的な資料配布による職員の感化

　②　運営組織の構築

　　ア　課題解決に向けた組織づくり（教育相談)

　　イ　小中連携における校内の組織づくり
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⑸　校長の関り

　①　学校経営ビジョンの整理と共有

　②　情報発信と周知

　　ア 　学校だより，学校HPによる児童・保護者・

地域への情報共有

　　イ　週案コメントによる経営方針等の周知

＜当山小学校＞　児童数992名　学級数30（特支12）

⑴　学校評価等の指標より考察

　①　自己肯定感・学び育ちの実感の向上

　②　学びに向かう集団づくりの充実

　③　質的授業改善の推進

　④　学習を支える力（学習規律）の定着

⑵　学校経営ビジョンの策定

①　教育施策の推進

　体育COを活用した、心身ともに健康で心豊か

な児童を育む体育・スポーツ活動の推進

ア 　組織的・計画的カリキュラムマネジメント全

学年全単元の「単元指導計画」を作成し「体育

学習の進め方」の共通理解を図る。

イ　主体的に運動に親しむ児童の育成

　学習中盤の「きらりタイム」の実施（写真

３）や、後半の「振り返り」（写真４）を通して、

技のポイントを共有する場面や、学びを深める

機会を確保する。

②　学校改善の推進

ア　「魅力ある学校づくり」の実践

　iPadを活用し模範となる動画や自分達の試

技を撮影して、動画を見ながら技のポイントを

視覚的に捉えさせ（写真５）、学び合いの充実

に繋げていた。また、遊びの場（写真６）を整

備し、体力の向上に努めている。

イ　授業力向上を図る組織的な取組

　・校内研修の推進を図る。

　・他校の実践事例等の情報提供及び伝達講習

⑶　組織・運営の工夫

　①　校内ＯＪＴの充実

⑷　校長の関わり

①　学校経営ビジョンの共有

　一校一運動として「朝のスポーツ活動の日」を

位置付け、仲間と共に主体的に運動に親しむ児童

の育成を目指している。

②　情報発信と周知

　ア　「学校経営だより」で職員への周知（毎週）

　イ　「学校だより」等で保護者への情報共有

＜港川小学校＞　児童数980名　学級数29（特支11）

⑴　学校評価等の指標より考察

　①　思いやりの心の育成

　②　自己肯定感の育成

　③　学習意欲の向上

　④　特別な支援を必要とする児童への対応

⑵　学校経営ビジョンの策定

　①　教育施策の推進

　　ア　学びの質を高める授業改善の推進

　　イ　服務規律の徹底と業務改善の推進

　　ウ　地域との連携強化の推進

　②　学校改善の推進

　　ア　学校教育活動の積極的な発信

　　イ　授業改善による学習意欲の向上

　　ウ　わかる授業の構築による基礎基本の定着

⑶　教職員評価システム（人事評価制度）の活用

　①　学校重点目標と自己申告書の連動

　　ア　学習指導に関すること

　　イ　学級経営・校務分掌に関わること

　　ウ　研究・研修に関わること

　②　港川中学校区共通実践との連動

　　ア　学習規律の徹底

　　イ　授業実践の共有

　　ウ　授業改善の視点の共有

　③　校務改善・服務規律遵守

⑷　組織・運営の工夫

　①　校内の人材活用

　　ア　校内OJTの推進
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　　イ　高学年での一部教科担任制の導入

　②　運営組織の構築

　　ア　学年主任会を核とした学校運営

　　イ　小中連携における校内の組織づくり

⑸　校長の関り

　①　学校経営ビジョンの整理と共有

　②　情報発信と周知

　　ア　「校長連絡」での周知（毎週）

　　イ 　「学校だより」を活用して児童・保護者・地域 

への情報共有

＜浦城小学校＞　児童数890名　学級数38（特支10）

⑴　学校評価等の指標より考察

　①　自己肯定感と学び育ちの向上

　②　学校組織、協働体制の構築

　③　授業改善を重ねた校内研修の充実

⑵　学校経営ビジョンの策定

①　教育施策の推進

　ア 　主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善

　イ　法令遵守、服務規律の徹底

　ウ　仲西中校区小中連携教育の推進

②　学校改善の推進

　ア 　OJTの組織的推進による教員の指導力・授

業力の向上

　イ　適切なICT機器活用の充実した取組

　ウ　健康・安全教育の徹底（交通安全、感染症対策）

⑶　教職員評価システム（人事評価制度）の活用

　①　学校教育目標の具現化と学年経営との連動

　　ア　授業改善と資質能力向上

　　イ　学年経営、学級経営、校務分掌の充実

　②　仲西中学校区共通実践の推進

　　ア　小中連携教育６部会の充実

　　イ　揃えた教育、繋ぐ教育の実践

　③　業務への意欲向上と服務規律遵守

　　ア　当初面談を通した信頼関係構築

　　イ　申告書による目標の明確化

　　ウ　チェックリスト、コンプライアントシート

⑷　組織・運営の工夫

　①　校内の人材活用

　　ア 　エバンジェリスト４名によるICT機器活用と

デジタル教材活用の共有

　　イ　校内研修授業研究会の充実

　　ウ　経年研修の充実

②　運営組織の構築

　ア　学校運営委員会を通して創意工夫ある行事

　　精選や安全指導、生活指導等の協議

　イ 　推進４部会の開催（学力向上、授業力向上、

道徳教育、外国語教育）

　ウ　仲西中校区６部会の情報共有

⑸　校長の関わり

　①　学校経営ビジョンの共有「チーム浦城」

　②　情報発信と周知

　　ア 　「校長便り」「学校便り」を通して保護者、児

童、職員へ啓発と協力依頼の周知

　　イ　週案コメントによる学校運営方針等の周知

　　ウ　児童・職員へ、心に響く校長講話　

　　エ　終礼、会議、集会における資料配付

５　成果と課題

⑴　成果

① 　学校評価・学級経営案・教職員評価の共通項目

を作り、視点を連動させることで指導の徹底、共

通実践が図られ学校経営方針を浸透させ、学校組

織として共通実践できるようになった。

② 　学校経営方針の共有と具体的行動目標をあらゆ

る場面で情報共有、発信すること、共通実践する

ことで、課題改善が進み成果が現れている。

③ 　年間のマネジメントサイクルに乗っ取って学校

評価評価、職員面談をすることで教育計画の見直

し、修正ができた。

⑵　課題

① 　共生社会を実現するための学校教育の充実を目

指すためには、地域・社会を視野に入れた学校経

営が重要であり、学校運営協議会、コミュニティー

スクール等による学校経営を進める必要がある。

② 　学校の重点事項を明確にしたカリキュラムマネ

ジメントづくりに取り組みたい。

③ 　校務改善を組織的に取り組み、児童に向き合う

時間の確保につとめる。

６　おわりに

　今日のウイルス感染症拡大危機状況においても今後校

長を中心に児童、教職員の安全確保や学びの保障に向け

た組織づくり、評価改善が重要となってくる。
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写真８　研究授業（ICT機器活用） 写真９　授業観察（リモート）
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１　はじめに

　加速する情報化社会や長期化する新型コロナウィルス

の影響は、人と人が「つながる」機会を激減させ、「社

会のつながり」の希薄化に拍車をかけている。

　子どもたちは、社会のつながりの中で学ぶことで、自

分の力で人生や社会をよりよくできるという実感をもつ

ことができる。

　そのため、学校現場には、社会と連携・協働した柔軟

なカリキュラム・マネジメントによる教育活動の充実が

ますます求められている。

　本研究会では、校長として、どのようにリーダーシッ

プを発揮し、「社会に開かれた教育課程」を実現し、どの

ようにして新しい時代に求められる資質・能力を子ども

たちに育むかについて、各校の実践を通して探求したい。

２　主題設定の理由

⑴�　自他としっかり向き合いながら、社会の変化に柔

軟に対応し、自信を持って自らの夢と希望の実現に

向け、たくましく生き抜く力を育成する。

⑵�　多様な人々と協働しながら、様々な社会的変化に

対応し乗り越えることができる柔軟な思考力や判断

力、表現力を身に付けさせる。

⑶�　新しい見方や考え方で、新たな価値の創造や、多

様な意見を集約して「納得解」を導き出す事ができ

る資質・能力を育成する。

⑷�　GIGAスクール構想による児童一人一台端末の配

付で、全ての教育活動において、児童一人一人の「個

別・最適な学び」を推進する。

３　研究の視点

⑴�　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、学校教育

を通じてよりよい社会を創るという目標を社会と共

有していく。

⑵�　未来社会を創り出していく子どもたちが、社会や

世界に向き合い、自らの人生を切り拓くために求め

られる資質・能力を明確化し、育成する。

⑶�　地域の人的・物的資源の活用や、放課後等を活用

した社会教育との連携を図るなど、学校教育を社会

と連携・協働しながら充実させる。

第 ３ 分 科 会

研究主題

　知性・創造性を育むカリキュラム・マネジメント

　～ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取

り組みを通して～

提 案 者 渡久地　裕　子 （諸 見 小 学 校）

地区共同研究者 松 田 　 忠 （島 袋 小 学 校）

〃 森 山 涼 子 （山 内 小 学 校）

〃 永 川 幸 徳 （コ ザ 小 学 校）

〃 上 門 健 作 （中の町小学校）

４　研究の実際

〔沖縄市立中の町小学校〕児童数412人20学級

⑴　「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組

　本校は、市の南西部に位置し、上地と諸見里の校

区から成っている。学校の西側には広大な米軍施設

があるため、外国人も多く、国際交流などにおいて

よい立地条件である。そこで、「社会に開かれた教

育課程」の実現に向け全職員でベクトルを揃え、以

下の実践に取り組んでいる。

①　支持的風土のある学年・学級経営

ア　I・Weメッセージ、ボイスシャワーの取組

イ　学級活動の充実

　　（校内OJTにて特別活動の研修を深めた）

ウ　Q-Uアンケートを活用した児童理解

エ 　校長講話にて児童の日常の学びをスライドで

紹介

②　身に付けさせたい資質能力の育成に向けた取組

ア　「GIGAスクール構想」に向けた取り組み

　・月１回職員のICT研修の時間を設定する。

　　操作方法、事例紹介、模擬授業の実施

　・ 日々の授業観察から、モデルとなる活用方に

ついて、校長だより等で共有化する。

イ　「主体的･対話的で深い学び」への授業改善

　・ 身に付けさせたい力を明確にし、意図的に児

童のOutput場面を設定する。

　・ 校長講話にて、児童向けに目指す授業像の具

体的な学習活動を、写真を活用し講話を行う。

　・一人１授業を設定し、全校体制で学び合う。

ウ　豊かな心の育成に向けた取組

　・ 道徳科の授業改善と評価の工夫行う。また、

道徳科コーナー等を設置し、児童相互の学び

の共有化を図る。
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全校体制によるI・We
メッセージ、ボイス
シャワーの取り組み

写真１
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⑵　「カリキュラム・マネジメント」の充実

①　中の町小学校区教育振興会の取み

　中の町小学校区教育振興会は、青少年が地域行

事へ参加することを通して、「地域愛」を育むこ

とや青少年の健全育成を目指した取組である。教

育課程外の活動であるが、青少年の健全育成とと

もに児童に身に付けさせたい資質・能力の育成に

もつながる活動となっている。

ア　生涯学習奨励会の開催

　善行者表彰や学校長による講演会、地域懇談

会を行う。

イ　地域の和づくりと健康づくりに関する行事

　中の町小学校区盆踊りの夕べの開催等本会の

役員は、学校運営協議会の委員にも属しており

学校教育活動と密接に関連している。コロナ渦

により、ここ数年は中止となっているが、でき

る限りの感染症予防対策を行った上での開催を

検討する。

〔沖縄市立コザ小学校〕児童数210名12学級

⑴　「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組

　今年度も前年度に引き続き、新型コロナウィルス

感染拡大に伴い、教育活動の一部制限はあるものの

日曜授業参観、読み聞かせ（写真１）、クラブ活動

における方言指導、朝の丸付けボランティア、校外

学習時の保安要員等の取組を計画通り開始すること

ができた。

　また、本校では自治会ごとに割り振った「ふれあ

い農園」の運営を行っている。具体的には、学校の

近くにあるレストランで出た生ゴミを校内に設置し

たコンポストに入れて、できた肥料を「ふれあい農

園」で利用し、さらに収穫した野菜を上記レストラ

ンで食材として提供するといった取組を行っている。

畑の手入れや収穫等について児童と地域の方々で協

力して取り組んでいるが、今後はSDGsの一環とし

て児童が総合学習で取り上げて学習することで活動

の理解を深めたり、活動を拡大させたりしたいと考

えている。

⑵　「カリキュラム・マネジメント」の充実

　カリキュラム・マネジメントの３つの側面のひと

つである教科断的な取組において、今年度は夏期校

内研修で「本校が育成を目指す資質・能力」につい

てグループワークを実施し次年度のグランドデザイ

ンに位置づける。今後は、各教科の配列表をもとに

「本校が育成を目指す資質・能力」と各教科等の関

連付けをしていく予定である。

〔沖縄市立諸見小学校〕児童数393名20学級

⑴　「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組

①　キャリア教育の推進：キャリアパスポート活用

　家庭との連携で、時間を意識させた「自主学習」

を推進する。時間管理を意識した１日の振り返り

（日記）や音読、手伝い、好きなことを推奨する。

②　わかる授業づくり：「脱教師主導型の授業」

　ICTの利活用で、児童の主体的な学習や学び合

い、プレゼンテーション力を育成する。

③　学校の課題解決に向けた取組

ア 　沖縄市コミュニティ・スクール、PTA、六

者会等の充実

イ 　クロムブックを活用した、コロナ時代におけ

る安心で安全な集会活動や各行事の実施

ウ 　リモート授業やハイブリッド授業等の実施で

学級閉鎖時や病休者、不登校児童等に対する学

習の保障を推進する。

エ 　ホームページやメール等で学校の様子を積極

的に発信（各種便りもホームページで発信）

オ　専門高校との連携による「職業観」の育成

　地域の専門高校との異校種間交流を通して、

全ての児童に、社会とつながる意欲を育む。

※ 令和４年度は美里工業高校・美来工科高校の

生徒によるプログラミング教室等を予定
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月１回の職員のICT研
修を取り入れ、一人一
台端末の効果的活用
を図る。

写真１　読み聞かせ

写真１　美里工業高校の生徒によるプログラミング指導

写真２
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⑵　「カリキュラム・マネジメントの充実」

①　教科担任制の充実

　本校では、特別免許状を申請し、免許を授与さ

れたALTが、令和４年度より外国語活動および

外国語科の授業を単独で実施している。それによ

り、児童の外国語教育の充実や小学３年生以上の

学級担任に「空き時間」を確保した。

②　専科教師による児童のICT活用力の向上

　音楽の「デジタル教科書」活用校として、ICT

活用力の高い音楽専科教師が、ICT推進員と共に

小学１年生以上の学年で活用を推進している。そ

れにより、ICT活用の学級差や学年差、学級担任

の負担感が改善され、各学級および各教科におけ

る、ICTの効果的な活用につながっている。

③　「子どもの居場所づくり事業」による連携

　令和２年度より、余裕教室を活用した「沖縄市

こどもの居場所事業」を実施している。それによ

り、放課後の居場所のない困り感のある児童の支

援や、こどもの福祉増進に寄与している。

④　単独調理場閉鎖を機に地域や社会と「つながる」

　令和４年７月20日に、60年近くおいしい給食を

提供し続けてきた「諸見調理場」が閉鎖した。最

終日には、全児童が花道を作って調理場職員を

見送り、校内の関係者のみならずPTAや卒業生、

地域の方々が見守り、感動的な時間を共有。（各

テレビ局・各紙が取材）

※ PTAを主体に「諸見調理場レシピ本」を作成

し関係者に配付する。

　校長として、この共通体験が、今後、世代や地

域を超えて、「人」と「人」がつながる「絆」と

なる事を願っている。

〔沖縄市立山内小学校〕児童数706名、31学級

⑴　「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組

　本校は、主として沖縄市型コミュニティ・スクー

ルの推進とPTAとの連携、協働で実践している。

　昨今の社会状況や子どもたちを取り巻く環境が、

複雑多様化していることと、国際性のある地域性が

伴う本校は、学校・地域・家庭が連携してコミュニ

ティ・スクールに取り組む必要性や重要性が高まっ

てきており、それを大いに活用したいと考えている。

　現在は、PTA、自治会、婦人会、老人会、シルバー

人材センターと連携して、また会員が重複している

こともあり、ボランティア登録が85名である。コー

デイネーター１名で、この活動を推進している。

【主な活動】

　①　毎朝の登下校の見守り

　②　草刈り等の環境整備

　③　学習支援で水泳指導補助、個別学習指導補助

　④　行事の際の補助

⑵　「カリキュラム・マネジメント」の充実

① 　学校評価アンケートの結果と学校経営方針につ

いて説明を行う。

② 　生活科と総合的な学習にて、地域人材、資源の

活用をする。

③ 　平和学習、サイバー犯罪防止教室等の講師に地

域の人材を活用している。

④ 　今後、更に日本語指導の必要な児童のサポート

や特別支援学級のサポートに、保護者や地域の人

材を活用していきたい。
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写真２　諸見調理場職員を花道で見送る児童

写真１　草刈りボランティア

写真２　地域人材による薬物乱用防止教室

写真３ 　地域人材による
平和学習講話

写真４ 　地域人材による水泳
指導補助
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〔沖縄市立島袋小学校〕児童数134名、９学級

⑴　「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組

　学校運営協議会による承認

　これまで学校運営協議会での承認を得ながら５月

の授業参観、読み聞かせ、クラブ活動、外部機関と

連携した講話や校外学習等の取り組みを計画通り実

施することができた。また、本校は、１校１自治会

という地域の特性を生かした地域密着型のボラン

ティア体制が構築されており、地域の方々に朝の交

通立哨や校内の緑化整備などに積極的に参加して頂

いている。放課後活動も民間協力団体エディブルと

協賛して、校内の教材園で野菜を育てて収穫、調理

までの過程を体験する事がこれまでに行われてきた。

　更に、久保田青年会には運動会に向けてエイサー

の指導に携わって頂き、将来の地域を担う人材の育

成に関わってもらっている。

⑵　「カリキュラム・マネジメント」の充実

　本校の課題である学力の基礎・基本の定着を目指

して共通課題である漢字や問題の読み取りを中心に

朝夕の島っ子タイム（補習・個別指導）にて全職員

体制で指導に当たっている。

　また、日常の授業改善に取り組みながら山内中学

校区の３校（山内中・山内小・島袋小）共通の課題

として特別活動、主に「話し合い活動の充実」に

フォーカスし、指導主事を講師に招いての校内研修

を実施して、多数決による集団決定から話し合いに

よる合意形成に向けての指導を進めていく。

５　成果と課題

⑴　成果

① 　沖縄市型コミュニティ・スクールを充実させる

事が、「社会に開かれた教育課程」の実現につな

がる。

② 　総合的な学習において、身近な環境に関する活

動（コンポストの取組等）に注目させることで、

児童にSDGsの意識が高まる。

③ 　目指す「資質・能力」の明確な設定で、各教科

および特別活動全体を通して、各校が目指す児童

の資質・能力の育成につながる。

④ 　各校の取組を共有する事で、多くの効果的な実

践を学ぶことができ、今後の学校経営の参考に

なった。

⑵　課題

① 　各教育活動で育んだ児童の資質・能力を教科横断

的な活動につなげる取組を充実させる必要がある。

② 　各校の特色ある取組や日常的な取組を、児童が

中心となって地域に発信する、「情報発信力」を

育成する必要がある。

③ 　各中学校区における共通の課題について明確に

し、その改善に向けて、進捗状況を定期的に確認

する、小中連携教育のさらなる充実に努める。

６　おわりに

　長期化するコロナ禍の影響により、各校では今年度も

教育活動の制限や再検討を余儀なくされている。

　そのため、「社会に開かれた教育課程」の実現が、十

分に実施できているとは言えない。

　しかし、ICT環境の整備や、各校における教育課程の

情報共有、コミュニティ・スクールや地域との連携・協

働が励みとなり、困難な時代の学校経営に、光明を見る

思いである。

　校長として、今後はさらに、社会全体を俯瞰し、社会

と連携・協働した柔軟なカリキュラム・マネジメントを

推進し、新しい時代に求められる、社会の変化に柔軟に

対応できる児童を、全力で育成したい。
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写真１ 　運動会でエイサー
を披露

写真３ 　朝夕の島っ子タイム
（補習・個別指導）

写真２ 　校内の教材園を活用
した食育

写真４ 　朝夕の島っ子タイ
ム（補習・個別指導）



第４分科会（豊かな人間性、健やかな体）

１　はじめに

　本校のある豊見城市は、那覇市のベッドタウンとして

高度成長期時代に人口が急増した地域であり、本校が立

地する豊見城団地には当時県内外からの転入が多数あり、

8,000名を超える居住者数を記録したほどであった。児

童数も1,200～1,500名を推移する時代があった。20年前

に村から市に昇格した後も西側の埋め立て地区に大型ア

ウトレットモールを誘致する等、以前の農村地域から都

市化が進行しつつある。市内は小学校８校、中学校３校

が設置されているが、２年後に４校目の豊崎中学校が開

校する予定である。

　本校は豊見城団地がある住宅地に隣接しており、児童

数687人（通常22学級、特別支援９学級））市内では中規

模校である。

２　主題設定の理由

⑴　令和３年度体力･運動能力調査の結果から

　昨年度行った体力･運動能力調査の結果から全８項

目の中で長座体前屈、50ｍ走、立ち幅跳び等で令和２

年度に引き続き好水準を維持しているが、握力、反復

横とびでは全国平均値、県平均値を大きく下回ってい

第 ４ 分 科 会

研究主題

　豊かな人間性と健やかな体を育むカリキュラム・

マネジメント

提 案 者 佐久本　広　志 （豊見城小学校）

地区共同研究者 竹 下 晴 康 （翔 南 小 学 校）

〃 宮 里 秀 樹 （与那原小学校）

〃 川 満 恵 昌 （光 洋 小 学 校）

て、学年によってばらつきもあるが、特に握力に関し

ては男女とも全学年で国、県平均を下回る結果となっ

ている。

　スポーツクラブ参加率は３年生と５年生を調査した

ところ６割から７割で、野球、サッカー、バスケット

ボール、バレーボール、バドミントン、陸上、水泳、

新体操等多岐に渡っており、複数のチームに所属して

いる児童もいる。近隣地域も熱心な指導者が多く、校

長室、廊下には数々の大会優勝旗やトロフィーなどが

並んでいる。数年前には本校出身の選手がプロ野球の

ドラフト会議で指名される等の影響を受け、ますます

指導熱は盛んになっている。

　ただ、スポーツクラブに所属する児童は全体的には

高い運動能力があるが、項目によって数値が極端に低

い点や、バランスがとれていない傾向が見られる。また、

クラブに所属しない約３割から４割の児童は全体的に

数値が低い傾向が見られる等、二極化傾向も見られる。

⑵　児童アンケートの結果から

　同じく、３年生と５年生への調査で「運動は好きで

すか」というアンケートに９割の児童が「好き」と答

えた。また、休日の過ごし方の中で、日中スポーツク

ラブ等で積極的に運動している児童と、時間を持て余

して長時間テレビを視聴したり、テレビゲームやスマ

ホなどで休日を過ごしている児童の実態が見られる。

　スポーツクラブ加入率は高く、運動は好きと答えて

いる児童が多いにも拘わらず、運動能力調査の結果に

大きな偏りがあり、運動の二極化傾向も顕著である。

　このような児童の実態から学校生活の中で日頃から

運動に親しみ、楽しみながらバランスよく体力を高め

ることをねらいとして本テーマを設定した。
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資料①　令和３年度体力テスト（男子握力）

３年生加入率

スポーツクラブ加入率調査（令和４年）

５年生加入率

資料②　令和３年度体力テスト（女子握力）
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第４分科会（豊かな人間性、健やかな体）

３　研究の視点

⑴　校長の方針の明確化

⑵　学校生活の中で体力作りができる環境設定

⑶　体育科の授業改善と指導力向上

　①　授業の規律･進め方の確認

　②　運動習慣の二極化への対応

　③　ICTの活用

　これらを意識した授業改善を指示し、実践に向けて

個別にアドバイスした。

４　研究の実際

⑴　校長の方針の明確化

　本校教育目標に「たくましい子」を掲げている。そ

の指標として「何事も最後まであきらめずに最後まで

やり遂げる子」「進んで身体を鍛える子」を示している。

今回課題に挙がった項目に対し児童に課題意識を持た

せ、日常的に苦手な運動に挑戦し克服すると共に生涯

スポーツの観点から健康的にバランスよく体力の向上

を図ることを意識して体育の授業改善に臨むよう職員

に下記の２点を示した。

①　本校児童の運動課題を意識して授業に臨む。

②　児童に体育科の問題解決能力を身につけさせる。

　①については、児童が体力･運動能力調査の結果か

ら本校児童の課題について意識するよう準備運動など

で縄跳びをいれたり、サイドステップ練習を児童と工

夫しながら取り入れるなど、児童の主体性を活かしな

がら課題に対応できるよう年間を通して運動課題に対

応できるように意識付けを促した。

　また、②については学習指導要領でも示されている

ように主体的・対話的な学習を展開し、それぞれがバ

ランスよく体力向上を図れるよう児童の問題解決能力

を高めるためにグループやペアでよくコミュニケー

ションをとりながら授業を進めるよう促した。

⑵　学校生活の中で体力作りができる環境設定

　児童が授業時間以外に自ら進んで楽しく体力向上を

図ることができるように環境を設定し、教職員は児童

が積極的に運動に関われるよう激励したり、運動の時

間を確保してあげるよう提案した。

　本校では２校時の休み時間（15分間）、お昼の休憩

時間（20分間）は積極的に外に出て身体を動かして遊

ぶよう指導している。屋外で活動することでマスクを

着用しない状態になるため、活動場所を分割し、密に

ならないように体育主任に割り当て時間を作成しても

らった。各活動場所では、縄跳びや平均台、竹馬、一

輪車、ロングスロー広場、運動場など遊び方が限定さ

れるところもあるが、児童が主体的に遊び方を考える

こともあり、短時間だが、日頃運動機会のない児童に

とって二極化改善のいい時間になっている。

　ケンパー広場には３種類のパターンがペイントされ

ている。子供たちのレベルに合わせて簡単な物から左

右の足を入れ替える難しいものまで３種類準備されて

いる。瞬間的に踏み分ける巧緻性を鍛え、瞬発力、バ

ランス感覚も養うことがねらえる。隣のこども園の園

児も登園しながら親子でステップを楽しむ微笑ましい

姿が見られる。雨天で運動場が利用できない時に「身

体ほぐし運動」と合わせて活用する学年もある
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図１　学校経営方針

図２　遊び場所割り当て図
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　飼育小屋周辺にはロングスロー広場を設置した。地

上から２階、３階の教室ベランダにロープを渡し、古

い陸上用バトンを通して投げ上げる運動である。何度

でも投げ上げることができ、互いに競い合う事で遠投

力アップにつながっている。

　一輪車広場には大中小約30台の一輪車を保管してお

り、低学年から高学年まで誰でも気軽に一輪車に挑戦

できるようにしている。柱を伝いながら練習できる初

心者用の場所と農園の周囲をぐるっと回る上級者用

コースに分け、技術に差がある児童でも互いに助け

あって練習できるようにエリアを分けている。児童ら

は互いに声掛け合いながら練習している。

　なかよし広場は教室を囲む中庭にあり、クッション

性のある素材が敷き詰められており、転んだり倒れて

も容易にけがをしない。ここでは縄跳びや平均台遊び、

竹馬のりを低学年を中心に実施しており、教室から近

いこともあって始業ギリギリまで運動に時間を使えた

り、柔らかな素材の床のお陰で低学年でも思いきり動

ける等、短時間で十分な運動量を確保することができ

ている。

　１年間の体力作りの締めとして学年別持久走大会を

実施している。低学年から順にスタートし、学年別に

１・２年（580ｍ）３・４年（960ｍ）５・６年（1,340ｍ）と

コース設定し、授業参観日に合わせて保護者の目の前

で応援を受け、最後まで勝負に全力をかける児童の姿

を披露している。

⑶　体育科の授業改善と指導力向上

①　授業の規律･進め方の確認

　体育の授業改善と指導力の向上をねらって校内研

修で授業の進め方の確認と学習規律を高める指導に

ついて資料を示した。

　「豊見小っ子の体育の約束」では、体育科の学習

規律について服装や行動について16の項目から示し

たもので「授業の進め方」では、「きらりタイム」

を意識させ、互いの良さを認め合う授業構成になる

よう確認した。全学年で基本的な学習の進め方を統

一し、学年間、学級間で運動量や指導に差が出ない

よう確認した。

②　運動習慣の二極化への対応

　地域のスポーツクラブに所属し、日頃から運動に

親しんでいる児童とそうでない児童の割合が、本校

では約７対３の割合である。運動能力の高い児童に

体育の授業内容を合わせると３割の児童は傍観者に

なってしまう。やさしい運動から入ったり、ルール

を工夫するなどして運動の苦手な児童も楽しめる授

業内容を工夫している。
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第４分科会（豊かな人間性、健やかな体）

③　ICTの活用

　ＧＩＧＡスクール構想により一人１台のタブレッ

ト端末が授業で使用できるようになった。体育の時

間は一人１台は必要ないが、グループに１台用意し、

障害走のフォームの確認や走り高跳びのフォーム、

踏切場所を確認したり瞬時に動作をふりかえること

ができ、体育の時間でもＩＣＴの需要は高まりつつ

ある。

④　体育授業づくりの考え方

　体育の授業づくりで大切なのは教材化の工夫と場

の設定の工夫である。なんとなくボール運動をさせ

ていないか、既存のルールのままゲームをさせてい

ないか、児童の技術力、運動能力から判断してルー

ルを工夫したり、場の設定を考えているか、等が大

切なポイントになる。

　身につけさせたい力を明確にした単元構想になっ

ているか、単元全体を見通した授業計画を持って臨

まないとその場しのぎの授業になってしまう。身に

つけさせたい力（単元終わりの児童の姿）を明確に

した単元構想を練るように確認した。

　体育の授業改善を通して他の教科の教材研究、授

業の考え方についてもヒントを与え、学級経営の向

上につながっていけばと考えている。

５　成果と課題

⑴　成果

① 　児童は体育が好きである。教師が意識して体育

の授業を工夫したり、課題に応じた場の設定を工

夫することでやる気に満ちた児童の姿が見られた。

② 　授業スタイルを統一したことで、これまで体育

の授業に困っていた教師が職員室で情報交換しや

すくなり、教師間のコミュニケーションも活発に

なった。

③ 　今年度の児童の体力テストの結果はまだ明らか

ではないが、校内で活発に運動遊びに興じる児童

の姿が以前より多く見られるようになった。

⑵　課題

① 　授業スタイルをそろえ、児童主体の授業展開を

工夫したことで一人一人の児童の授業への参加意

欲は高まったが、十分な問題解決力の向上には

至っていない。今後も継続した取り組みを目指し

たい。

② 　コロナ禍での取り組みであり、児童の三密を回

避するためには様々な行動制限があり、運動量や

運動の継続の点からも十分な取り組みができたと

は言えない。

６　おわりに

　沖縄県は今年本土復帰50周年を迎える。学業もそうだ

が、スポーツ、文化、政治様々な面から他府県との大き

な差を感じてきた50年であった。ただ、各方面の努力に

より全国レベルになった面も多く見られる。今後も九州

始め全国との交流を深め、教師･児童に教育により大き

な夢を与えられるような管理者として研鑽を積んでいき

たい。
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校長だより５号体育の授業について



第５分科会（研究・研修）

１　はじめに

　社会の急激な変化に伴い、学校教育においても「持続

可能な社会」を実現させるために必要な資質能力の育成

や、多様な人間関係を構築していく力や習慣の育成が求

められている。

　本研究では、ブロック各校のおける「研究・研修」に

係る実践の成果・課題を整理・共有するとともに教職員

の資質・能力や学校経営への参画意識向上を図る実践に

ついて紹介する。

２　主題設定の理由

　次代を担う子ども達の育成において、教職員一人一人

が子ども達と向き合い、自己研鑽に励み自己の資質能力

向上を図ることは責務である。

　また、教職員が教職に対する使命感や責任感、探求心

をもち、職務やキャリアステージに応じて求められる資

質能力や積極的な学校経営の参画意識をもてるような方

策が必要である。

　そこで、これらを高めていく研究・研修を推進してい

きたいと考え本主題を設定した。

３　研究の視点

⑴�　キャリアステージに応じた資質・能力の向上を目

指す研究・研修

⑵�　「チーム学校」への参画意識の向上を図るための

実践

４　研究の実際

【泡瀬小学校（児童数690名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　本校は開校30年目。通常23、特支７学級がある。毎

年２名の初任者が配置されていることで経験年数の浅

い職員が多く、各主任が中心となり若い職員、臨任の

職員を支えている。また、臨時的任用者も多く、キャ

リアステージにおいても経験年数が若い教師が多くお

り、指導のあり方にも個人差があり、児童・保護者対

応について課題がある。

第 ５ 分 科 会

研究主題

　キャリアステージに応じた資質・能力や「チーム

学校」への参画意識の向上を図る研修の推進

提 案 者 松 尾 　 剛 （泡 瀬 小 学 校）

地区共同研究者 長 間 清 人 （比屋根小学校）

〃 松 堂 直 美 （安慶田小学校）

〃 上 原 秀 樹 （室 川 小 学 校）

〃 徳 村 恵 子 （美 東 小 学 校）

〃 平　良　その子 （高 原 小 学 校）

⑵　研究・研修の概要

　本校の現状を踏まえ、日常の教育活動が充実するよ

う以下の二つの柱で取り組んだ。

①　キャリアステージに応じた資質・能力の向上

　「学び続ける教員像」を確立するためには教員

のキャリアステージに応じた資質能力の向上に向

けた主体的な学びを支えていくことが必要である。

　教員一人ひとりがそれぞれの状況に応じて更な

る向上を目指し、効果的・継続的で主体的学びに

結びつけることが可能になるよう教員育成指標に

基づき目標の設定を行った。

②　「チーム学校」への参画意識の向上

　「チーム学校」の一員として自らの強み、特性、

キャリアステージ等に応じて活躍し、お互いに連

携・協働することが必要である。

　校長として教職員同士の実践を丁寧につなげ、

協働実践を続けさせ、それぞれの多様性と原動力

を認めながら支援していきたいと考える。さらに

子どもの成長を実感させていくような取り組みが

一人一人の資質能力を伸ばすことになり、人材育

成につながると考え、教員個々の間差の課題を改

善していくため、全校体制のチームで関わる人材

育成の取組を行うこととした。

⑶　実践事例

①　個別育成評価面談の実施

　沖縄県教育委員会が作成した育成評価記録を活

用し、マネジメントサイクルを各自で主体的に管

理している。管理者は、当初・中間面談において

キャリアステージに応じた達成目標なのか、進捗

状況に助言を行い、支援や必要な研修を設定する。

②経年研修の示範授業と教材研究の支援

　教師の経年研修として初任研だけでなく、２年

目、３年目、５年目、10年目の経年研修を活用し、

中堅職員による示範授業が実施され、教材研究や

授業後のリフレクションを行い、管理者も指導助

言を行うことでOJTを活性化した。

③　若い職員が中心となった情報機器活用研修

　GIGAスクール構想がスタートし、本市でも一
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人一台のタブレットが配布された。情報機器の活

用研修は若い職員が積極的に取り組み、その技術

を中堅職員、ベテラン職員へ伝達していった。新

型コロナウイルスによる休校の期間もあり、遠隔

で授業を行い、授業の中で活用できる実践例を積

極的に広げていった。

　その中で、情報機器を活用した授業の内容の指

導は中堅・ベテラン職員に助言をもらった。若手

が積極的に参画することで欠席届、学校評価のア

ンケート、校務のデジタル、ホームページの作成

等、スムーズに移行できた。

④　組織と会議の活性化

　学校教育の具現化を図るため、学校組織が効果

的に機能するためにはどうしたらいいかを考え、

学校改善に向けて学校組織を整理し、活性化し

た。会議そのものがOJTとなることからその在

り方や方法を重要視して会議や研修を見直し、役

割の明確化と時間の有効活用を行った。キャリア

ステージで指導ステージの職員に重要な校務分掌

と学年主任とし、経験が浅い職員は情報教育の研

究の周知や児童会・委員会活動、視聴覚教育など

児童と一緒に活動する分掌に配置した。

⑤　教師一人一人の届けたい教育

　教師一人一人が月に受け持つ児童や教科の目指

す姿を描いてもらう。現状とのギャップを埋める

ためにどんな取り組みを行っていくのか、当初面

談で校長にプレゼンをしてもらい、進捗状況を確

認し、目標や手立てへの補正を助言する。職員は

修正した目標に向かい、手立てを立て直しながら

最終面談で自分の「届けたい想い」がどれくらい

到達したのかを伝える。

　一人一人が目指す姿をいつも考え、学級経営・

教科経営に取り組んでいくことで「チーム学校」

に参画し意識が高まったと考える。管理者がそれ

をいつでも近くで支援していくことでどの職員に

も成長がみられ、育成評価記録書の成果にもその

ことが書かれていた。

【比屋根小学校（児童数776名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　本校は開校15年目、通常25、特支８、通級２学級

あり、今年度自立支援教室も設置されている。優位

性としては、コミュニティスクール（以下ＣＳ）で

あること、オープンスペースや広場等の施設に恵ま

れ、体育館への動線も考慮されているので雨天時や

感染等への対策も講じやすいこと等。担任・専科構

成は、本務28名（採用２・基礎５・充実６・発展４・

指導９・再任２）と臨任10名。毎年大学卒業後即採

用の初任者が２名配置され、初めて学級担任となっ

た臨任が４名いる。

⑵　研究・研修の概要

　今年度の研究主題は「評価の充実と指導法の工

夫・改善～ＩＣＴの効果的な活用を通して～」であ

る。年度当初の実態を諸検査やhyper-QUの結果を

もとに把握し、授業改善やその振り返り、個の困り

感に応じた支援を通して、資質・能力の向上を図っ

ている。

　職員の資質・能力の向上に関する校長の役割とし

ては、国や県の動向、地域・本校の強み・課題を踏

まえた経営ビジョンを作成し、それを具現化する組

織と仕組みを整え、個に寄り添いながら指導すると

ともに、ワークライフバランスを見据えた配慮を行

うこと。

⑶　実践事例

①　学校経営ビジョン（R４研修レポート参照）

　願いや目的を叶えるために知恵の結集である学

習指導要領やPPⅡ、GIGAスクール構想CSにつ

いて解説。教職員評価システムや各経営案等でマ

ネジメントサイクルを意識づける。

② 　週時程を工夫（月曜日：校内研修・OJT、金曜日：

学年会）し、学びと経営の振り分け、資質・能力

の向上につなげるとともに、月２回のケース会議

を実施、SC、SSW、外部機関ともつながる場を

設定。

③ 　学校保健委員会（学校３師等）や学校運営協議

会を「先を語る場」とし、CS充実させる。

④ 　職員の声も生かした校務分掌一覧表を作成

し、通常学級と特別支援学級で学べる機会の設定、

ワーククライフバランスを配慮する。

⑤ 　研究主任（情報教育・評価・OJT）と学推担当（授

業づくり・データの活用）の連携、経験研を支え、

子どもと教師の主体的・対話的で深い学びを促す

資料の提供と個別の対話。

【安慶田小学校（児童数431名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　本校は、現在通常学級14、特支７、言語１学級が

ある。職員同士の仲が良く、和やかな雰囲気である。

しかし、教諭は５年未満の本務、臨任、指導力に個

人差があるという課題がある。年齢層や経験値に幅

があるので、上手くバランスをとりながら、日々、

授業改善や児童理解等に努めている。

⑵　研究・研修の概要

　教師経験年数の差だけでなく、学級経営や教科指

導の在り方に個人差がみられる。学校教育目標を達
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成するためには、校長のリーダーシップのもと個々

の資質・能力の向上に力をいれていかなければなら

ない。そこで、教師個々の特性を理解し、対策を講

じていく。

⑶　実践事例

①　企画委員会における参画意識の向上

　校長・教頭・教務・学年主任・特支代表で構成

する企画委員会で、職員会議等の議題を協議する

だけでなく、各学年の困り感や要望等を共有して

いる。課題を明確にし、解決策を話し合うことで

参画意識の向上が図られている。

②　役割を意識した部会の設定

　学校課題解決を目指し、全職員を三つのプロ

ジェクト「確かな学び・豊かな心・健やかな体」

に位置付け、各主任がマネジメントしながら知恵

を出し合い、職員個々の伸長に努めている。校長

は各部会に参加し、情報共有と改善策について助

言を行っている。

③　ミドルリーダーの育成

　中堅以上の職員が中心となり、自己の研究等の

成果や取り組みを「ミニ研修」として実施。お互

いの交流の場にもなり、日頃の困り感を解決して

いく場ともなっている。校長、教頭も共に実践を

行っている。

④　校内研究の充実（授業改善）

　・児童実態の把握（QUの分析等）

　・児童のやる気を引き出す言語活動の工夫

　・自己肯定感を高める授業展開での検証授業

　・タブレット端末の有効活用

⑤　情報発信と情報共有

　「校長便り」を週１回発行し、校長の経営方針

を提示しながら、課題に対しては、具体的な対策・

改善を行っている。

⑥　日常的な授業観察（認めて育てる）

　毎日の校内巡視的な授業観察は、教師個々の資

質・能力向上には欠かせない。授業だけでなく、

児童の様子や学級経営の様子も観察し、助言を

行っている。

【室川小学校（児童数187名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　本校は、若い職員も比較的多く、担当する校務を

進める際に戸惑う姿も見られる。そのため、校務に

関するお互いの支援や助言、研修等は重要である。

他方で、小規模校故に、職員間の情報共有や協働を

実践しやすいという利点を有している。このような

本校の特性を踏まえながら、職員の資質能力の向上

とチーム学校としての参画意識向上を通して学校経

営の充実を図りたい。

⑵　研究・研修の概要

　教師の大切な資質の一つである授業力向上に向け

て校内研修の充実を図る。特に指導技術に係る研修

については、タブレット端末の効果的活用等を含め

た取り組みを進めている。

　チーム学校としての参画意識向上と協働に向けた

人材育成については、担任会や職員連絡会・各種部

会等を研修の場としても活用しながら、取り組みを

進めている。

⑶　実践事例

　校内研修では、研究主任を中心として「主体性を

引き出すための技法」に重点を置いた授業研究を進

めている。

　共通実践の徹底及び協働体制構築のため、１～６

学年による担任会を定期的に実施している（写真）。

　この担任会では、指導上の課題解決や協働・共通

実践に向けた情報共有を図るのと同時に、ベテラン

教師から、若手教師へ指導技術等を伝える場にも

なっている。また、週１回の連絡会においては、管

理職の日常の授業参観を踏まえ、特色ある授業実践

等について全職員で共有化することを試みている。

　ICT機器の活用による指導方法の工夫・改善につ

いては、職員間のスキルの差も大きい。そのため、

お互いにその有するスキルを学び合う場として、職

員間でOJTも積極的になされている。

【美東小学校（児童数862名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　職員配置の状況として、臨任が十名を超えており、

各学年の担任構成に配慮が必要となる。また、本務

教諭も含め、指導のあり方に個人差があり、児童・

保護者対応について危機感がある。

⑵　研究・研修の概要

　本校の現状を踏まえ、教育活動が充実したものと
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なるように、教員個々の間差の課題を改善していく

ため、全校体制のチームで関わる人材育成の取組を

行うこととした。

⑶　実践事例（組織力向上のための人材育成）

①　授業改善を核とした「揃える」指導の徹底

　授業改善リーダーを中心とし、本校「授業スタ

ンダード」を基にした日常的な授業改善を行って

いる。授業改善の視点を共有し、学校・学年・学

級の指導の方向性を揃え、個々の教師の指導力向

上に繋げている。

②　学年研修の時間の確保（週３日）

　本校では、月・火・木曜日に学年研修の時間を

設定している。日々の教育課程の量的質的管理、

授業の指導のあり方・教材研究、児童理解の情報

共有等、学年の諸指導について、「揃える」指導

の統一と研修を行う場としている。また、先輩教

師が若手教師を育成、支援する場ともなっており、

若手教師が学べる場であると同時に、先輩教師が

指導性を伸張できる場となるようにしている。

③　初任者等、若手教師の育成

　初任者の指導については、拠点校指導教員、校

内指導教諭による育成と、校内の先輩教師全員が

教科指導や児童理解のあり方の指導に関わり、育

成に携わっている。その中で、先輩教師の指導性

が発揮されている。

④　核となる教職員の育成

ア 　学校経営の方向性を明確化・実働化させるた

めの五者会（校長、教頭、主幹教諭・教務主任、

県事務、副園長）の開催

イ　学年主任連絡会（結会議）の設定

　 　会議内容や組織対応の企画検討と行政研修内

容の伝達等

⑤　「校長だより」の提示（毎週の職員連絡会）

　校長の経営方針・組織体制のあり方、授業改善・

児童理解・児童への向き合い方等、教職員の参画

意識・使命感の育成を意図している。

【高原小学校（児童数933名）の取組】

⑴　学校運営と現状

　本校は、創立64年目を迎え、学級数39（特別支援

学級９）の大規模校であり、力量のある教師が多く、

個々の教師の更なる指導力の高まりが期待できる。

　教職員（管理職を除く）は、基礎期19名・発展期

16名・指導期11名と基礎期の職員が多いが、キャリ

アステージに応じた分掌の配置や、次のステージを

意識させた分掌の配置を行った組織運営をしている

ことから、キャリアステージを意識した働き方や、

学校経営への参画意識をもった職員も多い。

⑵　研究・研修の概要

　学校経営目標の実現に向けて、学級経営、授業づ

くり、生徒指導力等、教師としての基礎力、情報・

管理能力、学校課題解決に向けた組織推進力を焦点

に、キャリアステージに応じた資質・能力と「チー

ム学校」への参画意識を高めていく取組。

⑶　実践事例

・ 学校経営目標・方針・めざす子供像、学校課題の

共有と見える化（HP、学校便り、校長講話、校

長便り、週案コメント等）

・ 目標管型評価システムを活用したキャリアステー

ジに応じた個々の目標設定と指導助言

・ 核となる主任、ミドルリーダーへの定期的な助言

・ 学校課題改善に向けた取組内容（PDCA）の報告

（家庭・地域への発信）

・ OJTの推進（授業改善、ICT、学級経営、生徒指

導、特別支援教育、キャリア教育等）

・授業改善ルーブリックの活用推進

・ 経年研修や授業研究（一人一授業、日常的な互観

授業）等を通した全職員への指導助言

５　成果と課題

〇 　人材育成の視点を踏まえた学年会や担任会、OJT、

各種部会等の実践を通して、チーム学校への参画意識

が向上した。

○ 　授業改善、ICTの活用、特別な支援を必要とする児

童への対応等、新たな課題に積極的に対応する姿や、

「チーム学校」を意識し、組織の一員として連携・分

担して協働的に諸問題の解決に取り組む姿が見られる

ようになった。

● 　研修の成果に係る具体的な評価のあり方について、

研究・検討する必要がある。

● 　学校経営目標に向けた参画意識をさらに高めるため

のキャリアステージに応じた資質能力の観点と目指す

姿の明確化。
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１　はじめに

　Society5.0時代を目の前にし、SDGs教育や一人一台

端末のＩＣＴ活用・プログラミング教育など、学校教育

の担う役割は多様化している。また、新型コロナウイル

スの感染拡大により、学校を取り巻く状況は劇的に変化

し、日々対応を求められている。今までの経験が通用し

ない中、教職員一人一人の力量を高め「チーム学校」と

して教育力を向上させることは学校経営の重要課題であ

る。「チーム学校」として教職員の中核となり、学校教

育への確かな展望と優れた実践力・応用力を備えた行動

できるミドルリーダーの育成がこれまで以上に求められ

ている。

２　主題設定の理由

　本地区のミドルリーダー育成の実態を把握するため公

立小学校（33校）の校長を対象にアンケートを実施した。

ミドルリーダーの育成について

有
効
な
取
組

育成を視点とした校務分掌配置 38％

評価面談での指導・助言、激励 37％

三役会議等での指導・助言 20％

その他 5％

学校教育の課題を俯瞰的に見て校務分掌に取り組ませ

る（計画・立案）

成功を褒め価値づけすることで自信を持たせる（承認・

自信）

次のポスト（ステージ）を意識させる（沖縄県育成指

標の活用）

意識向上を図る声かけや励ましを行う（対話・週案コメ

ント）

学校運営に関わる楽しさややりがいを見せる（コミュニ

ケーション）

全国・九州大会、中央研修へ意図的に派遣する（意識高揚）

課　

題

中堅教諭不足（管外交流者の増加、40代不足）

ミドルリーダー育成に対する管理職の意識不足

計画的・組織的な人材育成の推進

行政・校長会等が連携したミドルリーダーの人材育成

女性ミドルリーダーの育成

必
要
な
こ
と

意図的・計画的な主任級の校務分掌経験と支援

学校経営・運営への参画意識の高揚

働き方改革を踏まえた管理職のワークバランスの提示

ミドルリーダーを中心とした管理職人材育成研修の実施

行政・校長会が連携したミドルリーダー人材育成研修

会の実施

ミドルリーダー人材育成プランの確実な引き継ぎ

第 ６ 分 科 会

研究主題

　これからの学校を担うリーダーの育成

　学校教育への確かな展望をもち、行動できるミド

ルリーダーの育成

提 案 者 仲 地 秀 将 （八 島 小 学 校）

地区共同研究者 大 浜 　 譲 （登野城小学校）

〃 真玉橋　真由美 （伊野田小学校）

　ほとんどの校長がミドルリーダーの育成を意識した学

校経営を行い、責任ある校務分掌への配置や支援を行っ

ている。しかし、中堅教職員の不足など、人材育成の困

難さもあげられた。

　本分科会では、これらの困難さを乗り越え、ミドルリー

ダーに必要な資質や能力を有した人材を意図的・計画的

に育成する手立てについて研究していきたい。

３　研究の視点

⑴　地区ミドルリーダー育成状況の把握

⑵　計画的なミドルリーダー育成の工夫

４　研究の実際

⑴　地区ミドルリーダー育成状況の把握

　本地区の令和３年度本務教諭（管理職・事務職を除

く）育成指標ステージ別構成、年代別構成は下図の

通りである。

県育成指標ステージ別構成（管理職を除く本務教諭）

ステージ 人数 比率

採用ステージ（１年目） 20 4％

基礎ステージ（３年目前後） 167 37％

充実ステージ（８年目前後） 107 24％

発展ステージ（13年目前後） 56 12％

指導ステージ（18年目前後） 104 23％

年代別構成（管理職を除く本務教諭）

年　　代 人数 比率

20代 55 13％

30代 168 39％

40代 142 33％

50代 51 12％

60代（再雇用含む） 12 3％
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　本務教諭（管理職・事務職を除く）の平均年齢は

39.6才で、20代と30代が約50％を占める。

　平均経験年数は11.1年だが、経験年数10年未満の

教諭が60％以上を占める。

　基礎・充実ステージが突出しているが、これは他

地区で初任者研修を終えた経験３～５年目の教諭が

「他地区・へき地経験」のため本地区へ配置される

からである。「他地区・へき地経験」の教諭は２～

５年間勤務後に生活根拠地へ戻るため、ミドルリー

ダーである発展ステージが極端に少なくなってい

る。そのため、経験の浅い教諭にリーダー的役割を

担わせなければならない状況がある。しかし、「他

地区・へき地経験」の教諭の中には産休や育休、慣

れない離島勤務で病休をとる者もおり、学校現場で

は20代前半の臨時的任用教員が校務を代替するた

め、管理職やミドルリーダーの負担も大きくなって

いる。指導ステージの多くは小学校女性教諭で、ミ

ドルリーダーとしての資質や能力を有している者も

多い。しかし、多くの離島を抱える本地区では、単

身で離島勤務の可能性がある管理職を家庭の事情

(介護や育児）で希望しない者も多い。

　このような現状から、本地区においては、採用期

から基礎期・充実期・発展期・指導期の自分像を描

かせ、行政や校長会が連携した長期的・意図的・計

画的な人材育成研修が必要であると考える。

⑵　計画的なミドルリーダー育成の工夫

①　Ｙ小学校の取組

　本校は、市街地に位置し、美崎の海を埋め立てて

造成された八島町に、平成６年に登野城小学校と平

真小学校から分離新設された学校である。校訓は

『日々前進』、夢をもち、日々こつこつと努力を積

み重ね、一歩そして二歩と確実に前に向かって進ん

でいく姿勢を育成している。

　本校の本務教諭は、管理職を除き16名、沖縄県公

立学校教員等育成指標に基づいたステージ像からす

ると下図の通りである。

本県育成指標各ステージ 人数 比率

採用ステージ（１年目） １ 6％

基礎ステージ（３年目)前後 ２ 12％

充実ステージ（８年目)前後 ７ 44％

発展ステージ（13年目)前後 ３ 19％

指導ステージ（18年目)以降 ３ 19％

　発展・指導ステージには６名の教諭がいるが、管

理職を希望し、管理職試験へチャレンジしている者

は一人である。また、若手、中堅、ベテラン、そし

て管理職との連携（縦のつながり）が、とても弱い

ことに課題がある。校長がしっかりとリーダーシッ

プを発揮し、発展・指導ステージの教諭を中心とし

た校内ＯＪＴの活性化と、ミドルリーダーの育成か

ら管理職人材育成へ繋げていく取組や、教職員一人

一人が積極的に学校経営へ参画するために、「育成

に視点をおいた校務分掌の配置を通して」ミドル

リーダーの育成を図っていく必要があると考える。

ア　A教諭の育成（教務主任）

ア　校務分掌での配置

　教務主任は、教育計画の立案・実施・時間割

の総合的調整等、教務に関する事項について教

職員間の連絡調整や指導・助言に当たらなけれ

ばならない。このような多岐にわたる業務を通

して、積極的に学校運営へ参画し、使命感や企

画力、調整力の育成を図る。

イ　各主任等と連携した取組を通して

学年主任との連携→ 学年行事への支援・助言や

日程調整等

学推担当との連携→ 各種調査の結果分析実施及

び学力向上の推進

研究主任との連携→機器の設定

　　　　　　　　　外部との日程調整等

　各主任と共同し連携した取組により、広い視

野で校務を捉え積極的に学校運営へ参画する姿

勢を育てる。

ウ　教職員評価システム面談を通して

　当初面談では、学校経営目標を実現するため

に「学校グランドデザイン及び学力向上推進

フォーカスシート」などをもとに、どのような

具体的な方策を持って各主任等と連携しながら

実現するのかについて助言を行う。

　中間面談では、学校評価（中間）、各種調査

の分析結果等を踏まえて課題を明確にし、今後

の取組について支援・助言を行う。

　最終面談では、自己評価の達成及び取組状況

をもとに、学校運営への貢献や成長を称賛して

いる。また、成果や課題について確認し、次年

度の取組について助言を行う。

エ　三役会議を通して

　毎週木曜日に校長、教頭、教務の三役会議を

位置づけている。主に週報等を通して、その週

の学校全体を見渡し、職員一人一人が計画的及

び積極的に業務が遂行できるように「助言・支

援に努めることを促す」ことを確認。また、前

週の業務について振り返りを行い、成果や頑

張った取組について「褒めて認める」ことを大

切にし、積極的に学校運営に参画する姿勢を育

てる。
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イ　Ｂ教諭の育成（特別支援教育コーディネータ）

　児童数の減少する中で、特別支援学級に在籍す

る児童は年々増えており、通常の学級に在籍しな

がら通級による指導を受ける児童の数も同様に増

加の一途をたどっている。

　学校全体での体制整備が問われるなか、特別支

援教育コーディネーターを任せることにより、各

学級担任と連携しながら積極的に学校運営へ参画

し、学校全体を見渡した体制整備の構築に努める

ことにより、ミドルリーダ

ーとしての人材育成へと繋げていく。

ア　子ども支援「気になる子」の取組

　特別な支援が必要な児童に対して、全職員で

支援内容を共有し、学級担任が一人で抱え込ま

ないよう、学校全体での支援体制を構築する。

取組方法として、毎月第４月曜日に全職員参加

による支援会議を開催し、各学級担任から実態

についての報告を行い、支援の方法について提

案する。また、より良い支援の方法について協

議し、年間を通して定期的に変容や成長につい

て確認し次年度へ繋げていく。

〈支援を必要とするチェック項目（A ～ R）〉

Ａ学習の遅れが目立つ　Ｂ学習態度が身に付いていない

Ｃ集団活動ができない　Ｄ全体への指示が通らない

〈担任が挙げる提案書等（４月）〉

名　前 上記の当てはまる項目 児童の様子

石垣太郎 A.B.G.H.K.O
・かけ算九九を覚えていない

・友人とのトラブルが多い

〈経過報告（計画→実行→評価）の共有（５月～）〉

名　前 計　画
実　行 評　価

支援・サポート内容等 変　容

石垣花子

特別支援

教育支援

員の活用

・ 小さな事でも出来たこ

とを大げさに褒めた

・ 書けた文字の中から「ど

の字がきれいか」探し

花丸をつけた

・ 叱ることよりも

褒めることを増

やすことで学習

に向かう姿勢が

身に付いた

　年間を通して「子ども支援会議」を開催し、

支援の必要な児童の共有を行い、全職員が当事

者意識をもって対応する学校全体とした取組体

制を構築し、学校運営への参画を促す。

　また、コーディネーターとして担任と関わり、

通常学級と支援学級の架け橋となり、校内ＯＪ

Ｔの活性化にも繋がっている。

②　Ｔ小学校の取組

　本校は、明治14年12月15日に八重山島石垣南小学

校として創立され、本年創立140周年を迎える八重

山で最も歴史と伝統のある学校である。

　平成29年４月に新校舎が完成し、素晴らしい学習

環境が整ったことから、児童、教職員ともに、新た

な気持ちで日々様々な活動を展開している。

　本校の本務教諭は、管理職を除き27名、沖縄県公

立学校教員等育成指標に基づいたステージ像からす

ると下図の通りである。

本県育成指標各ステージ 人数 比率

採用ステージ（１年目） ２ 7％

基礎ステージ（３年目前後） ６ 22％

充実ステージ（８年目前後） ７ 26％

発展ステージ（13年目前後） ６ 22％

指導ステージ（18年目以降） ６ 22％

　発展ステージ以上が半数近くを占め、経験豊富な

人材が多いが将来的に管理職を希望する教諭は少な

い。40代を中心に管理職を意識させた育成を図るが、

地区の現状として半数は管外交流での勤務者であ

り、将来的に地区にとどまる人材は少ない。

　そのような事から将来的な事を考え、20代の教諭も

一段階前のステップとして学校全体を意識させた視

点を広げた育成も図っていく必要があると考える。

ア　Ａ教諭の育成（教務主任）

ア　校務分掌での配置

　校長、教頭の次に学校を全般的な視野で捉え

調整していく校務分掌として教務主任がある。

本校においても教務主任は年間の学校行事やＰ

ＴＡ行事の調整等、多岐に渡る業務に関わって

いる。この教務主任への日頃の関わりそのもの

が人材育成となっている。

イ　三役会議による学校運営への参画

　週の初め月曜日に校長、教頭、教務の三役会

議を位置づけている。内容は２週間を見通した

細かな学校の行事、研修、会議、生徒指導及び

学習面等多岐に渡る。新型コロナウイルス感染

症への対応で学校行事の変更や実施の方法、こ

れまでは問題なく実施できていた行事も常に感

染症に対応した様式へと工夫が必要になった。

これらの対応を校長、教頭、教務で情報を共有

し対処していくことで学校全体を見渡した運営

に関わっている。
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ウ　学力向上推進担当者として

　学力向上推進は沖縄県の最重要課題の一つで

ある。Ａ教諭は学力向上推進担当者として学校

の推進計画の作成と実践の中心となる役割を果

たす。学力向上推進計画の立案にあたっては、

校長、教頭、教務との三者で協議を重ねながら

作成していった。

　本校は毎年２名の初任者が配置され、臨時的

任用教諭や非常勤教諭も配置され若手も多い学

校である。今年度は特に理科を初めて担当する

教諭がおり、指導への不安があった。Ａ教諭は

これまで理科を担当する事が多く、指導力があ

り授業研究も熱心であった。そこで、臨時的任

用教諭への助言を任せることにした。指導計画

や教材・教具の準備など、支援する状況が多く

見られ後輩からの信頼が高まった。

イ　Ｂ教諭の育成（学年主任）

ア　離島長期研修制度の利用

　本地区の場合、離島へき地という事由から、

勤務地に近い教育事務所内で長期研修を受けら

れる「離島長期研修制度」がある。Ｂ教諭は、

この制度を利用し長期研修を受ける機会に恵ま

れた。長期研修を経験することで、自らの教科

の専門性を高め指導に自信を持つようになっ

た。また、関係教育機関の指導主事と関わる中

で、ミドルリーダーから管理職に繋がる自分の

将来像を描くようになった。

　長期研修制度の活用は、将来的に管理職人材

に繋げるミドルリーダー育成の手段として有効

であり、積極的に活用していく事が考えられる。

イ　高学年主任への配置

　長期研修を終えた翌年、Ｂ教諭に高学年主任

としての分掌をあてることで、学年全体を経営

していくという広い視野を持たせた。本人は、

若手教師の指導や管理職等との連携、外部団体

との調整等これまでにない業務の経験を積むこ

とになった。また、高学年主任として、児童会

担当や役員と連携を密にし、アイディアを出し

ながら学校全体をリードした。

　学校全体の運営をする上で欠かせない企画委

員会への参加は、各種教育活動の企画調整など、

学校運営全般へ視野を広げる機会になり、学校

運営にも積極的に関わるようになった。

５　成果・課題

⑴　成果

① 　本地区教諭の育成ステージ・年代別の実数把握

により、基礎期からのミドルリーダー育成の必要

性が明らかになった。

② 　学校運営に関わる重要な校務分掌に配置するこ

とで、広い視野で校務を捉え積極的に学校運営に

参画する姿勢が育った。

③ 　「任せて育てる」ことを重視することにより、

積極的に学校運営へ参画する姿勢が育った。

④ 　ミドルリーダーとして若手教職員育成の意識が

高まり、学校に活気が出た。

⑵　課題

① 　本県公立学校教員育成指標に基づいたキャリア

ステージに応じた資質・能力の育成。

②　行政と連携したミドルリーダーの人材育成。

③ 　多様な課題が山積する学校においての管理職の

魅力の発信と意欲の高揚。

④　女性ミドルリーダーの積極的な育成。

６　おわりに

　多くの離島・へき地を抱え地域ごとに異なる歴史や文

化を持つ本地区では、教諭には地域への適応力や柔軟性

も求められる。「離島・へき地経験」教諭の中には、産

休や育休、慣れない離島勤務で病休をとる者もおり、管

理職やミドルリーダーの負担は大きい。また、日々の業

務に追われ、自分の未来像を描けていない教諭も多い。

このような現状を踏まえ、校長には、教職員のキャリア

教育の担い手として、各種ステージを意識した校内の人

材育成や、行政や校長会と連携した長期的・意図的・計

画的なミドルリーダー育成のシステムの構築を進めてい

きたい。
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１　はじめに

　社会の変化に対応しながら、学校が様々な要求や期待

に応えていくには、基盤となる安全・安心な環境の確保

が重要不可欠である。学校教育に一旦危機が発生すると、

活動の停滞や中断を余儀なくされるため、未然防止の取

り組みが極めて重要である。

　そこで、職員の危機管理意識を高め、危機管理体制を

確立するための取り組みについて、自校の実態を踏まえ

ながら、具体的方策を明らかにする。

２　研究の視点

⑴　危機管理を高める実践

⑵　コロナ禍に対応した学校行事等の実践

３　研究の実際

【鏡原小学校の取り組み】

　本校は、令和４年に創立99周年を迎えた。平成27年に

は、宮原小学校が本校へ統合された経緯もある。

　本校の立地は、宮古島中央部にあり、市街地から約４㎞、

また約２㎞の距離には、市役所や空港もある。もともと

は農村地域で、一時は過疎化により児童数が70人台まで

減少したこともあった。

　近年は、団地やアパートの増加に加え、交通の便や自

然環境が良いことなどで、児童数の微増傾向にある。現

在の児童数は250名で、普通学級10学級、特別支援学級（知

的・情緒・肢体）３学級の合わせて13学級の適正規模校

である。

⑴　危機管理を高める実践

①　朝の立哨活動

　一昨年の９月より、「小中連携・地域連携を推進」

し、幼小中保護者の協力の下、朝の立哨活動をして

いる。この活動には、本校保護者OBや地域の方 （々民

生委員、地区防犯協会長など）も参加している。

　加えて、警察署から、交通安全週間や、不審者情

報があった際など、定期的な協力もある。

②　朝の検温

　毎朝、児童玄関２カ所で、職員を配置し、児童の

「検温ファイル」及び「健康状態」を確認している。

　そのような状況のなか、新型コロナ感染症情報を

第 ７ 分 科 会

研究主題

　命を守る安全・防災教育の推進並びに様々な危機

への対応（新型コロナウイルスへの対応）

提 案 者 與那覇　　　修 （下 地 小 学 校）

地区共同研究者 松 本 　 尚 （砂 川 小 学 校）

〃 花 城 　 修 （鏡 原 小 学 校）

全職員で共有（職員室板

書）し、適時、メールで

保護者へ感染状況を周知

している。

③　非行・安全防止教室（警察署との連携）

　＊対象：４年→「サイバー犯罪防止教室」

　　　　　５年→「薬物乱用防止教室」

　　　　　６年→「非行防止教室」

　年間指導計画に基づ

き、学年ごとにテーマを

設定し、防犯教室を開催

している。

④ 　交通安全教室（警察

署との連携）

　＊対象：１年

　年間指導計画に基づ

き、交通安全教室を開催

している。

⑤　不審者対処訓練（警察署との連携）

　＊対象：５・６年

　年間指導計画に基づき、不審者対処訓練を実施し

ている。その内容として、「いかのおすしの確認」、「不

審者遭遇時（仮定）の対処の仕方訓練」を学んでいる。

　また、ロールプレイ（一部の児童ではあるが）を

通して擬似体験し、「危機対処・対応」への理解を

深めている。

⑥　右側通行・落ち着いた歩行

　児童の日常生活のなかで、廊下や階段を走る実態

があったため、廊下に白テープで印をつけ、安全な

歩行を指導した。加えて、「ヒヤリハットの法則」を取

り入れた安全指導のため

のプレゼンテーションを

作成（校長）し、全学級で

同じ指導ができるよう配

慮した。

⑦　園児児童の送迎（保護者）

　本校校区は広く、保護者等による自動車での園児
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６年：検温カードの確認

６年：非行防止教室の様子

１年：交通安全教室の様子

安全指導「パワーポイント資料」



第７分科会（学校安全、危機対応）

児童の送迎が多い。

　その朝の送りについては、「安全面」に課題があ

ると捉え、保護者向けに「協力依頼文」や「学校だ

より」を発出し、注意喚起した。

⑵　コロナ禍に対応した学校行事等の実践

①　各種行事、集会等（始業式、全校集会、講話等）

　コロナ感染状況が収まらない状況であったため、

全校一堂に会しての集会は、すべてオンライン対応

とした。

　１年生を迎える会では、

体育館での開催であった

が、主人公の１年生を常

置し、他学年の出し物を

学年入れ替えで行った。

②　授業参観の延期

　当初計画では、PTA総会や学級懇談会とセット

にした「授業参観」を設定していたが、コロナ感染

状況拡大のため延期した。感染状況が落ち着いてき

た頃、開催したが、配慮したことは、一斉の参観で

はなく、分散の方法をとった。（奇数学年と偶数学

年に分けた）

⑶　校長の関わり・指導性

①　教職員との連携のあり方

ア 　養護教諭作成の「保健日誌」で、コロナ感染

等の状況、および保健室利用の情報を管理職で

共有している。そのなかで、担任との連携が必

要な際は、即対応する。

イ 　定例の職員連絡会や会議を待たずに、緊急的

な対応が必要と判断した際には、臨時的に職員

集会をもち、情報共有・共通実践へ繋げる。

ウ 　職員緊急連絡網も作成し、緊急時に備えている。

②　保護者との連携の在り方

ア 　教頭・教務との分担で、ホームページは「校

長」、保護者や職員へのメールは、「教頭・教務」

としている。特に、コロナ感染状況を、教頭、

または養護教諭が、適時、保護者へ周知している。

イ 　「学校だより」（校長作成）でも「安全面」に

ついての情報発信（ホームページでも）や、「保

健だより」（養護教諭作成）でも「保健・安全面」

の情報（コロナや熱中症等）を発信し、保護者

への理解と協力をお願いしている。

③　関係機関等との連携の在り方

　特に、コロナ状況は、日々変動が大きいが、１学

期中の学級閉鎖は、１学級で２日間であった。その

際、学校医との相談を、閉鎖の判断材料とした。

【砂川小学校の取り組み】

　本校は、児童数58名の小規模校であるが、近年自衛隊

等の宿舎建設等、県外からの移入者も毎年のようにあり

また、保護者の転勤による転校もあり、児童の入れ替わ

りが比較的多い学校である。

⑴　危機管理を高める実践

　県道に面して正門があり、朝の登校時間には車輌の

往来が多い。また、通学距離が比較的長い児童が多い

ため、保護者による車での登校が多い。

①　車による登校の際のきまりの設定

　車輌の往来の多い県道沿いの正門での昇降を避

け、周辺の交通量の少ない場所（指定）で降車し、

歩道を歩いて登校するよう、保護者に依頼している。

②　交通安全教室の実施

ア 　交通安全協会及

び警察と連携し、

幼稚園、１年生に

おいては、「交通安

全教室」を開催した。

イ 　交通安全協会及び警察と連携し、３年生以上

の学年において、「自転車講習会」を開催した。

　また、本校は校区が広いために、３年生以上の

学年に自転車通学を認めており、講習後、交通安

全協会から免許状の交付により自転車通学の許可

としている。

⑵　コロナ禍に対応した学校行事等の実践

①　登校時の健康カードの提出

　登校時に、健康カードを玄関で提出し、養護教

諭のチェックを受ける。

② 　県、市および地域の感染状況を鑑みた学校行事

の運営および延期の実施

③　休業期間中の健康チェック等

　休業期間中は、毎日オンラインによる児童の健

康チェックを行う。
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平和集会放送室でオンライン

１年生：交通安全教室 自転車講習会

学校だより抜粋 保健だより抜粋
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④　休業期間中の学びの保障

　プリント配布およびオンライン授業を全学年毎

日行った。但し、オンライン授業については、学

齢に応じた時間を設定した。

⑤　登校できない児童への対応

　本人もしくは同居

人の感染によって登

校できない児童に対

し、授業や集会等、

全ての学校生活の活

動をオンラインに

よって配信。

⑶　校長の関わり・指導性

①　交通安全に関する地域との連携

　登校時に工事車両の通過が多いときに、通行の

時間帯の変更を、保護者と連携して要請。

② 　保護者に対し、メールおよび文書によるコロナ

に関する情報の共有と学校の方針の理解を綿密に

行った。

③ 　行政および関係機関との連携を密にし、必要に

応じて相談を行う。

④ 　ICT活用に関する行政との連携及びサポートを

行った。

⑤ 　保護者からの感染に関する問い合わせの窓口を

一つ（校長）にし、担任は、感染状況等を保護者

から聞き取り、確認・報告させた。

⑥ 　児童の出席停止期

間等を表にまとめ、

学校の感染状況等を

常に把握できるよう

にした。

【下地小学校の取り組み】

　本校の現在の児童数は237名で、普通学級９クラス、

特別支援学級４クラスの合わせて13学級の小規模校であ

る。学校周辺の環境は、主な通学路になる国道沿いには

製糖工場があり、農繁期には大型ダンプの往来が頻繁で

あることや校区が広範囲に渡ることが特徴である。その

ため、通学の安全確保のための学校・保護者・地域等の

交通安全に対する意識は高い。

⑴　危機管理を高める実践

①　朝の子供見守り活動：PTA活動

　本校の校区が広範囲

に渡るため自転車通学

や車による送迎が徒歩

登校の割合を上回って

いる。そのため、児童

の登校時における交通安全確保・あいさつ運動・不

審者対策を兼ねた活動を保護者の協力のもと実施し

ている。

　その他にも、下地駐在所巡査、地区民生員児童委

員、地区交通支部の方々の協力を得て行われている。

②　交通少年団の活動：６年生児童

　下地地区の児童生徒

と地域の方の交通安全

を願って交通少年団の

活動が30年余り続けら

れている。交通少年団

は、宮古交通安全協会

の協力のもと、子供たち自身が主体となって交通

ルールや交通マナーを学び、交通事故防止活動を

行っている。活動は毎朝８時55分から９時10分まで

の15分間、６年生で交通安全活動を行っている。

　この活動は子供たちが活動を通して地域のの人々

に交通安全を呼びかけながら、マナーや決まりを守

り思いやりのある心を持った社会人に育つことを目

指している。

③　自転車安全教室：２年生児童

　本校の校区が広範囲に渡

ることもあり、３年生以上

で希望があれば、自転車通

学を認めている。２年生の

３学期に「自転車安全教室

（宮古島警察署交通課）」を

実施し、交通事故に遭わないために気を付けるべき

ポイントを実践的に学んでいる。講習受講した２年

生は、新年度４月（新３年生）に全校朝会において

宮古島警察署交通課より『自転車免許証』の交付を

受け、あらためて自転車通学のきまりや交通安全に

ついての意識を高めている。

④　自転車安全点検：PTA活動

　PTA校外指導部の活動と

して年間２回『自転車安全点

検』を実施し、児童はもとよ

り保護者にも日常の自転車点

検に関心を持ってもらうよう

啓発活動にも力を入れている。

　「自転車点検カード」にブレーキやタイヤの空気

圧などをチェックし記入する。点検カードを基に担

任が児童に点検結果を伝え、更に、保護者が点検カー

ドを基に児童と一緒に再度点検することで安全意識

の高揚・啓発に繋げている。また、下地駐在所巡査

もこの点検活動に毎回参加している。

⑤　危険箇所点検：PTA活動

　児童が学校内外を問わず安全な生活を過ごすこと

を目的に、保護者からの危険箇所への情報提供をも
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オンライン授業の様子

朝の子ども見守り活動：PTA

交通少年団の活動：６年生

自転車安全教室：２年生

感染状況の把握

自転車安全点検：PTA
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との『危険箇所点検』を実施

している。危険箇所の現場点

検参加者は、PTA校外指導部

員を中心に、学校職員、下地

駐在所巡査となっている。点

検後は、各関係機関（自治会・道路管理者）へ改善

依頼を行っている。

※主な危険箇所

・歩道に草が生い茂り歩行を遮っている。

・ サトウキビが歩道にはみ出て歩行者が道路に追

いやられている。

・ガードレールが破損している。

・見通しの悪い通学路がある。

・ 児童が放課後多く利用する児童館前の横断歩道

の設置要請など。

⑥　安全マップづくり：４年生児童

　４年生の総合的な学習の時間に地域の安全マップ

づくりを行っている。安全マップづくりの活動は、

事故が起きやすい「危険な場所」「見通しの悪い場所」

「交通量の多い場所」等を児童自身が学校周辺を探

索することで発見し、その内容を地図にまとめてい

く活動である。ねらいは、「危険予測能力」や「危

険回避能力」を身に付けることである。

⑦　サイバー犯罪防止講演会：PTA活動

　SNS、オンラインゲーム、スマートフォン、パソコ

ンを利用しての事件やそれについての相談等を具体

例とし、どのようなトラブルが予想されるのか、また、

それを防ぐためにはどのような注意・対策が必要な

のか具体的にご講話をしていただき、「子供の問題」

ではなく、「親の問題」という視点で計画・実施する。

・講師： ネット健康問題啓発者全国連絡協議会公

式インストラクター

⑵　コロナ禍に対応した学校行事等の実践

①　運動会を感染症予防対策を講じて実施

［運営方法について］

ア 　プログラムの精選を行い開催時間の短縮（２

時間30分）

イ　参観者は密を避けるため１世帯２名

ウ 　健康観察、検温、マスク着用、手指消毒保護

者同士の会話の自粛等

エ 　PTA役員の協力（健康観察チェックシート

や検温等の受付）

②　授業参観を感染症予防対策を講じて実施

［参観方法について］

ア　分割実施（２校時実施）

　　１校時あたり学級児童数の半分ずつ

イ　参観者は密を避けるため１世帯１名

ウ　分割実施のため、入れ替え時刻の厳守

エ 　検温、マスク着用、手指消毒、上履き持参、

保護者同士の会話の自粛等

③　修学旅行を感染症予防対策を講じて実施

　沖縄本島で予定していた修学旅行を、宮古島市内

に変更し実施した。コロナ陽性者等、確認後におけ

る多方面での負担軽減につながった。また、テーマ

を「宮古島再発見」とし、私たちの住む宮古島の魅

力を改めて実感できた。

⑶　校長の関わり・指導性

① 　日常生活の中にある様々な危険についての理解、

的確な判断、行動の把握と報連相の徹底に努める。

② 　保護者や地域、関係機関と連携を深め信頼関係

を構築し、学校の危機管理力を高める。③不審者

情報等は、メーリングサービス等で児童・保護者

へ周知を図る。

④ 　保護者や地域等に、コロナ禍に対応した学校行

事等の取組を的確に情報を発信し、理解と協力を

得る。

４　成果と課題

⑴　成果

① 　コロナウイルス感染者発生時のマニュアル等を

活用し、緊急時対応体制が整備できた。

② 　地区感染レベルに応じて、学校行事等の見直し

や工夫・改善を図り、柔軟に実施できた。

③ 　コロナウィルス感染状況による学校行事等の延

期・変更等について、家庭・地域との綿密な連絡、

説明により大方理解を得ることができた。

④ 　メーリングサービスを活用した保護者・地域へ

発信及び連携

⑵　課題

① 　危機管理マニュアルの社会情勢に応じた適時・

適切な見直し・改善

② 　市教育委員会との間で危機管理に関する役割分

担・協力体制の確認

③ 　状況に応じて警察・消防・医療・保健・福祉等

専門機関に連絡・相談できる体制の確立

④ 　感染症対策を踏まえた学校教育活動への保護者

や地域の理解

５　おわりに

　本年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、行

事や活動が制限され、児童は、新しい学校生活の様式の中

で過ごしている。それならば、学校はできる限り創意工

夫し、教育活動を実践していくことが使命である。そのた

めには、学校が子供たち、保護者、地域の安全の核となり、

これからも「家庭・地域と共にある学校」を目指し、安全

教育・防災教育に全力で推進していかなければならない。
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１　はじめに

　私達の学校は、那覇市近郊（座安小）、本島内陸部（大

里北）、東海岸（与那原東）、離島（阿波連）と多彩な環

境下にある。また、児童数にも違いがあり、それぞれ地

域の特色をもっている。今回は、各学校の強みとは何か

を考えつつ「よりよい社会の形成に向け、主体性を持っ

て参画し、課題解決を図る能力や態度をどのように育む

か」を糸口として各学校の取組をまとめてみた。

２　主題設定の理由

　社会形成能力とは、多様な他者の考え方や立場、意見

を理解し、自分の考えを正確に伝えることができるとと

もに、自分の状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と

協働して積極的に社会に参画し、社会を形成していく力

である。

　具体的には、他者の個性を理解する力、他者に働きか

ける力、コミュニケーションスキル、チームワーク、リー

ダーシップ等の力を育成する必要がある。又、子供達に

将来、社会や職業で必要となる資質・能力を育むために

は学校で学ぶ事と社会との接続を意識させることも重要

である。

　昨年度は、コロナ禍の中、キャリアパスポートの活

用・充実及び地域教育資源の活用に課題が残った。そこ

で今年度は、昨年度の課題を解決していくことに加え、

社会形成能力を育む授業改善の創意工夫、ゲストティー

チャーや地域資源との関わりを通した実践等、各学校の

実態に合わせた特色ある取り組みを、つなぎ合わせ、総

合的に社会形成能力を育成できる方策を探ってきたい。

３　研究の視点

⑴　各学校の特色を活かした教育活動の推進

⑵�　総合的に社会形成能力を育成するための校長の関

わり

第 ８ 分 科 会

研究主題

　社会形成能力を育む教育の推進

　～ 社会に貢献しようとする資質・能力・態度を育

む教育活動を通して～

提 案 者 新 垣 典 彦 （与那原東小学校）

地区共同研究者 具 志 直 哉 （座 安 小 学 校）

〃 大 村 朝 彦 （阿波連小学校）

〃 平 良 正 哉 （大里北小学校）

４　研究の実際

「与那原東小学校（児童数680名）」

⑴　校内研を柱とした社会形成能力の育成

「主体的に課題に向かい、学び合う児童の育成」

　～数学的な見方・考え方を働かせる

　　　　　　　　　数学的活動の工夫を通して～

　本校の児童は、互いのよさを認め合い協働して取り

組むことに課題がある。そこで、校内研では、学び合

いを通した他者理解や働きかけを含めたコミュニケー

ション能力等の育成を目指している。

◇共通実践事項

①　ノート指導の充実

　数学的活動を取り入れた学びの足跡が見えるよ

う、発達の段階に応じた学年（授業）マイノート

の活用・評価・改善

②　表現方法の工夫

　学び合いの充実のため、式や言葉、図などを活

用し、自分の考えを表出させる手立て

③　「振り返り」の充実

　学びの過程を価値付け、次の学びに繋げるため、

振り返る視点の明示や書き方等の例示

◇具体的な手立ての例

①－1　つまずきや見方・考え方を根拠に問題を焦

点化し、教材提示の工夫をする。

①－2　目的に応じた問い返し、発問等で思考を広

げ、深める。

②　学び合いの充実にプチ自力・プチペア学習を取

りれる。

③　２つのまとめを意識した振り返り活動を行う。

〔知識・技能〕〔見方・考え方〕

⑵　校長としての関り

　校内研修においては、ミドルリーダーである校内研

主任が担当する。また、校内研部会も活発でその意思

を尊重する立場をとっている。私からは「見方・考え方」

とは何か。「主体的、対話的で深い学び」との関係は

何か。「指導と評価の一体化」を主眼に、子供の姿を
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見取る姿勢について理論研の実施をお願いした。合わ

せて、子供のよさや可能性についても触れ、「自己肯

定感の高まり」や「学び・育ちの実感」を「組織的な

関わり」で支援することが「子供の自立」を促し、本

校が目指す子供像の具現化につながることを様々な場

面で共有した。

⑶　成果〇と課題●

〇�　校内研テーマ・学力向上推進などを柱に学校に

おける諸活動のねらいと学校教育目標（目指す子

供像）を結びつけることによって、コミュニケー

ション能力への意識の共有が図られた。

●�　地域や保護者を巻き込んだ学校経営の工夫によ

り、持続可能な環境づくりを通した社会形成能力

の育成に取り組む必要がある。

「座安小学校（児童数500名）」

⑴　めざす子供像と達成のための手立て

【本校がめざす「社会形成能力」の明確化】

　見出しのことを目的としたワークショップ研修を

開催した。

　校内研の目的は、全教職員で育成する「関わる力」

を焦点化するためだ。以下、１～２位は「生徒指導

部会」、３位は「学推・校内研部会」が中心となり

推進している。

【本校がめざす「社会形成能力」（関わる力）】

　１位：【あいさつできる子（進んで、元気よく等）】

　２位：【人の話を聞くことができる子（最後まで等）】

　３位：【自分の思いや考えを伝えることができる子】

　成果はまだまだであるが取組が具体的になった。

【児童アンケートの結果】

　１位の項目：【81％（R３）→82％（R４／７ )】

　２位の項目：【87％（R３）→93％（R４／７）】

　３位の項目：【51％（R３）→58％（R４／７ )】

【地域等の人材活用で「関わる力」の育成を目指す】

　本校の地域コーディネーターの尽力もあり、４～

７月で延べ121名の人材活用が実現した。特にクラ

ブ活動にはプロのダンサー等25名が関わり、ワクワ

クする活動となった。

【児童が展開する座安スタンダードの授業づくり】

　本校では児童が輪番で学習リーダーとして教師役

を務め、児童だけで学習展開していく授業づくりを

行っています。極端に言うと、教師の出番は５～10

分、残りの40～35分は児童が思考し対話し協議しま

とめていく時間となります。本授業の充実を通して、

子ども達の聞く力、自分の考えを伝え合う力などを

育んでいます。（本授業は「県校長会研究紀要21」

に掲載されています）

⑵　校長としての関わり

【ＣＳの運営と充実】

　今年度、以下の人材を学校運営協議会員とした。

地域コーディネーター】【市商工会青年部長】
【生徒指導等に関する有識者】　　　【ＰＴＡ会長】
【各自治会の代表者】　　　　　　　現在合計７名

　校長の職務の１つに学校運営協議会の運営があ

る。喫緊の課題は「生徒指導の充実」と「地域人材

等の活用」。【生徒指導等に関する有識者】は、生徒

指導主任や教育相談担当と協働して生徒指導の安定

につなげている。地域人材の活用は【地域コーディ

ネーター」が活躍している。

【主体的協働的に運営できる組織改編】

　本校の３つの部会の運営方針は以下の２つである。

○ 各部会の長へ各部会で協議する実践事項等への決　
定権を与え、推進力を高める。（校長へ伺い無し）

○ 企画委員会の前に「拡大教務会」を開き、校長等との
報連相確を図る。

　本校の取組の工夫改善は、この部会の中で、主体

的協働的に計画、実践されている。

⑶　成果○と課題●

○�　「社会形成能力」育成への具体的取組を共有で

き、地域人材等と連携した関わる力の育成

○　教職員の組織内で主体的協働的な業務遂行

●�　【関わる力】を児童会主導の創意工夫の中で育

めるよう取組のさらなる工夫改善

●�　キャリアパスポートを活用した【関わる力】の

育成

「阿波連小学校（児童数14名）」

⑴　授業改善と地域資源の活用

　「全児童が楽しく通える学校」にしていくために、「緊

張したけど発表し認められた喜び」「友達から称賛を

受けた喜び」「分かる喜び」「できなかったことができ

るようになった喜び」「喧嘩したけど、また仲良くな
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れた喜び」が実感できる学校経営、授業づくりを目指

している。

【授業改善】

◇人間関係形成・社会形成能力

　（他者との協力・協働・コミュニケーション力）

・人と関わりながら学ぶ。対話を通して学ぶ。

◇自己理解・自己管理能力

　（自らの感情や思考を律し、主体的に進んで学ぶ力）

・ 学習規律・学習に臨む姿勢・規範意識・自分の

役割・自分のよさ

◇課題対応能力

　（課題を発見し、処理・解決する能力）

・ 問題解決的学習「課題把握・自力解決・比較検討・

まとめ」・既習事項の想起・協働学習・声かけ

◇キャリアプランニング能力

　（ 様々な情報を取捨選択し、目標達成に向けて努

力、計画する力）

・学習や課題解決のための計画を立て、努力する。

①�　上記の具現化に向けて、キャリア教育における

４つの基礎的・汎用的能力と日々の授業実践とは

密接な関連があることを全職員に周知し、授業改

善を行う。

②�　１・２年、３・４年、５・６年の完全複式学級で

対話を大切にした授業づくりに努め「ガイド学習」

を取り入れ「指導過程の工夫：ずらし」を行う中

で、主体的に学習に参加する態度や対話から学び

を深めている。

※ 「ずらし」とは、２つの学年の指導が重ならな

いように教育課程を学年別にずらして実施する

こと。

※ 「ガイド学習」とは、教師が直接指導できない

ときにガイド役の児童が学習を進めていくスタ

イル。

【地域資源の活用】

　身に付けさせたい基礎的汎用的能力の重点

①�　本校の校訓である「愛郷」にもあるように、地

域に誇りと愛着を持ち、感謝する心をもつ。

②　相手の目を見てしっかり話を聞くこと。

③�　自分の言葉で場に応じた発言ができること。(お

礼や感謝の言葉)

　�　身に付けさせたい力の重点（基礎的汎用的能力）

を体験活動等を通して、身に付けることを目指す

こと。

○三線○職場体験○平和学習の講話

○避難訓練○交通安全教室や非行防止教室等

⑵　校長としての関わり

　授業改善においては、日々の授業実践とキャリア教

育における４つの基礎的汎用的能力は、密接に関連し

ており、自己肯定感の高まりや授業改善につながるこ

とを、様々な場面で全職員に伝えている。

　地域資源活用においては、ねらいをしっかり児童と

共有し、振り返りまでを一連の流れで行うことを大切

にするよう、職員に伝え、児童に対しては校長講話や

学期終業の校長の話の中で触れている。

⑶　成果○と課題●

○�　キャリア教育と日々の授業との関連を確認し、

校内研を進める中で、他者と関わることで基礎的

汎用的能力が育まれることについて、意識の共有
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を図ることができた。

●�　年間を通し一貫して、身に付けさせたい基礎的

汎用的能力の重点について意識を持たせること。

「大里北小学校（児童数337名）」

⑴　コミュニティースクールの充実

　昨年度の課題に加え、他者と協働して積極的に社会

に参画し、社会を形成していく力に注目した。今年度

開始したコミュニティスクールについて考えてみた

い。南城市では、学校を核に地域力が高まることによ

り「第２次南城市総合計画」に示すまちづくりの基本

方針「ひとが育つ」「ひとが活きる」「くらしの質が高

まる」「地域が元気になる」「まちが整う」の将来都市

像委の実現を目指している。

①　コミュニティスクールの目的

　市内では、学校と地域が連携・協働して、南城

市全体で未来を担う子供たちの成長を支えるネッ

トワークを形成し、地域の力を生かした学校運営

を図ることにより、学校や地域が抱える課題を解

決するとともに、地域を担う人材育成のため当事

者意識をもって子供の成長を支えていく地域・社

会総がかりによる「地域とともにある学校づくり」

を目的としている。

②　本校のコミュニティスクールへの取組

　校歌にも謳われ、地域のシンボル的な存在であ

るあまごい森の名称にちなんで、学校運営協議会

は「あまごいネットワーク」と名付けた。

③　既存組織とリンクさせる

　CSの取り組みとして新たに組織を立ち上げる

よりPTA等既存の組織と連携して活動を広げる

ほうが現実的であり、実効性も高まると考えた。

　組織をシンプルに役割分担として、次の３つに

構成した。すなわち、学習、安全、環境整備３つ

のしま（グループ）をつくり、PTAの既存の委

員会はCSの３つの島のいずれかに紐づけ、連携

して活動できるように確認した。

④ 　学校の教育活動を支援する３つの役割を意識し

ながら、取り組みを検討する。

　あまごいネットワークのメンバーが集う日を奇

数月の15日の午後２時（本校）とし、都合のつか

ない場合はご遠慮なくお休みくださいとした。

　必要に応じて臨時に関係する方と話し合いを持

つこともあり、授業の進捗や行事の持ち方に小回

りが利くような活動にしている。

⑵　校長の関わり

　２カ月に一度、学校運営協議会を開催し、必要に応

じて授業参観や児童の学校での様子を見ていただいて

いる。２～３カ月先を見通して外部からの協力をいた

だきたい活動について話し合っている。例えば、遠足

や校外探検にあたっての見守りや移動時の随行などの

他、地域ガイドなどもお願いしている。

　校内における野菜栽培や受水走水（南城市にある稲

の発祥地）の体験農場での田植えや稲刈りの補助、平

和学習講師、マイクロバスの運転手など多岐にわたっ

て学校の学習活動を支えていただいている。突発的な

依頼にも応えていただいており、多くの場面で児童の

安全確保や学習内容の充実に役立っている。

　校長から依頼して後に各学年主任から活動の詳細に

ついて説明し連携を深める。急なスケジュール変更な

どにも対応できるようにしている。

　課題としては、学校長が人材バンクの連絡窓口担っ

ている状態であり、学校運営協議会に連絡を担える人

材の確保が望まれる。また、コロナ禍で地域の行事や

児童が参加できそうな取り組みが少ない中、CSの本

来の設置目標のひとつである「地域のために何ができ

るか」を積極的に考えていきたい。

⑶　成果○と課題●

○�　地域との関りによい起爆剤となり、地域に開か

れた学校としての活力が出た。

●�　地域人材も学校職員も個人的な関りに温度差が

あり、活動の広がりが十分ではない。

５　おわりに

　どの学校においても諸活動を社会形成能力の育成に向

けて教職員間の意識の共有を図ることによる成果をあげ

ている。その中で「関わる力」の育成を意識した取組を

紹介したが、個々の意識の継続や温度差には課題が残る。

今後も各学校の強みを生かしつつ、創意工夫を積み重ね

ることを通して、社会形成能力の育成に関する取組を学

校や地域に広げていく必要がある。
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１　はじめに

　2020年からの新学習指導要領では、「よりよい学校教

育を通じてよりよい社会を創る」という理念を学校と社

会が共有し社会と連携・協働しながら未来の創り手とな

るために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育

課程」の実現を重視し、その理念を前文に明示している。

この理念の実現に向けて、組織的・継続的に地域と学校

が連携・協働していくことが大変重要であるといえる。

２　主題設定の理由

　「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」と

いう理念の実現に向けて、文部科学省は、具体的な取組

として、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

や地域学校協働活動の一体的推進の重要性を唱え、コ

ミュニティ・スクール（以下ＣＳ）導入については努力

義務とした。沖縄県内においても各市町村においてＣＳ

導入が進められている。

　那覇市では、市内全校のＣＳ導入の具体的な動きはな

いが、第３次那覇市教育振興基本計画において、生涯学

習を推進し、地域の教育力を向上させるまちづくりのた

めの施策として「学校が学びや育ちの拠点となるまちを

つくる」ことを打ち出している。また、平成28年度には

「小学校区コミュニティ推進基本方針」を策定、「校区

まちづくり協議会支援事業」を展開し小学校区における

コミュニティを推進しており、令和４年４月には14校区

で協議会が設立されている。

　それぞれの取組は、前者が教育委員会、後者は市民文

化部まちづくり協働推進課が打ち出しているものではあ

るが、組織的・継続的に地域と学校が連携・協働してい

く部分があるという点では相違はない。そこで、「学校が

学びや育ちの拠点となるまちをつくる」実践、「校区ま

ちづくり協議会」の実践、それぞれが、「社会に開かれ

た教育課程」の実現にどのようにつながっているのかを

明らかにし、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会

を創る」ことの本質に迫りたいと考え本主題を設定した。

３　研究の視点

　家庭・地域等と連携し充実した教育活動を展開できる

学校づくりの推進を以下の２つの実践に焦点をあて研究

する。

⑴　学校が学びや育ちの拠点となるまちづくり（識名

小学校の実践）

　( ２)　校区まちづくり協議会（真和志小学校の実践）

４　研究の実際

【那覇市立識名小学校】

⑴　学校の実態

　児童の在籍は627名であり、25学級そのうち５学級

が特別支援学級である。本校区においては、以前より

公民館、自治会等と連携した教育活動が展開されてお

り、多くの地域の方々の協力を得ている。その中で、

それらを継続、発展させ児童の学びを充実させるとと

もに、地域の児童が将来にわたって地域づくりにどの

ように関わっていけるのかを考えながら実践したこと

を紹介する。

⑵　研究の取組

＜公民館と連携した取組＞

　校区内に那覇市立繁多川公民館があり、その運営

は、NPO法人１万人井戸端会議が那覇市から業務

委託を受け行っており、社会教育の視点で地域と学

校でまちづくりを推進している。地域文化と歴史を

掘り起し誇りと生きがいを高めながら、世代を結び

つけることなどを通して、識名地域の１万人規模の

生活圏で教育や福祉の課題を解決するしくみづくり

を行っている。

①　地域顔合わせ会

　４月に繁多川公民館において、中学校区青少協

会長をはじめ、自治会長、地域の民生委員・児童

委員、補導員、教育相談員、地域サポーター、識

名児童館、地域包括センター繁多川、繁多川公民

館、繁多川図書館、地域のこども園、幼稚園、保

育所、放課後児童クラブ、その他多くの皆さんと

学校職員との顔合わせ会を実施し、各機関等が連

携して学校、地域、家庭を支えている現状が確認

できた。実施に至る経緯は、識名小校長として赴

任の挨拶のため公民館を訪ねた際、公民館長より、

早い時期に地域の顔合わせ会を実施したいとの話

があり、ぜひお願いしたい旨を伝え実現した。新
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年度スタートにあたり、年間の活動を見通して連

携を図っていくためによい機会となった。

②　学習支援

　本校の総合的な学習の時間等で公民館職員等を

講師に招いて授業を行ったり、体験活動の支援を

仰いだりしている。また、公民館がコーディネー

ター役となり県外から講師を招聘する連携事業も

実施した。

　５年生の平和学習では、４回にわたり、オンラ

インで公民館とつなぎ、公民館長や地域の方々か

ら沖縄戦の概要や体験談等について話をしても

らった。また、６年生は平和学習で作成したリー

フレットを公民館に展示し、公民館利用者にも見

てもらう場を提供してもらった。

　３年生の地域学習では、公民館職員が来校し、

各クラスで地域の様子や歴史、史跡等を紹介する

取組を行っている。さらに、地域で古くから盛ん

であった豆腐づくりについて掘り下げ、児童の体

験学習へと繋げている。本学習で連携した公民館

職員は、本校の出身であり、小中学校時代から公

民館の活動に参加し、ジュニアリーダー等を経て、

現在公民館職員として働き、本校の学習支援を

行っている。学校を拠点としたまちづくりの理想

的モデルともいえる。

　公民館がコーディネーター役となり、学習支援

を行った例として、低学年、高学年での性教育の

授業がある。県外から講師を招聘し、性に関する

情報が氾濫する中で、幼いうちから正しい知識を

身につける重要性について確認する良い取組と

なった。講師は、県内数か所における学校での授

業や公民館等におけるワークショップの講師とし

て来県した。本校における授業の内容や日程につ

いては公民館の担当者がコーディネーター役を

担った。また、授業内容を間接的に保護者にも伝

えるなど保護者の学びの場としても設定した。

③　子どもの居場所づくり

　繁多川公民館が識名小放課後子ども総合プラン

会議の事務局となり会議を主催。識名小の全ての

児童の放課後の安心、安全の確保と居場所づくり

を目指し、地域の学童クラブ、児童館、民生委員

等が定期的に意見交換を行う。また、放課後だけ

でなく、土、日や学校の長期休業中の児童の居場

所として公民館広場をプレーパークとして開放

し、遊びや学習を行える場として提供している。

児童の活動の様子を公民館と共有することで、児

童理解にもつながっている。

＜地域サポーターと連携した取組＞

　石田中・識名小サポーターとして地域の方々約30名

が活動している。主な活動は、朝の交通立哨や地域の

環境美化、環境整備で、クラブ活動の外部講師も担っ

ていただいている。サポーターの支援の様子を朝会

で児童に伝えたり、学校だよりや学校ホームページで

保護者等に伝えたりして、地域に支えられ学校生活を

送ることができていることを共有している。

①　児童・生徒の登下校を見守る支援

　識名小児童と石田中生徒の通学路はほぼ共通で

あるため、小中共通のサポーターが、大通りを横

断するポイントをはじめ、住宅街の狭い道で車の

往来が激しいポイントなどで立哨を行っている。

立哨個所については４月に学校長を中心に校区内

を見て回り、サポーターの方々と調整した。また、

定期的に立哨個所を回りサポーターの方々への声

掛けや、情報交換を行っている。さらに、下校時

の見守りについても必要に応じてお願いしてい

る。また、途中で登校を渋る児童に声掛けをして

登校を促したり、学校まで付き添ってくれたりす

るなど登校の支援も行っていただいている。
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②　クラブ活動等における支援

　児童のクラブ活動では、華道・茶道クラブ、三

線クラブ、うちなーぐちクラブでサポーターのみ

なさんにお世話になっている。それぞれのサポー

ターのみなさんは、各分野の普及活動も行ってい

るため、児童の活動の支援をするとことで、華道・

茶道、三線、うちなーぐちを広めることにつなが

るとして、児童、サポーター双方にとってプラス

となる支援になっている。また、華道のサポーター

は、週に１回程度、校内の生け花コーナーに花を

生けていただき、校内の環境整備にも尽力いただ

いている。三線のサポーターには、毎週水曜日に

お昼の放送を担当していただき、沖縄の黄金く

とぅばを紹介してもらい、関連する歌を三線の生

演奏で披露していただいている。

＜地域自治会との連携＞

　本校校区には繁多川自治会と識名自治会の二つの

自治会があり、学校長は定期的に自治会を訪ねたり

連絡をとったりして情報交換を行い、さまざまな場

面で連携を図っている。

①　学校評議員会

　繁多川、識名両自治会の会長には学校評議員を

お願いし、学校運営に関して意見を伺うと同時に、

地域と連携して児童を育んでいくうえでの成果や

課題を共有し、学校づくり、地域づくりに生かし

ている。

②　学校の情報を共有

　毎月発行している学校だよりを自治会にも配布

するとともに、両自治会の掲示板にも掲示しても

らい保護者だけでなく、地域住民へも学校の様子

を伝えている。

③　自治会行事、地域行事における連携

　夏祭りや盆踊り、旗頭等の地域行事の際に、児

童の様々な活動の場を設け、地域行事継続の担い

手として育てるとともに、地域を愛する心を育む

ことにつなげている。学校が那覇市の旗頭フェス

ティバルに参加する際には自治会の青年会と連携

し練習を実施している。

④　地域課題の共有

　通学路の危険個所等について自治会と情報を共

有することで、自治会で対応可能な危険個所等の

修繕を行ってもらうなどの連携を図っている。ま

た、自治会等の協力の下、本校の地域連携室にお

いて、生活困窮家庭の児童の食料等の支援を行っ

ている。

【那覇市立真和志小学校】

⑴　学校の実態

　児童の在籍は442名、23学級、内７学級が特別支援

学級である。本校は明治13年に開校し、創立143年を

迎える歴史ある小学校である。那覇の中心部に位置し

ているが、長年にわたり地域に住んでいる世帯が多く、

祖父母、両親、児童、と三代以上にわたって本校に通っ

ているという家庭も少なくないのが大きな特徴であ

る。それ故に地域に誇りをもち、母校に愛着を持って

おり、地域みんなで子ども達を見守る温かい雰囲気を

持っている。その一方で高齢化が進み、自治会の活動

が停滞している状況も見られる。

⑵　研究の取組

＜真和志小学校区まちづくり協議会の取組＞

①　概要

　真和志小学校区では那覇市の提唱する「協働に

よるまちづくり」に基づき、市の支援のもと、令

和２年度「真和志小学校区まちづくり協議会」が設

置され、３年度より本格的に活動を開始している。

②　目的

・子どもたちとお年寄りが繋がる取組み

　（登下校見守り・一緒に楽しめる活動）

・地域の環境美化

　（花いっぱい運動・美化清掃）

・防災・減災の取組

　（防災訓練・マップ作成等）

③　構成メンバー

　真和志小学校区在住者、在勤者すべてが対象と

なっている。（自治会、PTA、学校、企業、事業所、

民生員等）

R４年度４月末会員数：48人（団体）

・那覇市協働大使（会長）・真和志小学校校長（副

会長）・真和志小学校PTA・自治会長・公民館館長・

社会福祉協議会・地域企業・団体・個人

④　活動の実際

　校内の地域連携室において、役員会と定例会を

毎月交互に行い、活動報告や各種団体からの告知、

情報交換を行っている。
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ア　新１年生に交通安全のお守り贈呈

　交通安全の願いと真和志小みんなが「輪」に

なって繋がれるようにという願いを込めた手作

りのお守りを贈呈していただいている。

イ　花いっぱい運動（常時）

　学校正門付近・周辺歩道にプランターを設置。

花植え、灌水作業を栽培委員と一緒に行ってい

る。週末は会員が灌水を行っている。

ウ　フードドライブ

　家庭で余剰になった食品や日用品を寄贈して

いただき、真和志地区で支援を必要とされてい

る家庭に届ける取り組み。地域のコンビニエン

スストア駐車場に会場を設置。校長（副会長）、

本校PTAもスタッフとして参加。昨年度は２

回実施、職員や児童、家庭からの多数寄贈があっ

た。今年度は３回実施予定。

エ　防災・減災の取組

　設立当初から予定していたが、コロナ禍の影

響で未実施。今年度は防災・減災の取り組みの

実施を予定している。手始めに防災講話を計画

している。災害時に学校が避難所になることを

想定し、学校と連携した防災訓練、安全マップ

作成を行う予定である。

＜真和志小学校放課後子ども教室の取組＞

①　概要

　真和志小学内地域連携室を活用して放課後の子

どもの居場所作りを行っている。講師（世話役）

は真和志小の地域の方が担っている

ア 　学習支援（毎日）主に低学年の児童が利用

している。内容は補習や折り紙、工作等

イ 　各種教室（踊り・琴・三線・キンボール）

５　成果と課題

⑴　成果

① 　公民館と連携することで、公民館で活動する団

体や指導者に学校支援ボランティアとして活動し

てもらうことができ、地域学習等の学校の授業の

充実、地域に愛着をもつ児童の育成につながる。

② 　自治会や地域の方々と連携することで、安全面、

環境整備の側面、生活困窮家庭の支援等、学校だ

けでは解決できない課題も解決の方向へ導くこと

ができる。

③ 　学校、PTA、地域が一体となった組織（校区

まちづくり協議会）が設立されたことにより、学

校と地域の連携が取りやすくなった。

④　子ども達を地域で育む意識が高まりつつある。

⑵　課題

① 　より多くの、より幅広い地域住民、団体等との

連携を図る。

②　学校を拠点としたコミュニティの活性化

③　コロナ禍での連携、活動の工夫

④　コロナ禍での対面の活動の工夫

⑤　活動の幅を広げるための工夫

６　おわりに

　「社会に開かれた教育課程」の実現には学校と地域の

連携・協働が欠かせない。この点においては、学校が学

びや育ちの拠点となるまちづくりの実践においても、校

区まちづくり協議会の実践においても、それぞれの地域

の団体や機関、施設と連携・協働している。そして、そ

のことで小学校区を単位とした規模での地域づくりに向

かっていく取組になっている。しかし、学校が地域に支

援してもらっているだけの一方向の関係だけでは、その

目標は達成できない。よりよい学校教育を通じてよりよ

い社会を創るためには、地域と学校がパートナーシップ

に基づき連携して課題解決に取り組む双方向の関係を築

くことが、これまで以上に重要になってくる。

　学校評議員会の持ち方の工夫や学校と地域をコーディ

ネートする機能をどこに見出すか等、地域を俯瞰した大

きな視点を持って学校運営に臨みたい。

　コロナ禍の影響を大きく受けている昨今、学校と地域

が物理的にも心理的にも遠くなっているのも現状であ

る。感染状況の収束が見られずしばらくこの状況が続く

ことが予想される。収束を待つことで取り組みを先延ば

しにするのではなく、今、できることを最大限に取り組

んでいきたい。
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第 10 分 科 会

研究主題

　新しい時代をつくるために必要とされる資質・能

力を育む、校長の理念と指導性

提 案 者 上 間 　 久 （東 江 小 学 校）

地区共同研究者 島 川 直 樹 （本 部 小 学 校）

〃 赤　嶺　美奈子 （西 小 学 校）

〃 岸　本　五穂子 （安 和 小 学 校）

１　はじめに

　現代社会は、グローバル化、急速な情報化や技術革新、

少子高齢化の更なる進行等、きわめて変化が激しく、予

測困難な時代を迎えている。今後子どもたちにとっても、

先行き不透明な時代を迎えることから、様々な変化にお

いて積極的に向きあい、他者と協働し課題を解決する資

質・能力の育成等「生きる力」を育む教育活動の充実が

重要である。

２　主題設定の理由

　そこで、沖縄県教育委員会が進める「沖縄県学力向上

推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」の「方策５」から、「社

会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校連携、地域

連携を通して「確かな学力の向上」を推進し、これまで

の歩みを通して培ってきた、学校や家庭・地域及び関係

機関との連携をさらに進め、子どもたちに必要とされる

資質・能力を見据えた、効果的な取り組みが展開できる

よう、より具体的な教育実践の在り方について、校長の

理念と指導性を究明する。

３　研究の視点

　協議題②の「家庭・地域社会と連携した学力向上のあ

り方」を明らかにするため、次の研究の視点を設定した。

⑴　学校経営ビジョンの共有を図る校長の指導性

⑵ 　キャリア教育・体験活動の充実を図る支援体制の

構築

⑶　関係機関等と連携した実践と校長の役割

４　研究の実際

⑴　本部町立本部小学校の実践事例（児童数516名）

①　実践内容

ア　子供の学習状況を「揃える」

○　４月「学級組織づくり」支持的風土づくり

○　５月「安心安全づくり」脳の引き出し授業

　「脳の引き出し特設授業」を行う事により、

各学年・学級に居る「困り感」を持つ子供を

理解すると共に、その子の気づいていない脳

の引き出しを開けてあげる「ふわふわ言葉」

を創りあげていく。

○ 　６月「本小授業づくり」教師間のOJT（校

内研修、提案授業、互見授業、検証授業）等

を進め、授業改善による『教師力』UPこそ、

チームとしての『学校力』UPに繋がり、学

力向上を推進する上で必要不可欠だと考える。

イ　学校評価と教職員評価。

○　学校評価は「開かれた学校づくり」。

　学校関係者評価を、学校・家庭・地域間の

コミュニケーション・ツールとして活用。学

校経営をあるべき姿へ動かすエンジン（推進

力）の一つが「学校評価」である。

ウ　「グッジョブ連携協議会」との連携。

○ 　本部町グッジョブ連携協議会のご協力を頂

き、キャリア教育にとって不可欠なリアルな

ロールモデル（お手本）となる体験活動を実

践。地域を支える産業や企業の魅力について

知り本部町民としての誇りを持ち、地元の活

性化・発展を担う人材育成の機会とする。

②　校長の指導性

ア　校長の経営ビジョンと組織づくり。

○ 　本校の教育目標『強く、豊かに、賢く』を

具現化する為に、「本小の揃える」に力を入

れる。

○ 　若い教師層へは、「授業力向上・学級経営」

を、中堅教師層へは、「授業構成力・職能技術」

を、ベテラン教師層へは、「学校運営への参

画力」等を通して組織づくりを行う。

イ　「開かれた学校づくり」と「評価管理」。

○ 　「開かれた学校づくり」」を進めるには、「学

校評価」と「教職員評価」を両輪とし、「学

校経営ビジョン」実現化の為のマネジメント

サイクルに取り組んでいく。

ウ　キャリア教育の視点を明確にする。

○ 　夢や希望を育む体験学習を実施。「ふるさと

学習」を軸にした地域学習を意識し、地域の

人材・施設などを活用し「出会い・交流」を多

く設定し、地域に目を向けさせるようにする。
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⑵　名護市立安和小学校の実践事例（児童数90名）

①　実践内容

ア　学校経営ビジョンの共有

　本校の教育目標、地域を愛し、未来を切り拓

く安和っ子（心豊かな子・自ら進んで学習する

子・健康で明るい子）を具現化するため、国・県・

市の教育施策や本校の課題等を踏まえ学校経営

ビジョンを作成し、年度当初に職員と共有し実

践中である。

　また、保護者に配布、学校運営協議会の中で

説明をし理解を図った。

　今年度、学校課題（児童・教師含めた）を踏

まえ実践していることを紹介する。

○ 　一事徹底、本校の課題「進んであいさつ、

場に応じた言葉遣い」をあげ、全職員で共通

理解を図り、実践。校長として、校長講話で

児童にあいさつの大切さや言葉を大事にする

こと、相手を尊重することなどを話し、全職

員・全児童で取り組むことの一つとした。

○ 　授業改善の一つとして互見授業週間(年２

回予定）を設定。６月に一人一回の授業公開

をし先輩・後輩教師がお互いの良さや課題な

ど学び合える時間となった。管理者も授業参

観を行い、授業参観シートに感想やアドバイ

スなどを記入し、授業者に配付。時間が設定

できる場合は一緒にふり返る。また、児童に

も良い刺激となった。

○ 　家庭学習（課題学習・自主学習）の取組は

学習時間のめやすや家庭の役割、学校の役割

を確認し、資料を作成。家庭に配布し、協力

を得る。家庭学習の取組状況は、ほとんどの

児童が毎日取り組んでいる。（約８割）今後、

質を重視した家庭学習、自学自習力の育成に

向けて取り組んでいく。

イ　キャリア教育・体験活動の充実

　本校はシークヮーサーの里・勝山の麓にある。

地域の生産者が有限会社勝山シークヮーサーを

立ち上げ、商品を製造・販売している。本校で

地域の自然環境や特産品のよさを知る上でも

シークヮーサー作りを通して、キャリア教育・

体験活動の充実を図っている。

　学校の周囲にはシークヮーサーの木が24本あ

り、全児童で手入れを行う。11月に収穫・出荷

する。収穫後、どのように商品になっていくの

か、調べたり、実際に工場見学をしたりする。

ジュース瓶やジュレ瓶のラベル作り、ジュレ作

り、シークヮーサーの商品紹介、商品販売と工

場の方の協力を得ながら、６か年間を通して学

ぶプログラムになっている。

ウ　関係機関等と連携

　本校では地域の方（駐在所の方や区長さん含

む）や保護者による読み聞かせボランティア

「あわきりん」が週一回金曜日の朝活躍してい

る。コロナ禍、５月からスタートし、子どもた

ちにとっても心豊かな時間になっている。ボラ

ンティアの方は、図書室にて、始まる前に読む

本の準備、終わってからは読んだ本や今日の感

想などを記録する。その際、校長も参加し取組

の激励を行いながらコミュニケーションを図り

より良い関係性を築いている。

②　校長の指導性

ア 　明確な学校経営ビジョンを示し、全職員共通

理解、ベクトルを揃え共通実践を行う。常に状

況を確認し、校内研主任・学力向上担当と連携

しながら改善していく。

イ 　地域のよさを生かしたキャリア教育・体験活

動の充実をより一層図っていく。また、実践す

る上での外部講師の招聘や予算確保など行政・

地域・家庭との連携を図る。

ウ 　学校評価の効果的活用と学校だよりやホーム

ページ等を通して、家庭・地域へ学校の取組の

理解や支援等の周知を図る。

⑶　伊江村立西小学校の実践事例（児童数140名）

　本校は、隣接する幼稚園と幼少連携を密に学校運

営にあたっている。園児58名を含めると全児童・園

児は198名で村内3学校の中では在籍数が一番多い学

校である。

　本村では、伊江村学力向上推進委員会を中心に学

校・家庭・地域・行政の連携を強化し村ぐるみの教

育を推進している。キャリア教育においては伊江村

型就業意識向上支援事業を展開し、小学校から中学

校までの横断的な伊江村型キャリア教育を行い、将

来島を建てる人材の育成に繋がる教育活動を通して

学力向上を推進している。

　本校においては、これからの時代に必要な力を「自

律」と「創造」にまとめ、生きる力の育成を次の通

り実践した。

①　実践内容

ア　キャリア教育の推進

　６年生が外部人材を活用しキャリア教育を実

施している。各班がレストラン経営を行いマー

ケティング、から集客までの構想を描き実社会

に結び付けた取り組みを通してキャリア教育を

深めている。社会を構成する多くの企業や人を

学校教育に介入させることでキャリアの視点が

広がる。

　他学年においても、これからの時代に必要な
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能力を身に付けるための学習を進めるうえで、

外部講師などの招聘、予算の確保など校長とし

てヒト・コト・モノを揃え効果的な学びに繋が

る体制を整える。

イ　ビジョンの共有と教育課程への位置づけ

　これからの時代に必要とされる資質能力を

「自律」「創造」として捉え、学校教育ビジョ

ンに示し、取り組みの方向性を地域、保護者、

児童、職員へ示し、教育活動全般でビジョンの

実現を念頭に実施する。

ウ　ＰＴＡ３役定期情報交換会

　学校現状や課題の共有、それらを踏まえ保護

者に協力を依頼。学習指導に係る教材購入や講

師紹介などの情報を得る。

エ　校内研修の工夫

　前年度に作成されている年間指導計画は、新

年度の職員の資質能力を踏まえ適宜変更し学校

教育ビジョンの実現に向けた授業作りや学級体

制作りのために研修に置き換える。特に理念を

踏まえた各学年の授業作りでは、校長が45分張

り付き授業参観を通して、あるいは、OJTを推

進する上で校長による授業を通して、学習指導

要領の目指す主体的・対話的で深い学びを示す。

②　校長の指導性

　実践内容に示してある通り校長の学校教育ビ

ジョンの共有化、ビジョンの具現化、具体策を、

職員、地域、児童、保護者へ示し導くことが校長

としての責務である。

　教職員のポテンシャルを引き出し最大限に生か

す場面の設定も校長の役割。

⑷　名護市立東江小学校の実践事例（児童数399名）

①　実践内容

ア　学校経営ビジョンの共有

○ 　学校教育目標を実現するためには、校長が

学校経営ビジョンを具体的かつ明確に示すこ

とが前提となる。そこで、教職員には一人一

人が積極的に学校運営へ参画できるよう、年

度当初の職員会議で、取り組みの方向性の共

有を図った。更にその進捗状況については教

職員評価システム面談を利用して、個別に指

導助言している。保護者・地域には、学校評

価で「細かすぎて分かりづらい」との声があ

がったことから、その内容を見直し、シンプ

ルな構成にして、伝わりやすさを優先した。

更にその取り組み内容・状況について、学校

便りで数回に分けて説明し共有を図っている。

○ 　本校の特色ある教育活動「インクルーシブ

教育の視点に立った学習環境づくり」（３つ

の大丈夫・３つのお隣さん、ふわふわ言葉、

脳の引き出し等）について、保護者・地域に

積極的に授業公開をしている。更に、学校便

りやＨＰ等で情報を発信し、学校運営への理

解と協力に努める。

イ 　キャリア教育・体験活動の充実を図る支援体

制の構築

○ 　今年度はコロナ対策を講じながら地域人材

や資源を躊躇なく活用していくよう職員へ周

知している。これまで教育課程に位置づけら

れていた、ジョブシャドウイング、NIE授業、

昔遊び体験等の他、今後、新たに位置づけら

れそうな、魚さばき体験、英語劇鑑賞、ふれ

あいコンサート等は、地域の方から声かけが

あり実現した活動である。これらの活動は、

子ども達の興味関心を刺激し、探究心の育成

や主体的な学びの姿勢を引き出すことができ

ると捉えられる。CS地域学校協働活動とし

て、新たに支援体制を構築し、キャリア教育

の充実を図る。
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ウ　関係機関等と連携した実践と校長の役割

○ 　本校の最重要課題である学力向上を目指

し、市「授業を中心とした学校づくり研究事

業」に申請して、村瀬公胤氏（麻布教育研究

所）に指導を仰いでいる。校長は御教授頂い

たことを教職員に周知し、児童の学習感・教

職員の指導観の転換を図る授業改善に取り組

んでいる。

○ 　昨年度より中学校区ＣＳがスタートとし、

地域、学校の実情に応じた組織的・継続的な

体制の構築と目標・ビジョンを共有した「連

携・協働」活動を推進している。校長はＣＳ

導入期「つなぐ」ことを意識して、教職員、

保護者、地域の理解と協力を得るため、情報

発信と相互連携に努める

②　校長の指導性

ア 　学校経営ビジョンをもとに、児童、保護者、

地域の実情に沿った「魅力ある学校づくり」に

ついて、教職員・保護者・地域へ共通理解を図る。

イ 　教育委員会や各関連機関と情報を共有し、協

同的な関係を構築して、学校マネジメントに努

める。

ウ 　学校便りやＨＰ、報道機関等を通して、家庭、

地域への情報を発信に努め、今後の連携・協働

活動体制の構築に努める。

５　成果と課題

⑴　成果

① 　学校経営ビジョンの情報共有、発信を工夫する

ことにより、教職員・保護者・地域に浸透し、学

校課題の改善に繋がっている。

② 　関係機関等との連携により、充実したキャリア

教育を実践。児童自ら意欲的に活動し、学びを深

めると共に、地元に対する理解が深まった。

⑵　課題

① 　コロナ禍における新しい形の保護者、地域の学

校教育への参画。学力向上（キャリア教育、未来

に生きる力）の定義を共有した上で家庭、地域と

の協働活動を推進したい。

② 　現在のキャリア教育の実践内容を継続する上

で、教育課程や週時程を更に見直し、質的・量的

な時間を確保する必要がある。

６　おわりに

　主題設定の理由「社会に開かれた教育課程」の実現に

向けた学校連携、地域連携による「確かな学力」の向上

を推進するためには、児童が「持続可能な社会」の創り

手となることが出来るように取り組むことが求められて

いる。そのためにも市町村の特色を生かした施策推進に

よる学校作りや、キャリア教育の視点を踏まえた校種間

の連携強化及び、学校・家庭・地域の互恵的関係の構築

を図ることが求められる。学校での「学び」がよりよい

社会を創る等、実生活と関連した取組を推進する必要が

あるからこそ、改めて「社会に開かれた教育課程」の実

現が重要である。子どもたちに「確かな学力」を確実に

身に付けさせる為にも、保護者や地域住民等による、学

校運営や教育活動への参画が日常的に実践され、そのた

めにも校長は理念をもってリーダーシップを発揮し、さ

まざまな取組を仕掛け、学校経営にあたらなければなら

ない。
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第１分科会（教育課程）

１　はじめに

　学習指導要領の前文に「よりよい学校教育を通してよ

りよい社会を創る」という理念がある。それぞれの学校

が学びの意義や身に付ける資質・能力を明確にしながら

社会との連携及び協働によりその実現を図っていくとい

う、社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。ま

た、児童生徒が将来において、多様な人々と協働しなが

ら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き持

続可能な社会の創り手となることが求められている。

　各学校においては校長の方針の下、各学校の特色を生

かした教育課程を編成し、その基本的な方針を家庭や地

域と共有しながら実施、改善していくカリキュラムマネ

ジメントに努めなければならない。

２　主題設定の理由

　竹富町には、小中併置校７校、小学校４校、中学校２

校が設置され、本研究員の勤務校は竹富町内の離島僻地

にあり、複式学級を編成する極小規模校である。各島そ

れぞれ地域行事が盛んで学校と地域との関わりも密接で

ある。また、竹富町は令和元年度から町内の全学校にお

いて海洋教育を推進しており、その取組においても地域

社会との関わりによるものが大きい。そこでその海洋教

育を含め、各学校の実態に応じた特色ある教育課程を編

成・実践し、まとめることで研究主題に迫ることとした。

３　研究の視点

⑴ 　学校のカリキュラム・マネジメントの実践及び教

育活動の活性化

⑵ 　学校教育の改善・充実に向けた、「社会に開かれ

た教育課程」の実践

４　研究の実際

■竹富町立小浜小中学校（児童36名、生徒21名）

⑴　はじめに

　本校が所在する小浜島は、石垣島から船で約30分

の場所にあり、色濃く八重山の昔ながらの風習が漂

い、今でも数々の伝統行事が行われている。特に国

の「重要無形文化財」にも指定されている「結願祭」

（五穀豊穣を祈り芸能を神に捧げる祭り）は、島の

提 案 者 美 差 淳 司 （小浜小中学校）

地区共同研究者 仲　地　みゆき （西表小中学校）

〃 與世山　　　操 （黒島小中学校）

〃 下 地 和 美 （竹富小中学校）

行事の中でも盛大に行われる祭祀の一つで、若い世

代へと脈々と伝承され続けている。島民は、暮らし

や様々な営みの中で海洋と密接にかかわり、多大な

恩恵を受けながら、先人たちから受け継いだ豊かな

知識や技術を活用して生活し続けている。

⑵　社会に開かれた教育課程の実践

　本校は、地域と連携しながら周囲を取り巻く海洋

や自然環境、伝統行事等を扱った多種多様な子ども

達の学びを計画・実践している。現行学習指導要領

にも「持続可能な社会の創り手」の育成が求められ

ており、本校においては、海洋教育の実施がその大

きな推進力となると考えている。本校の海洋教育の

テーマは「美しい小浜を守ろう～より豊かな海へ～」

と設定し、児童生徒の発達段階に応じた取組を、生

活科や総合的な学習の時間を中心として、生きる力

を育みながら海洋教育を推進している。

⑶　実践例

①　小学校低学年

　小浜島の自然の中でも、生き物に焦点をあて、

生き物への気づきを学びにしている（小浜島に自

生しているマングローブやそこに自生している

様々な生き物とその環境について等）。

②　小学校中学年

　生き物どうしのつながりや関係性に目を向ける

学習活動を行っている（小浜島の川「フヤーヌ

カー」で、川の特徴やそこに生息する生き物の観

察等）。

③　小学校高学年

　小浜島の農業に目をむけ、自然と産業、歴史と

文化との関わりについて学んでいる（地域青年会

の協力による稲刈り体験等）。

④　中学校

　中学１年生では、島の自然を活かした物づくり

を中心とした体験的な活動（地域の方を講師にク

バの葉を使った「アブル（うちわ）」作りや横笛

作り等）、中学２年生では、島の祭祀について学

び（小浜島の結願祭や旧盆などの祭祀を海との関

わりの視点から考える等）、中学３年生では、こ

れまでの学びを基にした島の職業調べ等を行いこ

第 １ 分 科 会

研究主題

　「カリキュラム・マネジメントの推進」

　～ 学校教育の改善・充実に向けた、「社会に開かれ

た教育課程」の実践～
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れからの生き方について学びを深めている（小浜

島で働く方々を取材し、島内で働く理由や仕事に

対する思いについて等）。

⑷　校長の関わりとリーダーシップ

①　連続した学びの意識化

　学年の発達段階に応じた教育活動を通して、

キャリア教育とも関連付けながら、次学年へつな

げている。これらの一連した学び（キーワード：

循環）には、小浜島の豊かな自然の恩恵を受ける

だけではなく、人として自然にも何かしら還して

いくという考えを持って欲しいという願いも込め

られている。

②　地域の良さの意識化

　本校の海洋教育は、SDGsの視点にもある自然

との共生を含めた「持続可能な開発目標」にもつ

ながると考える。子ども達が島の良さを発見する

ことだけではなく、島の生活と海洋とのつながり

が、これまでの自分の生活とこれからの自分の未

来に関係していることを自覚し、彼らが小浜島の

持続可能な未来の創り手となることを意識して実

践している。

③　校庭の稲作活動

　小浜島はかつて湧き水が豊富で、稲作が盛んな

島であった。当時の多くの水田は現在サトウキビ

畑や牧草地などに変わりつつあるが、「島の稲作

を絶やしてはならない」と地域人材の協力を得て、

校庭に水田を作った（令和４年３月）。水源は井

戸水を利用。校庭の田んぼは、日常的に稲の生長

を観察できるだけではなく、子ども達がトンボや

バッタ、オタマジャクシなどの様々な生き物が田

んぼの生態系になっていることを知ることができ

た。田踏み、苗の植え付け、稲刈り、足踏み脱穀

までの一連の過程を経験し、約10升の稲穂を収穫

した（令和４年７月）。

④　異学年間の「つながり」の意識化

　全学年で行ったもずく採り（４月実施）は、異

学年交流として取り組んだ。小１から中３までの

縦割り班を編制し、班の中で上級生が下級生に採

り方や砂の落とし方、洗い方を教える等の異学年

交流が行われ、上の世代から下の世代に引き継が

れる場面も見られた。

■竹富町立西表小中学校（児童17名、生徒18名）

⑴　はじめに

　本校は、西表西部の祖納・干立・白浜（中学校）

の集落を校区とし、祖納地域に位置している。古来

より西表島の行政・産業・文化の中心地であった。

今でも稲作文化が色濃く残り、「豊年祭」「節祭」等

の祭祀が年中厳かに執り行われている。また、本校

の三大体験学習である「稲作」「和紙づくり」「海の

体験」は、「ふるさと学習」として、地域や保護者

の協力を得て40年近く続いており、地域住民の学校

教育への関心は高く、地域の次代を担う人材育成へ

の期待は大きい。

⑵　社会に開かれた教育課程の実践

　本校の特色を生かした教育課程を編成し、それに

基づく教育活動を通して、児童生徒の目指す資質・

能力を３つの柱にそって整理した。また、伝統の「ふ

るさと学習」の改善、充実を図り、社会に開かれた

教育課程の実現を推進する。

⑶　実践例

①　目指す資質・能力の明確化

ア　自ら学び、考えを伝え合う力

イ　主体的、協働的に課題解決する力

ウ　課題に向かい粘り強く行動する力

　 　PTA総会や学校だより、学校HP等で保護者
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や地域と共有を図った。

②　ふるさと学習の充実

　年間の三大体験学習をそれぞれ以下を基本に体

系化し、体験と学びをつなぐ工夫を行い学習の充

実、持続化を図る。

ア 　総合的な学習の時間を核としたカリキュラム

作成と体験学習のマニュアル化

イ 　小学生から中学生まで発達段階に応じた学習

内容や目標の設定

ウ　地域人材、地域資源の継続的な活用

③　海洋教育の取組

　「海の体験学習」は、サバニ体験、刺し網漁、シュ

ノーケリング・ダイビング体験を３年サイクルで

実施している。小中合同で行うこの体験活動を中

心に、それぞれ教科横断的なカリキュラムを作成

し、全体での学習と学年ごとの探究学習を進め、

地域の一員として今できることや未来に行動する

力を育む。今年度は、昨年度の成果と課題を基に

年間カリキュラムを整理し、各学部のテーマを設

定し取組を進めている。

「西表のすてきなつながりを見つけよう」（小）

「きれいな海を守り未来へ繋いでいくために」（中）

⑷　校長の指導性

①　学校経営方針・指導の重点の確認（校長だより）

② 　児童生徒と身に付けさせたい資質・能力の共有

（校長講話、集会等）

③ 　学校評価や、各行事、各種調査等PDCAサイク

ルの確立と指導助言

■竹富町立黒島小中学校（児童16名、生徒６名）

⑴　はじめに

　本校は黒島の中央部に位置し、児童・生徒22名の

一島一校の小・中学校併置校である。地域の基幹産

業は畜産業で、民宿やダイビング等の観光業が多い。

地域と学校の結びつきは強く学校行事や地域行事で

交流し関わりながら共に島の宝の子どもたちの育成

に協力・支援する思いに溢れている。

⑵　社会に開かれた教育課程の実践

　学校教育目標の実現に向けて、学校グランドデザ

インの共通理解を図り、社会に開かれた教育課程を

編成・実施・評価・改善するサイクルを確立してい

く取り組みを行う。

⑶　実践例

①　資質・能力の育成

　・学んだ知識・技能を活用し課題を解決する力

　・自尊心をもち、他者と協働的に学ぶ力

　・心身共に健康でねばり強くやり遂げる力

②　地域連携、交流学習の取組

　ア　黒島保育所との合同地震・津波避難訓練

　イ　保護者との合同通学路点検の実施

　ウ　交流学習（石垣市内大規模校等）

　エ　職場体験学習（黒島及び石垣市内事業所等）

　オ　社会科見学（牧場・ごみ処理場）

　カ　平和講演会（「笑いティサロン」との連携）

③　海洋教育の取組（総合的な学習の時間等）

　Ｒ３年度は小・中の共通テーマを「サンゴ」と

して、合同体験活動を入れつつ地域素材・地域人

材を活用、地域教育施設と連携してSDGsの目標

達成を目指す視点を持たせた探求的な学習に取り

組んだ。Ｒ４年度は起業教育を導入し、児童・生

徒が２社を設立した。海洋プラを活用したアクセ

サリー等を生産・販売する活動を通して海を守り、

活用する学習に取り組んでいる。

ア　「サンゴと黒島の生活」講話（小）

イ　「ウミガメ・島の自然環境」講話（小・中）

ウ　サンゴ染め、シュノーケリング体験（小・中）

エ　アーサ採り体験（学校行事）

オ　サンゴランプシェード作り（中）

カ　ビーチクリーン〔伊古海岸〕（小・中）

キ　漂着物活用アート作品づくり（中）

ク　海洋プラ商品の生産・販売事業（小・中）

④　地域の芸能・文化の継承に向けた取組

ア　豊年祭奉納五穀栽培、地域行事への参加

イ　三線・棒術・舞踊の学習

　運動会、学習発表会、中文祭舞台発表、「黒

島節」、「黒島口説」、「棒術」等

　保護者・地域の方々の指導・支援を受けて島

の伝統芸能の継承と発展に向けた意識の向上と

技能の習得を図っている。

⑷　校長の関わりとリーダーシップ

① 　学校経営方針に基づく小・中連携した教育実践

の推進（学校だよりの発行、ＨＰ運用）

②　PTAと連携した行事、人材活用の推進

③ 　学校評価、各種テスト・調査、教育活動等の

PDCAサイクルの確立と実効性を持たせる実践の

推進
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■竹富町立竹富小中学校（児童27名、生徒７名）

⑴　はじめに

　本校は、竹富島の３集落の中央に移置する小中併

置の極小規模校である。竹富島の主な産業は観光業

で、年間約60万人が訪れる。また国指定の重要無形

民俗文化財の種子取祭を始めとする地域行事が盛ん

で、島民は年中行事を軸に生活を営んでおり、児童

生徒も伝統文化に対する思いや郷土愛が強い。

⑵　社会に開かれた教育課程の実践

　本校の特色を活かしながら、主に総合的な学習を

軸として道徳、特活、各教科を関連づけた教育課程

を編成する。校内組織体制と地域との協働体制づく

りを図ることで、社会に開かれた教育活動の実践を

推進する。

⑶　育成する資質・能力の明確化

① 　「何を理解しているか、何ができるか」（「知識・

技能」の習得）

② 　「理解していること、できることをどう使うか

（思考力・判断力・表現力等」の育成）

③ 　「どのように社会・世界と関わり、よりよい人

生を送るか」（「学びに向かう力・人間性等」の涵養）

　以上の３つを踏まえ、小中一貫の教育の中で15の

春（島立ち）に向けて児童生徒に育みたい資質・能

力を明確にする。

⑷　実践例

①　主な海洋教育の取組

　学年ごとの海洋教育目標を設定し全体活動と個

人テーマの探求学習を合わせた取組を行う。小学

校低学年では地域の自然や伝統文化との触れ合い

を通して地域の良さに気づき、中学年ではその

気づきをもとに課題解決に向けて学んだことをま

とめる。高学年では探求活動を通して身に付けた

知識・技能を実生活に役立てる。中学校において

は、学びを活用し、よりよい生活のために行動し

たり他者と情報共有することを目指す。今年度は

SDGsをさらに意識し環境に良い商品開発や販売

を行い発信していく。

　全ての学年で学習デザインを作成し、事前学習、

探求活動、事後学習、未来のための力・行動へと

つなげ「持続可能な社会の創り手」の育成を目指す。

ア　海の子集会（もずく・アーサ採り）

イ　春の遠足（環境に良い商品開発事前学習）

ウ　シュノーケリング・スキューバ体験

エ　ゴミ焼却場見学、ビーチクリーン活動

オ　珊瑚マップづくりとエコガイド活動

②　種子取祭の取組

ア　事前学習

ア　由布島での稲作講話（地域人材）R ３

イ　神司に学ぶ御獄めぐりR ３

ウ　芋・粟・ごま・大豆栽培とイーヤチ作り

イ　学びの発信と事後指導

ア　オンライン学習会の定期開催

イ　総合的な学習発表会のプレゼンテーション

ウ　個人テーマの探求学習

エ　キャリア教育との関連

　事前事後指導での「かふやみ」メタ認知

③　方言の継承

　ア　てーどぅんむに（竹富方言）による朝の放送

　イ　てーどぅんむに大会

⑸　校長の関わりとリーダーシップ

①　PDCAサイクルの確立と助言

② 　学校経営方針や指導の重点との関連、活動のね

らいや目指す児童生徒像の明確化

③ 　学校だよりによる家庭・地域への情報発信と共

有、協働意識の向上

④ 　地域人材（素材）バンクの作成と海洋教育サポー

ターの配置

５　まとめ（全体の成果と課題）

【成果】

⑴ 　本地区のそれぞれの地域や学校の実態に応じた特

色ある教育課程を編成し、小中連携して共通実践す

ることができた。

⑵ 　家庭や地域と連携し、各教育活動で地域人材や地

域資源を有効に活用し、取組を進めることができた。

⑶ 　海洋教育を通して、地域の人々と関わり島の文化

や自然環境を学び体験することで、物事を多様な視

点から捉える力をつけることができた。さらに、地

域の未来について関心を持ち、自分たちが未来の創

り手であることへの自覚が高まっている。

【課題】

　海洋教育に関する教科等横断的な視点を取入れた持続

可能で実効性のあるカリキュラム・マネジメントを構築

し、適宜見直しを図る必要がある。
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１　はじめに

　学習指導要領では、学校教育において児童生徒に育成

することを目指す資質・能力を３つの柱に整理し、その

資質・能力を児童生徒一人一人にしっかりと育むために

は、授業改善を通して授業の質を高めてくことが必要と

なる。そのために求められているのが「主体的・対話的

で深い学び」の視点での授業改善を推進しなければなら

ない。そこで本研究部会では、昨年度に引き続き、共同

研究者が自校の成果と課題をもとにした具体的な取組を

紹介することで研究の推進を行った。

２　研究の視点

　主体的・対話的で深い学びの授業実践に向かう学校体

制づくりについて、各校とも校内研修のテーマを設定し

て実践を積み重ねる。各学校の研究テーマは、以下の内

容である。

糸満市立糸満中学校

『確かな学力を身につけ、主体的に学び合い高め合う生徒の育成』
～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して～

南風原町立南風原中学校

『持続可能な社会の実現を目指して、学び続ける生徒の育成』
～学びに向かう力の見取りを通して～

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

『主体的･対話的で深い学びの創造』
～各教科における見方･考え方を意識した授業づくりを通して～

座間味村立座間味中学校

『思考力・判断力・表現力の育成を目指した授業改善』
　～（幼）多様性を認め合う集団づくり～

　～（小中）よりよい交流を通して～

糸満市立潮平中学校

『主体的・対話的で深い学び』の視点に基づく授業改善の構築
　～学びの自立に向けた学習指導を通して～

３　各学校の取り組み

⑴　糸満中学校【生徒数537名】

①　研究のねらい

ア 　組織的･計画的に推進し、本校の教育課題の解

決や学校教育目標･重点目標の具現化を図る。

第 ２ 分 科 会

研究主題

　主体的・対話的で深い学びの授業実践に向かう学

校体制づくり

提 案 者 宜 保 博 哉 （潮 平 中 学 校）

地区共同研究者 大 城 正 篤 （渡嘉敷中学校）

〃 大 城 直 之 （糸 満 中 学 校）

〃 平 良 真 也 （座間味中学校）

〃 當 間 　 保 （南風原中学校）

イ 　教師の資質や指導力の向上を図り、学校の教育

効果を高める。

ウ 　職員相互の共通理解・共同研修の場とし、その

充実を図る。

エ 　『沖縄県学力向上推進５か年プラン・プロジェ

クトⅡ～学びの質を高める授業改善・学校改善～』

を全職員共通理解・共通実践し、特に【方策１・２・

３】に焦点をあて取り組み、授業改善の推進力を

高めていく。

オ 　『問いが生まれる授業サポートガイド』を活用し

「主体的・対話的で深い学び」の授業改善に努める。

カ 　NIEの視点を取り入れた授業改善に取り組み、教

科で指導案を検討し、全職員１回公開授業を行う。

キ 　SDGsの視点（「６つの視点」「７つの能力・態

度」）を取り入れた授業改善に取り組む。

②　研究内容

ア 　学力向上推進プロジェクトⅡ【方策１・２・３】

を中核に取り組む

【方策１】日常化する（質的授業改善）めざす

○ 自己肯定感を高める個人内評価等の積極的取組。

○ 生徒指導の３つのポイント（自己存在感・共感

的な人間関係・自己決定）を生かした授業。

○ 単元を通して、資質・能力を育む授業改善を推

進する校内研究体制の充実。

【方策２】そろえる（組織的共通実践）

○アセスメントによる実態認識を揃える。

○みとる視点・観点を揃える。（共有する）

○ガイダンスとカウンセリング機能の充実。

【方策３】支える（発達の支援）

○確かな児童・生徒理解。

○ 支持的な風土をつくる学級経営の充実（ガイダ

ンスとカウンセリング）

○学びに向かう集団づくり。

イ　学年会での取組

○ 学年の課題を明確にし、焦点化・重点化した具

体的な実践項目を設定する。

○ 学年の生徒指導（生徒理解）に関する共通理解

を図り授業改善に生かす。
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ウ　教科会での取組

○ 各教科領域において指導主事を招聘しての研究

授業を行い、授業研究会で研究内容を深める。

○ 各教科や領域とも、『問い』が生まれる授業サ

ポートガイドの活用や「NIE」の視点を踏まえ

た授業改善に努める。

エ 　12月までに公開授業指導略案を作成し１人１授

業を行なう。また, ３つ以上の公開授業を参観す

る。（１人１授業３参観）

オ 　学年公開授業を２学期の９月～11月中に期間を

決めて学年職員全員が公開授業を行なう。

カ　生徒主体の学ぶ合い高め合う授業づくり推進

○ ペア・グループ学習を取り入れた学び合いを学

校全体として行なう。

○ 各学級とも意図的な座席配置を行なう。

キ 　日常的な学習を支える力の育成を図る取組（糸

満中学校学習の規律10項目）

①ベル前着席　②授業の開始　③授業中の返事・音
読　④聞く姿勢　⑤授業での学習活動　⑥授業中の
発言・発表　⑦学び合い高め合う姿勢　⑧認め合い
支え合う姿勢　⑨授業の終了　⑩次の授業の準備

ク 　地域とともにある学校づくりの推進（コミュ

ニーティースクールの推進、地域行事への参画）

ケ　海洋教育（海人科）の推進

③　校長の関わり

ア 　日々の授業観察等を通して｢主体的・対話的で深

い学び｣の実現に向けてチームの取組を支援する。

イ 　教職員評価システムを効果的に活用し、授業改

善の視点を揃える。

ウ 　職員を育てること、職員の良さを見つけること

を意識して学校経営を行う。

⑵　南風原中学校【生徒数832名】

①　今年度重点的に取り組んでいる内容

ア　質的授業改善

○ キャリアの視点「か･ふ･や･み」（かかわる力）

（ふり返る力）（やりぬく力）（みとおす力）

を意識した授業の実践

○ 生徒指導３つの視点（自己存在感・共感的な

人間関係・自己決定）を生かした授業の実践

○ ICT、一人一台タブレットを活用した授業改

善の充実

○ 一人一台タブレットを活用した家庭学習の充実

イ　組織的授業改善

○ 全校体制での「はえばるセブン」７つをそろ

える実践の徹底

○ 学びを実感し自己肯定感を高める「ふり返り

シート」の共通実践

ウ　組織マネジメント

○ 諸学力調査や学習評価等を活用したカリキュ

ラムマネジメント

○ 授業改善に向けた教科会及び校内研究体制の

充実

○効果的取り組みや好事例の紹介

②　校長の関わり

ア　目指すべき方向性を示し、思いを共有

○ 年度初めの職員会議で、学校経営方針・目指

す学校・目指す授業の方向性等を明示

○ 夏休みや冬休みの長期休業時の校内研修で校

長による毎学期の成果と課題、目指す授業の

方向性について再確認

○ 教職員評価システムとの連動

イ 　教職員相互の学び合いを通した授業改善への

関わり

○「一人一公開授業」バディ制による授業観察

○ 授業観察後の授業リフレクションやメモ等に

よる助言

○校長だよりによる授業の共有と公開

○効果的取り組みや好事例の紹介

⑶　渡嘉敷村立渡嘉敷中学校【生徒数34名】

①　研究のねらい

　離島へき地校ということで、各クラスの人数が少

ない実状から、多様な考えが出にくく、強い意見に

ながされやすいところがあり、多角的･多面的に思

考する機会が乏しい点があげられる。

　そこで、授業の中で自らの考えをまとめ、互いの

考えを交流させ、生徒が多様な方法で課題を解決す

る授業を推進する。

②　研究の内容

ア　同一歩調の授業づくり

　授業の望ましい展開を

共通のスタンダードとし

た授業改善

イ　「授業観る研」の実施

　学び続ける教師集団と

して、小中職員が校種の壁

を取り除き、お互いの授業

を自由参観し、授業後のリ

フレクションを行う。

ウ　「一人一公開授業」の実施

　全職員が「指導略案（板書

計画記載）」を作成し、年１

回の公開授業を実施する。

授業後は、管理職との授業

リフレクションを行う。
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エ　物的、人的地域資源の活用

　本村は恵まれた自然環

境を有するとともに国立

の青少年教育施設が近隣

する。教科指導や総合的

な学習、学校行事等にお

いて、地域資源や青少年教育施設の専門職員を活

用することによって、生徒が主体的に意欲を高め

て学習活動を行うことができている。

オ　継続的な外部講師招聘研究会

　毎年、琉球大学及び県立総合教育センターから

講師を招聘して、授業研究会や理論研究会を実施

している。

③　校長の関わり

ア 　学習指導要領の完全実施に伴い、「育てたい生

徒像」「めざす授業」についての共通理解を図る。

イ 　「県学力向上推進P・PⅡ」を踏まえた授業改善

の推進と、チームとしての取組を支援する。

ウ 　個別最適な学び･協働的な学びの重要性や必要

性についての共通理解を図る。

エ 　教職員評価システム、授業参観後の授業リフレ

クション、週案メモ等を通して、職員への助言･

激励を図り次への意識喚起を行う。

⑷　座間味村立座間味中学校【生徒数36名】

①　研究のねらい：授業改善に向けた学校体制づくり

　2020年の学習指導要領の改訂を受けて、本校では

昨年度より研究主題を「思考力・判断力・表現力の

育成を目指した授業改善」とし、その中でもICTを

活用した授業展開について研究を進めてきた。児童

生徒におこなったアンケートからは、ICTを活用し

た実践に関して、肯定的に捉えている回答が多く、

一定の成果を上げることができたと考えられる。し

かし、諸調査の結果からも、自分の考えや意見をま

とめ、記述で答えるといった設問では依然として、

無回答の児童生徒もおり、題意を捉えられていない

解答になっていることも多く見られる。

　そうした現状を踏まえ、今年度は以下の２つを中

心とした座間味校スタイルを全職員で共通実践して

いくことにより、思考力・判断力・表現力の育成に

繋げていきたい。

ア 　【個人で考え、自分の考えを書く時間の確保～

自分自身との対話～】

○既習事項を活用して自力解決に向かう力

○ 題意をとらえて、粘り強く課題に取り組む態度

を育む

○「問い」が生まれる発問の工夫

イ 　【自分の考えを他者に伝え、他者の考えを傾聴

する交流の場の設定～他者との対話～】

○ 根拠を明確にして説明する力を育む（話型の提

示証明や考察の仕方）

○ ICTを活用した交流場面の設定（Jamboard、

スライド、ドキュメント、コメント機能の活用）

○ 他者の意見を否定せずに受け止め、その良さや

自身との違いを認め合う力を育む

○他者の意見を理解し、反復説明する力を育む

②　研究の内容：全職員体制による共同研究

ア　一人一授業（五年研を兼ねる）

○ 一人最低１回の公開授業を行う。学部間でバ

ディをつくり、公開授業を行う際、相方の教職

員が授業を記録・撮影し、授業の感想、リフレ

クションを行う。

※ 授業前に単元プランシートを作成し、授業後

振り返りシートを作成する。

イ　三参観

○ 教職員の授業を最低３回以上観に行くことを基

本とし、自身の授業改善・授業力向上を図る。

○ 参観者は、授業後、授業者に感謝の気持ちをもっ

て、感想やアドバイスを参観シートに記入し、

自分が学んだこと等を伝える。

ウ　主事招聘授業

○ 小中各１回、研究主題に基づいた研究授業を行う。

エ　共同研究

○ 幼少中の職員が共同で教材研究、授業研究を行

い、授業改善に繋げている。

③　校長として大事にしていること

ア　日々の全職員との関わり

イ　授業参観、一人一公開授業を通した指導助言

ウ　目指す生徒像、教師像、学校像の共有

エ 　「気づき考え行動するために何が必要か」とも

に考える雰囲気の醸成と日々の会話

オ　職員室の支持的風土の構築に係る取組の強化

⑸　潮平中学校（生徒数313名）

①　研究のねらい

ア 　学校の課題解決を目指した研究・取り組みを行

う職能成長を図る場とする。

イ 　教職員の資質向上と課題解決のための共通理

解・共通実践を図る場とする。
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②　研究の内容

ア　三つの柱

○ 主題研究： 学力向上推進と関連させながら、課

題解決の取り組みを、全職員・全教

科・領域で実施する。

○授業研究：授業実践と授業研究会を実施する。

○職員研修： 教師の資質向上等を目指した研修を

実施する。

イ　主題研究の進め方

　○学習指導の工夫・改善

ウ　授業研究の実践（指導主事招聘を含む）

○ 一人一授業では、お互いの授業を公開し、授業

改善に活かす。→一人一授業三参観の実践

エ 　「授業の見取り方」に関する教科ごと及び自己

研鑽の一環で動画を視聴して、共通理解を行う

オ　職員研修

○ 職員の資質向上及び共通理解が必要な事項につ

いて計画的に実施する。

○ 自己研鑽の充実ならびに職能成長を図るため研

究会等の参加を推奨する。

③　校長の関わり

ア 　日々の授業観察および研究授業を参観して、

日々かつ機会を通したOJTで育成する。

イ 　教職員評価システムを効果的に活用し、授業改

善の視点を揃える。

４　おわりに

　各調査研究校の○成果及び●課題を一覧にすると、表

記の通りとなっている。

糸満市立糸満中学校

○１年間の研究を通して、研究のねらいで意図する変容が

見られた。○各教師が授業改善に努めており、学校評価で

の生徒の授業に対する評価が高くなっている。

●｢学力向上推進プラン・プロジェクトⅡ｣の更なる推進を

図る。●下位の生徒や配慮を要する生徒に対する個に応じ

た支援を推進する。

南風原町立南風原中学校

○学力向上について、継続して「そろえる実践南風原セブ

ン」を全校体制で取り組み、落ち着いた学習環境をつくり、

安定した学力を維持することができた。○授業改善につい

て、校内研修や学力向上推進担当に主体的な企画運営をさ

せ適宜助言を行う事で、教職員の同僚性や研修への意識が

高まった。○キャリア教育の視点を重点的に取り組む事で、

自分で考え、計画して、行動に移す事を意識する生徒が増

えた。

●下位層の生徒や不登校生徒等の丁寧な分析と個々の生徒

に応じた適切な支援についての組織的な取り組み。●各教

科充実した実践を行っているが、教科横断的な内容につい

て、組織的実践に向けた体系化した計画づくり

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

○「小中職員が同僚生を発揮し、日常の授業公開や校内OJT

等の活用により、学び続ける職員集団として、お互いの授

業改善に結びつけることができた。○生徒学校評価では、

学習や授業に関する評価が高い。○地域資源の活用によっ

て、生徒が主体的に意欲を高めて学習活動を行っている。

●「主体的･対話的で深い学び」「『問い』が生まれる授業」

の実現に向けた、更なる授業力の向上。●「指導と評価の

一体化」に向けた、校内研修の充実と共通実践。●生徒の

自己肯定感を高めるための授業の工夫や学校生活の取組の

工夫。

座間味村立座間味中学校

○職員の意識改革の推進○「経験の浅い職員の成長○幼稚

園小学部中学部の連携の充実○座間味スタイルの方向性の

確立

●更なる研究の推進●児童会、生徒会の自治意識の更なる

高揚●「自ら気づき考え行動する」ための取組の強化及び

さらなる意識改革

糸満市立潮平中学校

○全職員が一人一授業三参観の計画を立て、授業前後の研

究会を実践している。○沖縄県版児童生徒質問紙の調査結

果を通し、生徒の実態把握と授業改善に向けて取り組みが

進んでいる。○学推・校内研チームを結成して、より研究

を深めることが可能となる。メンバーは、研究主任・生徒

会顧問・授業改善アドバイザーである。

●学習評価の在り方、テスト改善について継続して研究を

進める。●依然と低い自己肯定感を、どのように高めいく

か、さらなる取り組みを検証する。●低い数値となってい

る自学自習力の向上の取り組みを検証する。

　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた教育実

践や、カリキュラムマネジメントによる教科横断的な学

習指導など、創意工夫を凝らした取り組みが行われてい

る。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の猛威に巻き

込まれ、教育活動等は、多大な影響を受けている。

　それでも学校現場では、諸事情における児童生徒の

「学びの保障」に向けた取組やSociety5.0及びWeb3.0の

グローバル化や技術革新の急速な変化に対応したGIGA

スクールの推進、ICTを活用した個別最適な学びが求め

られている。

　今後は、アフター＆ウィズコロナと向き合い、新たな

学校生活の様式を構築して、さらなる「魅力ある学校づ

くり」の教育活動を展開するであろう。

引用：令和３年度「島尻地区学力向上推進実践報告書」
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１　はじめに

　学校教育のよさは、集団の中で協働的な学びが行われ

体験する場である。令和２年１月以来、コロナ禍でソー

シャルディスタンスを遵守し「新しい生活様式」が求め

られてきた。その結果、探究的な学習や体験活動等、子

ども同士、あるいは多様な他者と協働する学びが難しく、

一斉授業になりがちで、生徒同士の活発な交流が十分で

ない教育活動が見られる。このような状況下、日常生活

の場面を意図的・計画的に設定し、集団と個の基本的な

在り方や道徳性を段階的に身に付けさせていくことが肝

要であり、他教科と関連を図りつつ、校長として豊かな

人間性と社会性を育み、より良く生きぬく意思や能力を

育む教育の展望を論じ共有していきたい。

２　主題設定の理由

　コロナ禍の情勢困難下、道徳教育を要に「集団と個の

関わり」について考え、集団生活の充実を目指していこ

うとする意欲を高める教育活動実践をおこなっていく。

３　研究の視点

⑴ 　コロナ禍での新しい生活様式が求められる中での

道徳的実践力育成の工夫

⑵ 　これまで以上に安心安全な学校が求められる中で

の教育活動推進への校長としての働きかけ

４　研究の実際

【那覇市立金城中学校（生徒数550名）】

⑴　本校の取り組み

　本校は、那覇市の都市計画と学園都市構想のもとに

設立された学校で、広大な敷地が確保されている。

　「心身ともに健康な生徒」「自らよく考えて実践する

生徒」「情操豊かで思いやりのある生徒」の３つを学

校教育目標に掲げ、創立以来36年間にわたり文武両道

と友愛の精神を貫いて来た。

　「特別の教科道徳」についてはこれまで指導計画の

改善や評価等に関する研修、研究授業の実施等継続し

て取り組んできました。本年度は道徳的実践力を育て

る取り組みを授業や生徒会活動、ボランティア活動等

学校生活全般を通して行っている。

第 ３ 分 科 会

研究主題

　よりよく生きるための道徳性の育成と健康で安全

な生活を実現するための教育の充実

提 案 書 仲 間 丈 二 （鏡 原 中 学 校）

地区共同研究者 與那覇　　　覚 （小 禄 中 学 校）

〃 宮 良 安 剛 （北大東中学校）

〃 望 月 雄 紀 （南大東中学校）

〃 比 嘉 清 喜 （立金城中学校）

①　計画的なローテーション授業の実施

　昨年度は道徳の授業を固定せずに可能な範囲での

ローテーション授業を実施していたが、計画的な実

施に難があったため本年度から時間割を固定し、計

画的な実施が可能となった。

②　「考え、議論する道徳」の授業づくり

　道徳科の授業の中で、段階的な思考を毎回促し、

対話を通して互いの意見を交流させながら、考えを

問い直す授業実践を行っている。（校内研テーマと

連動）

③　「いじめなくそう友の会」

　生徒会生活委員会の

取り組みで、校内から

いじめを無くすため、

会員証を作成配布やポ

スターの掲示を行いい

じめ取り組みの啓蒙活

動を続けている。

④　「自分たちで考える校則」

　校則の見直しが話題となる中、生徒会が中心と

なってアンケートや学級討論・中央委員会で話し合

い、生徒の要望書として取りまとめ生徒会から校長

へ提出、１月から３月の試行期間を経て本年度正式

に改訂が行われた。

⑤　「牛乳０プロジェクト」

　本年度生徒会はそれぞれの委員会の活動とSDGs

を関連づけ活動を行っているが、給食委員会は毎日

山のように残る給食の牛乳を減らそうと取り組んで

いる。放送委員会と連携しての啓蒙活動や各学級の

余った牛乳を他の学級に配るなど日々の活動を継続

し、残量は１/10程となり、学年によっては０の日

もある。
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⑥　ボランティア活動の推進

　「ボランティアカード」の活用や保護者と生徒共

に参加する「花咲かそう会」の実施によるボランティ

ア活動の推進を行っている。

⑵　成果と課題

①　成果

○ 道徳の時間を固定し、計画的なローテーション

授業を行うことにより、指導内容の充実や「交

流場面の設定」「ICTの活用」など校内研修と

連動した取り組みが行えるようになった。

○ 学校における様々な活動を「生徒主体」を意識

して取り組むことにより自己肯定感の向上や実

践的な行動力の育成に繋がった。

②　課題

○ コロナの影響により家庭や地域との連携を十分

に行うことができなかった。

【那覇市立小禄中学校（生徒数710名）】

⑴　本校の取組

　本校は、在校生710名を超える大規模校である。本

来であれば各種行事や部活動を通して頻繁に他者との

交流・体験活動が実施されていたが、他校同様コロナ

禍で中学校期の大切な学びの場面が大きく制限された

状況が続いている。そのような中、本校の課題である、

不登校やいじめの改善をはじめ、規範意識の向上、体

験活動の活性化向けて全職員で共通理解、共通実践に

取り組んでいる。

①　日常生活の安心安全を確立する

　他者理解をはじめ人間関係を形成する力を育む交

流・体験活動が制限されているが、本校の教育目標

である「健康で自他の生命を尊重する生徒の育成」

の実現に向け、道徳教育と平和教育、生徒会活動を

リンクさせ「学校生活の安心・安全｣を取組の重点

に置いた活動に取り組んでいる。

○平和教育

　本校の平和教育は、例年であれば、悲惨な沖縄

戦の体験者の体験談を、映像資料と合わせて直接

お聞きする講演会形式の活動を通して、平和や命

の大切さについて学んできた。安心・安全な学校

生活の確立は、学校経営の一番の根幹であるが、

前年度の、学校評価の中で｢いじめ等がなく、安

心してたのしく過ごせる｣の評価が低かった事も

あり、「日常の学校生活を安心・安全に過ごせる

事から、平和について考えよう」の視点で平和教

育について取り組んでいる。生徒会中央委員と連

携し各学年ごとに「いじめをなくそう」とスロー

ガンを作成し学年フロアに掲示、校内放送で呼び

かけるなど意識化を

図っている。また、

道徳、特活担当教師

と連携を図り、「い

じめをなくそう」の

取組について指導案

を作成し、全学級で

授業を行った。

○道徳ローテーション授業

　道徳教育の中心となる

「特別の教科道徳」の授業

の活性化に向け、本校では、

今年度より学年職員による

ローテーション授業に取

り組んでいる。題材、指導

観を含めた指導案づくりか

ら事前に｢授業構想シート」

を活用して学年で共有する

確認の場を設定し、授業実

践している。

　また、安心・安全な居場所

として自他の思いが尊重し

合える学級の雰囲気づくり

を道徳の授業だけでなく、各

教科でも｢対話のルール」を

意識した実践に努めている。

②　コロナ禍の体験活動…他者理解を深めるために

　諸行事や体験活動を通し

た他者との交流は、他者理

解を含め他者と連携協働し

て課題解決を図る等の社会

性を育む上、重要な取組で

あり、その学びを止めない

よう職員で共通確認し工夫

しながら活動を推進した。

⑵　成果と課題

①　成果

◯学校生活の安心・安全が平和について考える

　スタートとして捉え、道徳の授業の活性化や生

徒会の重点取組として位置付け活動推進してきた

ことで、生徒の本校の課題改善への理解や職員の

組織による適切な生徒支援への意識を高めること

ができた。教育活動全般でPDCAサイクルを生徒

と協働で創り上げていくことは、より効果的な今
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後の活動につながるものと考える。

②　課題

◯ 生徒の人間関係形成能力や自己理解を高めるた

め、学校・家庭･地域が連携したより豊かな体

験活動の工夫・充実。

◯ 不登校生徒への組織的対応の充実と学びを保障

するための家庭との連携・共通理解。

【那覇市立鏡原中学校（在籍数651名）】

⑴　概要（学校紹介）

　本校は1978年、小禄中一部分離と垣花中全員の生徒

865名からなる学校としてスタートした。那覇市在の

学校としては緑地、水域を伴った自然に恵まれた環境

にある。創立44年を迎える現在、新校舎、新体育館、

運動場整備を終え新生鏡原中として新たなる歴史と伝

統を築いていく気概にあふれている。

　コロナ禍、集団と個の関わりが希薄となりがちな中、

「特別の教科道徳」の内容項目「C主として集団や社

会との関わりに関すること」に視点を置き、道徳性の

育成にむけ、道徳の教科書「あすを生きる（日本文教

出版）」の関連項目を学習したあと、生徒ら自らが関

連する活動を発案し、教師側がその他の教育活動と関

連させて取り組んだ特色のある実践を２つ紹介する。

⑵　活動の実際

　各学年道徳の時間において、内容項目「C主として

集団や社会との関わりに関すること」を履修後、現在

のコロナ禍の中だからこそ「必要なこと・できること」

にしぼって生徒会がリードし素案をつくり学級学年で

の話し合いにつなげていった。素案の作成には、校長

として「たたき台細案」を作成し、生徒の話し合いの

道標となるようにはたらきかけた。

①　しあわせの黄色いハンカチプロジェクト

家族愛、家庭生活の充実（14）

郷土の伝統と文化尊重、郷土を愛する態度（16）

ア　活動の目的

　コロナ禍の中、行動自粛によって帰省できな

い方々への黄色いハンカチがもつ「メッセージ」

と制限された日々の生活をおくるの中、将来の

自分へエールを送るために700枚のハンカチを

掲揚する。

・ コロナ禍の中での全校生徒参加、全校生徒共通

の想い出を持たせ、帰属感を高める。

・ 活動の共通アイテムとして黄色いハンカチを用

い、「想い」と「黄色いハンカチ」というキーワー

ドの下、取り組み、黄色いハンカチをコロナ禍

の学校生活のシンボルにする。

・ 年度中、今後の学校学年行事にも活用し、数年

後の成人式までの「つながり絆」にする。

・社会的なメッセージ性等をもたせる。

・ コロナ禍において、個人を含む学校で取り組み

を行うことで、学校全体の一体感を感じさせ、

この時代にしかできない「想い」を残す。

イ　教科等、ＰＴＡとの関連

○道徳科：関連項目での学習

○美術科：各自のハンカチデザイン画作成

○家庭科： オリジナル郷土料理考案（オレンジ

ページ掲載）

○総合的な学習の時間：

　・ハンカチ作成及び掲揚

○ＰＴＡ：

　・ハンカチ縫製作業協力及び掲揚作業協力

○地域・その他：

　・新聞に活動が掲載

　・食堂がメニューコラボ「幸せの黄色いそば」

　・農家さんによる「幸せの黄色いヒマワリ畑」

②　沖縄本島海岸における軽石除去作業

社会貢献、公共の精神（12）

ア　活動の目的

　2021年８月、小笠原近海海底火山噴火で多量
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の軽石が沖縄の海

岸線に漂着し、漁

業やホテル観光業

に大きな影響を与

えた。生徒会の発

案により、11月の

西原キラキラビーチでの遠足（全生徒）及び12

月の本島内修学旅行（２年生）において、生徒

による軽石除去作業をおこなった。

イ　教科等、地域との連携

○道徳科:関連項目での学習

○総合的な学習の時間

・修学旅行事前学習

○社会科：軽石漂流漂着による生活への影響

○理科：火山、噴出物、海流について

⑵　成果

　長引くコロナ禍の中、様々な行動制限がおこなわれ

十分な教育活動もおこないにくく、集団と個の関わり

が希薄になりがちであった。しかし新しい生活様式が

求められる中「道徳の時間」を軸に、「今できること、

今だからできること」を生徒らと一緒に模索し、上記

の教育活動実践へとつなげることができた。さらに、

校長として将来この時期を思い出したとき、負の想い

出だけではなく「笑って話せる」活動となるよう、学

校職員、保護者と協働で子どもたちの活動を支えるこ

とができた。

【 南大東村立南大東小中学校（児童数87名・生徒数36名・

計123名）】

⑴　概要（学校紹介）

① 　南大東島は、沖縄本島から東へ約360ｋｍ離れ

た太平洋上に浮かぶ、人口約1,200人の孤島であ

る。緑に囲まれた自然豊かな島である。

② 　教育目標の１つに「郷土を愛し、郷土を拓く子」

がある。

⑵　「特別の教科道徳」に関する取り組み

①　ローテーション授業の実施

②　校内研修の充実

　ア　指導主事招聘授業研究会の実施

　イ　「評価の在り方」理論研の実施

③　道徳ノートの活用

④　教材共有した特設授業の実施

⑤　各教科・領域等との関連付けた取り組み

⑶　特色ある取り組み

①　豊年祭への参加（村主催）

　郷土文化の保存、伝承発展に寄与する事を「ね

らい」としているが、コロナ禍で２年間は実施で

きていない。（総合的な学習の時間との関連）

②　八丈島交流体験の実施（村教委主催）

　コロナ禍で２年間中止を余儀なくされていた八

丈島体験交流を、今年度は７月５日（火）～８日

（金）の３泊４日で実施した。例年は中学１年生

対象だが今回は体験できていない２、３年生を含

めた中学校全体での参加となった。（総合的な学

習の時間との関連）

ア　道徳科の内容項目との関連

・C主として集団や社会との関わりに関すること

・16郷土の伝統と文化の村長、郷土を愛する態度

イ　期待される効果

　姉妹島である八丈島を体験することと八丈島町

立の中学校との交流を通して、歴史的背景を学び

ながら、共通の伝統文化や生活、南大東とは異な

る豊かな自然や独自の文化など、その魅力・よさ

の認識へ繋げる。そして、あらためて自分の住む

島に対する愛情や誇りに気付かせることで、郷土

の発展に寄与する児童生徒が育つと考える。

ウ　取り組みの実際

○縦割り４グループを編成

　・南大東島紹介プレゼン班・三線班

　・エイサー・踊り・大東太鼓班

○総合的な時間を活用した練習と準備

○リハーサルを兼ねた保護者向けの発表会

○八丈島町立大賀郷学園大賀郷中との交流会

○八丈島学習・島内巡りの実施

○各宿泊施設でのマナー等

⑷　成果と課題

①成果： 発表後にはスタンディングオベーションを

いただくなど賞賛され、子どもたちの自信

や郷土への誇りの高揚を図れた。

②課題： この交流で学んだことを今後に活かしてい

くこと、今後の交流会の在り方を考えてい

くことが必要である。

５　おわりに

　人格の完成を目指す学校教育の中核を果たす道徳教育

を要として、日常の生活で様々な集団に所属した時に、

その集団に適した人間としての在り方についても考えて

いくことが必要である。コロナ禍の情勢困難下に生きる

児童生徒だからこそ、校長として望ましい「集団と個の

関わり」を身につけさせ、集団生活の充実を目指してい

こうとする意欲を高める教育活動を牽引していく。
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１　はじめに

　平成30年６月に国会において議決された民法改正によ

り令和４年４月１日から成人年齢が20歳から18歳に引き

下げられた。

　このことを我々校長はどのように捉えればよいのだろ

うか。

　これまで18歳・19歳の国民は、民法や少年法において

大人として扱われることなく、様々な点において保護・

擁護されてきた。

　しかしながら、民法改正による成人年齢引き下げに

よって、社会から１人の大人として見なされることにな

り、自己責任に基づく自己決定が求められることとなる。

　そのことから、学校においては、生徒の自己指導能力

をより育成していく教育活動の実践と推進が期待されて

いく。

　本分科会では、生徒の自己指導能力の育成に向けた学

校長の指導性について言及していく。

２　主題設定の理由

　学校においては、不登校生徒への対応、いじめやスマ

ホ等に起因するトラブルや問題行動への対処等多くの生

徒指導に関する職務を抱えている。

　生徒指導への学校の取り組みについては、組織として

の対応が重要であることは言うまでもない。

　その組織としての対応の原点には、生徒指導が学校教

育の目的である教育基本法第１条及び第２条を目指す営

みであることを忘れてはならない。

　このことを具体的に進めていくためには、学校教育に

おいて、生徒自らが主体的に問題や課題に気づき、その

ことに向き合う中で、自己の目標達成を目指して、主体

的、自律的に考え、判断し、行動できるための「自己指

導能力」の育成を実践していかなければならない。

　このような観点から本ブロックでは、研究主題に迫る

校長としての関わりについて、各学校における実践例を

示しながら共有する。

３　研究の視点

　本研究の視点は、2022年３月29日「生徒指導提要の改

訂に関する協力者会議」の中で示された生徒指導の実践

第 ４ 分 科 会

研究主題

　自己理解を促し、将来にわたって人としての生き

方を深める生徒指導とキャリア教育の充実

提 案 者 島 袋 勝 範 （あげな中学校）

地区共同研究者 仲宗根　政　人 （伊 波 中 学 校）

〃 鹿 川 義 晃 （中 城 中 学 校）

〃 山　内　ひとみ （石 川 中 学 校）

〃 大 舛 勝 彦 （具志川中学校）

上の視点を踏まえ、以下の４つの視点から研究主題への

アプローチを進めていく。

⑴　自己存在感の感受

　生徒は、学校生活において学級や部活動など集団

生活を通して学習活動に参加する。

　その中では、時に「個」としての尊重されないと

いう危険性が潜んでいる。生徒一人一人が個人とし

て大切にされていると感じることは、学校生活をよ

りよく過ごしていくためには極めて重要である。

　生徒が自己存在感を感受していくためには、生徒

に対し自己肯定感や自己有用感を育むような教師の

関わりや場の設定が大切である。

⑵　共感的な人間関係の育成

　教師が学級経営、生徒会の委員会活動や部活動お

いて生徒と関わりを持つ中で、その集団内で教師ー

生徒間、生徒ー生徒間で互いに認め合い、、励まし

合い、支え合っていける環境や雰囲気、いわゆる共

感的な人間関係をつくっていくことは重要である。

　そのためには、教師は支持的学級づくりや人間関

係づくりをあらゆる場面で設定し実践していくこと

が求められていく。

⑶　自己決定の場の提供

　生徒が上記⑴で示した自己存在感を感受するため

には、授業の場面、係活動の場面あるいは生徒指導

の場面等学校生活のあらゆる場面において自己決定

させるしかけが必要である。

⑷　規範意識の醸成

　生徒は、個人として尊重される一方で、集団の中

で社会的存在として行動することが求められ、その

中で自己実現を図っていく。

　集団生活を送っていく上で、他者への配慮や必要

最低限のルールを守っていくことは当然必要となっ

てくる。

　学校においては、そのための規範意識を醸成させ

るような教育活動を進めていくことは大切なことで

ある。

― 71 ―



第４分科会（自らの生き方）

４　研究の実際

⑴　具志川東中学校の取り組み（生徒数501名）

①　視点（1）について

　生徒が自己存在感を感じる場面としては、授業

や学級での係活動や生徒会の委員会活動、部活動

である。教師はそのような場面において、生徒を

励ましたり、生徒の活動のプロセスを価値づける

等のボイスシャワーを多く活用することが重要で

ある。

　本校においては市教育委員会の取り組みの１つ

であるボイスシャワーについて、年度当初の校長

の経営方針を職員と共有する中において明示する

とともに、学校評価アンケートの教職員アンケー

トの項目の一つとして設定し、５月の段階で教職

員に周知し、日常的な取り組みとして実践できる

ようにしている。

②　視点（2）について

　生徒と教師、生徒相互の共感的人間関係を育ん

でいくためには、教師の発する言葉が適切に行わ

れることが基本となる。

　そこで本校では、４月の始業式の前日の校内研

修において佐渡山美智子先生を講師として招聘

し、教師の望ましい言葉遣いや表現の在り方につ

いて講話を聴く機会を設定した。

　そして、適宜佐渡山先生の講義を振り返る場面

を設定し、言葉の力の大切さを再確認している。

　言葉の大切さに関しては、本校教育理念である

「時を守り、場を清め礼を正す」の「礼」にいて

具現化を図る上で、重要な要素の一つとして全職

員で共有していきたいと考えている。

　また、本校では令和４年度、５年度に市指定研

究校として「いじめのない魅力ある学校づくり」

について研究を進めている。その取り組みの一つ

として市教育委員会の施策であるSEL-8Sの実践

も共感的な人間関係づくりの育成に向けて試行錯

誤している。

③　視点（3）について

　本校では、生徒の自己指導能力の育成や自己決

定の場の設定に向けて、「今、この時、この場で、

自分は何をなすべきか。」を考えて行動するよう

に、教師や生徒に繰り返し伝えるようにしている。

　教職員評価面談の中でも、授業をもちろんのこ

と、生徒のあらゆる学校生活の中で、「今、この時、

この場で、自分は何をなすべきか。」を繰り返し、

生徒に伝え続けるよう教師に理解を求めている。

　特に生徒指導の場面においては、このことが最

も端的に求められることが多いので、生徒指導部

会の中では常にそのことを生徒指導部の担当教諭

とは共有している。

④　視点（4）について

　規範意識の醸成については、道徳や特別活動の

中において実践している。

　上述の③のSEL-8Sの実践や外部講師を招いて

の講話を通しながら、規範意識を高める取り組み

を進めているが、今年度大きく方向性を変えたの

が、「校則」の運用の見直しである。

　本校では、「校則」そのものを抜本的に変更し

たり見直したりしてはいないが、教師の指導の場

面において、生徒の自己指導能力の場、自己決定

の場として捉えることを意識した「校則」の運用

をするようにした。

　外からの力によって自らの行動を振り返った

り、規範意識を高めさせたりするのではなく、正

に「今、この時、この場で自分は何をなすべきか」

を考えることを通して規範意識の醸成を図ってい

くことを目指している。

⑤　今年度の成果と課題

　みだしのことについては、本報告書の作成段階

では十分な検証ができないが、年度を通した変容

を見ながらPDCAサイクルを生かして次年度の取

り組みに反映していきたい。

⑵　具志川中学校の取り組み（生徒数726名）

①　本校の現状

　本校は週時程の工夫や特別支援教育における教

育課程編成方針の見直しを進めた。また、生徒理

解を根底にした生徒指導・教育相談を柱とした学

級担任の生徒への声かけや保護者とのﾘﾚｰｼｮﾝの再

構築を行い、校内指導体制を改めることで学校が

変容しつつある。

②　具体的取り組み

ア　生徒指導・教育相談における生徒・保護者対応

○ 教師を主とした生徒とのリレーションの構築

（ボイスシャワーによる自己肯定感の醸成）

○ 担任・保護者との間に関係職員（SSW・支援員

等）を置くことで良好な関係性の構築が可能

○学校と関係機関（市関連機関等）との連携築

イ　生徒指導・教育相談部会受入れ体制の充実

○ 生徒の実態把握毎月のアンケート､Web-QU

の実施

○ 部会の充実：週１回の部会開催と終了後の各

部会報告書を作成し全職員回覧方式で確認の

押印

○ 小中接続時におけるきめ細かな事前の情報連

携（これまでの学校での様子や家庭状況、関

係機関との関わり等の対応を詳細に作成し、

情報共有）
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○ 怠学非行系・情緒不安傾向生徒対処方針の確

認生徒に応じ個別ブースを設置、生徒の受入

れ対応。

ウ　特別活動における実践

○SEL-8Sを通した関わり

　人間関係の基礎をなす社会的能力を育む活

動を実践継続中（年間計画作成､学級活動､互

見授業）

○生徒の規範意識の醸成へ

　自己指導能力を意識した活動を各場面で実践

エ　生徒が中心となった自治的活動の推進

○学級活動と連動した全体班活動による充実

　生徒会活動の取組を学級の話合い活動と連動

○学校行事を通した目的意識の向上

　集団への所属感や連帯感を深め公共の精神

を養う

オ　特別支援教育の充実による指導体制の改善

○困り感のある生徒への情報収集・アセスメント

○学びの場の設定（進学・就労を見据えて）

○個に応じた教育課程の作成と見直し（支援計画）

③　成果と課題

　校内指導体制を改めることにより､生徒･地域･

保護者の信頼感へとつながった。今後は、学校課

題解決に向け学校の主体性・自立性をより発揮し、

学校力を高められるよう校長の指導性を発揮して

いきたい。

⑶　石川学校の取り組み（生徒数410名）

　石川中学校では、｢社会の中でより良く生きてい

ける力の育成｣を掲げ、｢自律し互いに尊重し合える

生徒、教育的愛情のある教職員、生徒と職員で作る

石川中｣を目指している。その達成のために生き方

を深める生徒指導とキャリア教育の充実が大切であ

ると考える。

①　視点（1）について

　本校では行動のキーワードとして「GCET」を掲

げ、取り組んでいる。GはGoal（目標）、CはChallenge

（挑戦）、EはEffort（努力）、TはThanks（感謝）を意

味し、生徒の様々な活動が主体的な活動になる事

を目指している。また、活動後は振り返りを行い、

生徒個人の成長したことや嬉しかった事、達成感

を味わった事に着目した評価を行っている。さら

に、教職員から、結果ではなく過程に対しての「勇

気づけのボイスシャワー」を実践している。

②　視点（2）について

　生徒同士、また生徒と教師の共感的な人間関係

を育むためには、自分を大切にしながら、人のこ

とも思いやられる心の育成が必要である。そこで、

うるま市が推奨する｢SEL-8S｣子どもの社会性を

育て、怒りなどの情動のコントロールを学習する

（social and emotional learning）プログラムにつ

いて、理論研究と実践を全職員で取り組んでいる。

　この学びを通して、自己への気づき、他者への

気づき、自己コントロールなどの社会的能力と、

問題防止のスキル、人生の重要事態に対処する能

力などの応用的な社会的能力を育みたいと考えて

いる。小中連携の授業研究として、６月に中学校

が公開授業を実施し小学校が参観、７月には小学

校が公開授業をし中学校が参観、授業反省会を実

施した。年間計画への位置づけや、校内研修を通

しての組織的な研修を、今後も実践していく。

③　視点（3）について

　本校では、目指す生徒像にもう一つの視点｢自

律｣を掲げ、自己指導能力や、自己決定する力を

伸ばしたいと考えている。生徒に問題や課題が生

じたとき、教師はアドバイスはするが決定は本人

が行うという機会を繰り返し積み重ねていくこと

で、力を付けたいと考えている。

④　視点（4）について

　授業での石川中学校｢学びの姿勢５箇条｣の徹底

や、全体集会や学年集会等での講話や、人権教育、

道徳等を通して規範意識の育成を行う。

⑤　今年度の成果と課題

成果：SEL-8Sの組織的な取組み

課題： SEL-8Sについて小学校と連携した計画的

で継続的な実践や地域保護者への伝搬等を

通し、自己肯定感を高め、良好な人間関係

の育成に努めたい。

⑷　伊波中学校の取り組み（生徒数501名）

①　視点（1）自己存在感の感受について

ア　生徒会活動の自立・活性化

・ 毎月１回の生徒会専門委員会の活動の翌週に

学級活動の連動をねらいとして、朝の一斉係

活動の実施を行っている。

イ 　生徒会主催のIHAグランプリ（パフォーマン

ス大会）の実施

・ 毎年12月に、放課後の生徒会活動として歌やダ

ンス、演劇などを各個人、グループが舞台発表

をする。不登校生徒がボイスパーカッションを

披露するなど、生徒自身の存在感を満喫する催

しになっている。

②　視点（2）共感的な人間関係の育成

ア　SEL-8Sの取り組み

・ うるま市が推進している「社会性と情動の学習

（SEL-8S）」の実践を実施している。年間指導

計画を作成し、年間10回程度道徳や特別活動、

総合的な額種の時間等の中で実施している。
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イ　朝の会での「イハトーク」の実施

・ 朝の会の中で、テーマが書かれたカードを担

任が引き、その内容でペアになって１分間

トークを行う。様々な内容があるので、人間

関係の形成に役立っている。

③　視点（3）自己決定の場の提供

ア　放課後補習の時間課題設定について

・ 毎週水曜日の放課後に15分間の補習の時間を

設けている。課題を生徒自身で決定し、教え

合いや教師への質問等、自由な学習時間とし

ている。

イ　制服選択制の定着

・ ２年前から制服選択制を導入し、定着が図ら

れている。

④　視点（4）規範意識の醸成

ア　授業スタイルの徹底

・ 伊波中授業スタイルを継続して実践できてい

る。特に授業のふり返りを文章記述させるこ

とを徹底している。

イ　情報共有の充実

・ 生徒個々に応じた指導・支援を行うため、生

徒支援部会や学年会等の充実を図っている。

⑤　今年度の成果と課題

（成果） SEL-8Sの取り組みや日頃の道徳の授業

等を通して、生徒同士の人間関係が醸成

されてきた。

（課題） コロナ禍の中、行事等を通した人格形成

の機会が少なくなっている。感染対策を

万全にしながらできることから取り組ん

で行く必要がある。

⑸　あげな中学校の取り組み（生徒数803名）

　本校では、「チャンス・チャレンジ・チェンジ」、「い

いこといっぱい、あげな中」をスローガンに、生徒

会自ら、よりよい学校生活に向けた、あげな中十箇

条を掲げ、取り組んでいるが問題行動や不登校、

SNSに起因するトラブル等は後を絶たない。課題解

決に向けた一方策として、各校長のリーダーシップ

と連携の下、本市が推進する社会性と情動の学習

SEL- ８s等、小中で足並みを揃えた取組みを継続的

に実践することで自己指導能力等を育成する。

①　視点（１）自己存在感の感受について

ア 　うるま市の重点取組み事項である勇気づけの

ボイスシャワーの実践について学校経営方針と

併せて共通理解を図るとともに授業参観、研究

授業、行事、職員・生徒アンケート等から取組状

況を共有、確認して意識的に取り組ませている。

イ　主体的な生徒会活動の活性化

　コロナ禍にあっても生徒会の自主性を重ん

じ、親睦交流デイとしてドッジボールやカード

ゲーム、カラオケ、お笑いなど、生徒の個性あ

ふれる催しで自己肯定感を高めている、また、

リーダー研修会では企画力を高めるための内容

に取り組ませ、異学年による学習交流やスポー

ツ大会等の実現可能な企画が提案されるなど主

体性等の向上が図られた。

②　視点（2）共感的な人間関係の育成について

　自己への気づきや衝動のコントロール、協働で

の作業、自分自身や周囲を思いやることができる

ようになると言われる「社会性と情動の学習

SEL- ８s」の計画、進め方等について研究主任と

すりあわせながら効果的な実践へとつながるよう

支援している。

③　視点（3）自己決定の場の提供について

　学校行事や生徒会活動における自己決定の仕掛

けも大切だと考えるが日々の主体的・対話的で深

い学びの授業実践の中で生徒自ら問題解決の方法

を考えるなど試行錯誤を繰り返しながら自己決定

の場を意識的に作り出し、経験を積み重ねていく

ことも重要だと考えている。校長として教師の授

業実践力の向上を図る取組みを進めている。特に

教科部会の充実を促している。

④　視点（4）規範意識の醸成について

　道徳や特別活動の充実、いいこといっぱいあげ

な中十箇条の推進をはじめ、学習規律を整える小

中連携の取組み、市共通実践事項「あいさつ、返事、

後始末」の徹底等を日々の教育活動や講話等にお

いて呼びかけながら校長自身も毎朝のあいさつ運

動を実践し、規範意識等の醸成につなげている。

⑤　今年度の成果と課題

（成果） 特に成果としてあげられるものはないが

「社会性と情動の学習SEL-8S」の授業

実践まで取組めたことは今後の成果につ

ながる。

（課題） SEL-8Sの継続的な取組。家庭との連携。

５　おわりに：成果と課題にかえて

　本分科会では、研究主題の割り当て決定を受け、各学

校における実践を進めてきているが、実践期間が実質

２ヶ月ということもあり、具体的な成果と課題を示すこ

とができない状況である。

　今後は、各学校で研究主題に沿った学校経営を進めな

がら分科会としてその成果と課題を共有しながら、今後

の学校経営に生かしていきたい。
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１　はじめに

　宮古島は沖縄本島から南西に約300㎞の距離、北緯24～

25度、東経125～126度に位置し、大小６つの島（宮古島、池

間島、来間島、伊良部島、下地島、大神島）で構成されている。

　1992年に宮古島と池間島を結ぶ池間大橋、1995年に宮

古島と来間島を結ぶ来間大橋が開通し、2015年には全長

3,540ｍの伊良部大橋が開通した。伊良部大橋は通行料

を徴収しない橋としては日本最長の橋である。

　2005年（平成17年）に旧平良市、城辺町、下地町、伊良

部町、上野村の５市町村が合併して現在の宮古島市が誕

生した。宮古島市の総面積は204㎢、人口約５万5,000人

で、人口の大部分は平良地区に集中している。市町村合

併後、旧町村部では人口の減少と少子化の影響で児童生

徒数が減少し、合併当時、小学校18校、中学校14校、小

中併置校２校、合計34校であった学校数は、宮古島市教

育委員会の学校規模適正化方針により、2022年度は小学

校14校、中学校10校、小中併置校１校、小中一貫校１校、

計26校と学校統廃合が進められてきた。

２　主題設定の理由

　中学校においては、令和３年度から今次学習指導要領

が本格実施となり、「社会に開かれた教育課程の実現」、

「主体的・対話的で深い学びの充実」、「カリキュラムマ

ネジメントの確立」が求められている。また、GIGAス

クール構想による児童生徒一人一台の端末配備が現実

となり、授業や学習そのものが大きく変わろうとしてい

る。さらには新型コロナウイルス感染症拡大の影響も加

わり、学校が対応しなければならない教育課題はますま

す増加し、多様化の様相を呈している。

　このような中、学校経営を円滑に進めていくためには、

教育課題に柔軟に対応できる実践的指導力を持つ教職員

を育成することが重要になってくる。そのためには、校

長がリーダーシップを発揮して学校の教育活動の質を高

めると共に、それぞれの教師の校務分掌上の役割に応じ

た主体的な取り組みを支援していくことが大切である。

そこで本分科会では、学校における具体的な研修の取り

組みをもとに、教職員の専門性と指導力の育成に向けた

研修の在り方について研究を推進する。

第 ５ 分 科 会

研究主題

　多様化した教育課題に対応できる学校経営と教職

員の育成

提 案 者 垣 花 秀 明 （久 松 中 学 校）

地区共同研究者 狩 俣 典 昭 （下 地 中 学 校）

３　研究の視点

　学校が直面する多様な教育課題の解決に向け、教職員

の専門性と指導力の育成を図ること。そして、新たな課

題への対応力、実践力の育成を図るために次の２つの視

点において研究を推進する。

⑴ 　教職員の資質・指導力、専門性を高めるための校

内研修の活性化について。

⑵ 　新たな教育課題に対応するための研修と実践力の

育成について。

４　研究の実際

⑴ 　教職員の資質・指導力、専門性を高めるための校

内研修

①　組織的な授業改善

　校内研修（研究）のテーマ「主体的・協働的・

創造的に学び合う生徒の育成～生徒が主体となる

授業づくりを通して～」を受け、各教科担当教員

が「教科プラン」を作成し、各教科毎に授業改善

に向けての取り組みを行う。
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　このように、各教科毎に授業改善に向けた計画

（教科プラン）を立てて実践研究に取り組む。そ

して、その取り組みを検証するための自己申告授

業等を実施し、授業観察後の管理職や同僚職員と

の協議により、さらなる改善に向けて研究実践を

重ねていく。

　２学期後半（12月）には、その成果・課題を持

ち寄り、共有することで教職員相互の授業づくり

における資質・能力や専門性の高まりを図りつつ、

学校全体の改善につなげていく。

　３学期以降は、全体共有した成果・課題をもと

に、各教科毎に次年度に向けて教科プランの見直

しを行い、ＰＤＣＡサイクルによりさらなる授業

改善を目指す。

② 　各学年所属職員による道徳ローテーション授業

の実施

　各学年所属教員（管理職を含む）により、学年

２クラスの道徳授業をローテーションで実施する。

　学級担任だけでなく、同学年所属の教師間で授

業づくりや発問の工夫のアイディアを共有した

り、１つの題材を２回指導することで、指導の改

善が行いやすくなったりする効果に加えて、学級

担任の負担軽減にもつながっている。

③　特別支援教育研修会

　学校においては、特別支援学級の生徒のみなら

ず、通常学級に在籍する特別な支援を必要とする

生徒への支援のあり方、その子と周囲の子ども達

との良好な関係性（支持的風土）づくりが大切で

ある。

　そこで、外部の専門家を招聘して次の２つの研

修会を行った。

ア 　通常学級における特別な支援を必要とする子ど

も達の理解と支援体制の構築についての研修会

イ 　運動療育を活用した特別支援教育指導員によ

る研修会

　いずれの研修会でも、支援を要する生徒の見立

てや、その特性に合わせた支援方法について学び、

教師の専門性を少なからず高めることができた。

⑵　新たな教育課題に対応するための研修

① 　授業におけるタブレットPCの活用についての

研修

　本市においては、令和３年３月に市教育委員会

より全小中学校へ児童生徒一人一台のタブレット

型端末（Chromebook）の配備が完了し、令和３

年４月より本格的な運用がスタートした。

　生徒用端末を学習活動で効果的に活用していく

ためには、Googleのアプリケーション活用スキ
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ルを高めていく必要があるが、個々の職員間に大

きなスキルの差がある現状が見られる。

　そこで、宮古島市立教育研究所で研究教員とし

て授業におけるICTの活用に係る長期研修（６ヶ

月）を終えた本校教諭を講師として、クラスルー

ム、ドライブ、フォームス、スプレットシート、

スライド、ジャムボード等の活用事例の紹介と、

協働学習や振り返りシートの有効活用について情

報共有を行った。

　関心の高い教師同士は、普段から情報交換を行

い、スキルを学び合っているが、そうでない教師

達もこの研修を通して具体的な活用方法を知り、

関心が高まったようである。

②　外部人材活用による情報モラル講習会

　スマートホンやインターネットを利用する際の

良さや危険性を伝え、より良い使い方や健康への

影響についても考える機会となった。

　教師も生徒と一緒に講話を聞き、今後の生徒へ

の対応や指導について考えることができた。

ア　サイバー犯罪防止講話

　　講師：宮古島警察署生活安全課職員

イ　情報モラル講習会

　　講師：子どものスマホ・スマイル協議会

　　　　　代表　高宮城 修 氏

③　大学生との遠隔プログラミング学習

　琉球大学教育学部の岡本牧子准教授と本校技術

科教諭が連携し、以下のような協働実践授業を実

施した。

○ 琉球大学教育学部の教員養成課程の学生と中学

生をWeb会議システムzoomミーティングでつ

なぎ、大学生１人につき中学生２人のチームを

作る。

○ 大学生の指導を受けて中学生が作成した遠隔プ

ログラミング操作により、中学校の教室から大

学の部屋にあるロボットカーを走らせ、その走

行タイムを競うという画期的な授業であった。

　プログラミングの学習については、本市の中校

においてまだまだ実践成果が上がっていない中で

市内の各中学校の技術科教諭にも授業見学参加を

呼びかけ、良い実践授業となった。

　また、本市には大学や専門学校がなく、普段大

学生と交流する機会がない中学生にとっては、大

学生から直接指導してもらったり交流したりする

ことができ、キャリア教育の面でも非常に有効な

取り組みであった。

④　新型コロナウイルス感染症に対応する取り組み

ア　オンライン講話

　本校では、６月に外部人材を講師に招聘して

キャリア講話を実施する予定の日が市の一斉臨

時休業の期間に含まれてしまった。その対応に

ついて職員で話し合った結果、Google Meetを

使って講話を実施することにした。講師の方に

学校へ来ていただき、全校生徒150名は家庭で

各自の端末からオンラインで講話に参加すると

いう方法をとった。教職員も教室や職員室等で

各自の教師用端末から参加した。

　当日はトラブルへの対応に備えて、市教委の

情報担当職員とICT支援員にも応援に来ていた

だいた。

　初めての試みで生徒達も少し緊張気味だった

が、講話に集中し講師の呼びかけにチャットで

反応したり、途中で質問したりする生徒も出て

きた。体育館での一斉対面形式の講話では見る

ことのできなかった生徒の反応が興味深いもの

となった。講師の方も生徒達の参加態度にとて

も満足したようだった。

　この講話の実施をきっかけに、臨時休業終了

後もコロナの感染状況等を考慮しながら、講師

は別室で、生徒は教室で電子黒板や各自の端末

を利用してオンライン講話を実施するように

なった。
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イ　保護者説明会

　修学旅行についての保護者説明会も、各家庭

で親子一緒にオンラインで参加する方式を取り

コロナへの対応を含めた旅行の実施方法につい

てアンケートを行った。その結果、九州への旅

行ではなく、宮古島内で修学旅行のプラグラム

を組むことに決定した。

ウ　逆オンライン授業

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、生徒

の中にも感染したり、家族の感染により濃厚接

触者となったりして登校できなくなる生徒が出

てきた。そのような生徒の学びを保障するため

にオンライン用の端末を各学級に１台もしく

は２台設置して、Google MeetやClassroomを

使って可能な限りオンライン授業を実施した。

　そういう中で、家族に感染者が出て、教師が

濃厚接触者となり、出勤できなくなるケースが

出てきた。その際、場合によっては生徒達は教

室、授業者（教師）は自宅から逆オンラインで

授業を行うケースも出てきた。

　そのクラスを廊下や教室後方でそっと授業観

察すると、発問やめあての提示、生徒が個で学

ぶ場面、ペアやグループで協働しながら学ぶ場

面、Classroomで配布されたワークシートを記

入したり、まとめの文章を考えたりしながら、

しっかりと授業が進んでいく。多くの生徒が振

り返りシートまで記入して授業を終えることが

できた。

　これまでの教師の「教科プラン」の実践によ

る成果を確信することができた。

５　成果（○）と課題（■）

○ 「教科プラン」の取組みで、単元プランシートを活

用することで、身につけさせたい力や評価規準等を

明確にし、授業改善に繋げることができた。

○ 全職員で授業づくりの振り返りを行うことで、教科

の枠を超え、成果や課題を共有できた。

○ ＩＣＴ活用に関するスキルアップにより、授業や業

務等でのタブレット端末の利用幅が広がってきた。

○ 外部人材の活用により、情報モラル、特別支援教育

における合理的配慮等、多様な課題に対する教師の

学びを深めることができた。

■ 学級の支持的風土醸成、学びに向かう集団づくりの

工夫

■授業改善に向けた共通実践事項の設定

■年間を見通した研修会の計画立案

■学校課題解決への参画意識を高める工夫

６　おわりに

　社会の大きな変化に伴い、ますます多様化、複雑化す

る教育課題に対応していくためには、教職員の資質能力

の向上が必要不可欠である。生徒の可能性を引き出す個

別最適な学びや協働的な学びの実現に向けて、教師の専

門性を高め、授業改善を推進するための校内研修の充実

については、校長として学びながら、今後も真摯に取り

組んでいく必要性を痛感している。

　また、コロナ禍における対応を含め、円滑な学校経営

を推進するためには、校長の意向のみではなく、教職員

個々の役割遂行や課題解決へ向けての参画意識とアイ

ディアが必要である。そういう意味で校長のリーダー

シップとは、日頃から教職員とコミュニケーションを取

り、様々な課題への対応に向けて、職員がその力を主体

的に発揮しやすくなる環境を整えておくことではないか

と考える。
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１　はじめに

　近年、不登校、いじめ、SNSに起因する問題をはじめ、

学校が抱える課題はより複雑化、多様化している。生徒

をより良く育て、これからの時代をたくましく生きてい

く力を育成するには学校のみならず社会総がかりで教育

を進めていく必要がある。そのためにはスクールカウン

セラー、スクールソーシャルワーカー、相談員等専門性

を持つ人々や地域との連携・共有が不可欠である。

　また、コミュニティ・スクール等を通して地域でどの

ような生徒を育てるのか、何を実現していくのかを共有

し、学校・家庭・地域が一体となって地域社会とともに

教育を進めていくことが求められている。校長は「チー

ム学校」として教育活動に取り組む体制を創り上げ、学

校のマネジメント機能の強化、教職員個々の力を発揮で

きる環境整備をし、家庭・地域・関係機関との連携・協

力を一層強く推進していく必要がある。

　本研究では、各学校の実践例をもとに、研究主題「地

域や専門機関との連携・協働による『チーム学校』の実

現とその機能強化」の視点から協議題に迫る具体的な方

策を校長の関わりを通して研究を深めていきたい。

２　主題設定の理由

　社会の大きな変化の中で、学校や家庭、地域のあり方

やその機能も変化してきた。近年、家庭や地域の教育力

の低下などが指摘される一方で、保護者や地域の自発的

な意思を尊重しながら、新たな連携協力の仕組みを構築

し、関係者が一体となって取り組む必要がある。

　その一つにコミュニティスクール（学校運営協議会・

以下CSとする）があり、さらに部活動の在り方や様々

な地域人材等との連携・協働を通して、保護者や地域、

関係機関を巻き込み、教育活動を充実させていくことが

求められている。

　このような視点から協議題に迫る具体的な方策を校長

の指導を通して究明する。

３　研究の視点

⑴　各学校の地域と連携した生徒支援の実践事例をも

とに、今後のチーム学校の在り方や校長の指導性に

ついて研究する。

第 ６ 分 科 会

研究主題

　地域や専門機関との連携・協働による「チーム学校」
の実現とその機能強化
  学校と地域が連携・協働する「チーム学校」の構築
のあり方

提 案 者 具志堅　勝　司 （東 江 中 学 校）

地区共同研究者 比 嘉 克 章 （伊豆味中学校）

〃 金 城 健 一 （久 辺 中 学 校）

〃 新 垣 博 文 （国 頭 中 学 校）

⑵　地域等の人的・物的資源の効果的な活用。

⑶　学校・家庭・地域が目標・ビジョンを共有しいか

に推進していくか、その連携の在り方を研究する。

⑷　学校教育目標具現化のための効果的な地域連携の

在り方。

４　研究の実際（※校長の関わりを具体的に示す）

〈実践例１〉名護市立久辺中学校（全校生徒数73名）

⑴　学校の実際

　本校は昭和23年に創立された、全校生徒数73名、教

職員数17名の小規模校である。

　生徒は、比較的おとなしく積極性に欠ける面がある

が、生徒間の仲は良く相手を思いやる生徒が比較的多

い。学校課題は、確かな学力の向上であり、学力面に

おいては個人差が大きく二極化が進んでいる。自己肯

定感を高めるため、全教育活動において生徒の活躍の

場を意識的に設定する取組を「チーム学校」として全

校体制で行っている。また、家庭・地域・関係機関と

の連携や協力を強化し生徒支援を推進している。

⑵　学校の取組

①　地域見守り隊との連携

　登校・下校時間にあわせて、老人会を中心とす

る地域の方々が正門の横断歩道付近等、校区内５

カ所で生徒の登下校時の安全を見守ってもらい、

その都度、学校との情報交換を行っている。

②　児童養護施設との連携

　校区内にある児童養護施設と連携して毎月１回、

施設長、課長と小中管理職で情報交換会を行なっ

ている。本校には各学年３名程度の割合で施設入

所生徒が在籍している。それら生徒について共通

確認を取りながら、指導や支援を展開している。

③　久辺中学校区CS運営協議会の設置

　令和２年度から２年間久辺中学校区のCS準備

期間として、令和４年度からCS運営協議会を開

催し地域と学校の連携を推進する。また、協議会

では委員による小中学校での授業参観や学校評価

への意見交換を通して地域の子ども像の共通通理

解を図っている。
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④　久辺中学校区地域連携協働活動

　学校周辺の教育機関（沖縄工業高等専門学校、

国際海洋環境情報センター、名護市マルチメディ

ア館）と連携して、施設見学、出前授業の実施、

職業人講話等を計画し、各担当が専門分野を生か

してキャリア教育を推進している。

⑶　校長の関わりと指導性

① 　地域関係機関との連携に向けての共通理解を自

ら積極的に行い、連携・協働体制の確立を図る。

② 　地域連携担当教師の育成と地域関係機関との具

体的連携に関する連絡・調整の充実を図る。

③ 　学校便りの定期的発行を実践し、学校行事や生

徒の活躍、活動状況を地域へ周知する。

【CS協議会】【地域見守り隊】

⑷　成果と課題

①　成果

・ 学校が地域や専門機関との連携や協働する意識を

持つことによって、地域と学校の課題が認識され、

地域施設の有効活用や地域の協力や支援が得られ

るようになった。

・ 校長の地域連携の意識が高まると、教職員にも浸

透し、授業等の教育活動全体を通して地域人材の

活用の意識が高まった。

・ ＣＳ協議会等を通して、地域や学校の課題が共有

され、それを改善する意識が高まった。

②　課題

・ 学校と地域との連携に向けての意識に温度差があ

り、当初の計画による連携や協働の実践が停滞す

ることがあった。

・ 今年度は、コロナ感染防止の為、校外での地域活

動や話し合いの実施が難しかったため、状況に応

じた実践やＩＣＴを活用した取組のスキルを高め

る必要性を感じた。

〈実践例２〉本部町立伊豆味中学校（全校生徒数20名）

⑴　本校の実態

　本校は、山間集落の一区一校の小中併置校である。

各学年１学級、特別支援学級（知的、情緒）２学級で

ある。地域では「わったー学校」の気持ちが強く協力

的である。また、教育委員会を中心に学校への支援体

制が整っている。その反面、地域や専門機関と学校が

有機的な繋がりが弱い。生徒は素直でまじめ、学習へ

前向きに取り組む生徒が多数である。一方、主体的な

活動や粘り強さやたくましさに欠け、自分の考え意見

を伝える力に課題がある。そのため、小規模校の強み

を生かしながら課題解決を図る学校経営にあたる。

⑵　学校の取組

① 　グッジョブ協議会との連携（キャリア教育の推

進）本部町を支える人材づくりをめざすグッジョ

ブ協議会と連携し、キャリア教育の一環として職

場体験学習に取り組んでいる。これは、目標を持

ち生き生きと学ぶ生徒の育成をめざし、夢や希望

を育む取組の一環ある。具体的には、はじめに「動

機づけ」を行い、人はなぜ働くのかについての講

演を行った。次に「企業人講話」「職場体験」「発

表会」へと続く。

②　スクールソーシャルワーカーとの連携と推進

　全幼児児童生徒62名中支援を要する子ども達が

約15名ほど在籍する状況である。そのため、学校

経営の重点の一つに教育支援体制の構築がある。

週１回の運営委員会、月１回の教育支援委員会の

定期開催を実施している。町のSSWには随時、

学校訪問をしていただき、子どもの見立てや保護

者や教員との相談体制、教育支援会議の参加や校

内研修の講師を務めている。

③　ICT指導員の活用

　本部町は、各学校１名のICT指導員が週１回の

割合で学校訪問する。GIGAスクール構想の取組

もあり有効活用に努めている。支援内容として、

ICT操作やトラブル支援、T ２としての授業支援、

学校HP支援、校内研修の講師などである。

④　学習生活支援員や学力向上推進教師の活用

　本校は教育支援を要する子ども達の割合が高い。

そのため、組織体制の強化を図り、困り感のある

子ども達への支援を実施している。

⑶　校長の関わりと指導性

① 　学校経営方針を明確にし、学校課題解決のため

に随時「学校グランドデザイン」を活用して外部

支援者と学校経営の繋がりを伝え、有効活用を

図っている。

② 　学校教育全般を定期的にまとめた冊子「伊豆味

校の教育」を全職員に随時示し、教育効果の見え

る化を図る。
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③ 　外部人材活用と学校課題解決を繋ぎ、実効力の

高い教育活動になるよう指導助言を行っている。

⑷　成果と課題

○ 地域関係機関との連携を図ることで学校課題解決

に繋がった。

○ 外部人材の有機的な活用に向け組織体制の構築が

図られてきた。

● コロナ禍で上記以外の外部人材を積極的に活用す

ることができなかった。

〈実践例３〉名護市立東江中学校（全校生徒数262名）

⑴　本校の実態

　本校の生徒は、全体的に人懐っこく素直である。そ

の反面、互いの思いをきちんと伝えられず、関係を悪

化するケースも少なくない。本校生徒の学力は、入学

時より既に「学力の二極化」の傾向を示す。また「特

別支援学級6,通級指導教室１」あり、個々の生徒の困

り感への対応も本校の大きな課題である。

　本校は昨年度からCSがスタート。本校が中心とな

り校区内小学校２校と共に学校と保護者、地域住民等

が学校の運営に参画し、地域とともにある学校づくり

を進めている。

⑵　学校の取組

①　CSの導入（２年目）

ア　学校運営協議会の開催

　CS制度化の背景・導入後の期待される効果・

CSに期待される役割や今後の流れについての

確認を行った。

イ　熟議の開催

　多くの当事者（保

護者、教職員、地域

住民等）が集まり、

１回目は「15年後の

名護市」について議

論を深めた。２回目

以降、何を実現して

いくのかという目標・ビジョンを共有するため

に「熟議（熟慮と議論）」を重ねていく。（R４

年度１回目は生徒も参加）

② 　地域の「ヒト・モノ・コト」をいかした効果的

な教育活動の推進。

　本校では、「子どもの関心や意欲を喚起する。」

「教員にはない専門知識・技能が学習できキャリ

ア教育にもつながる。」等のねらいで、地域の人材・

学習素材を生かした授業実践に取り組んでいる。

市教委のキャリア教育コーディネーターのお力添

えをいただきながら、地域の教育資源（「ヒト」「モ

ノ」「コト」）を生かした教育課程の質の向上（＝

社会に開かれた教育課程）を進めている。（職業

人講話、職場体験、Catchyour Dream、博物館「名

護学習会」、社会科授業「防災」での活用、部活

動における外部指導者の積極的任用等々）

③　特別な支援を要する生徒の情報連携と行動連携

　学校だけでは対応しきれない生徒の問題行動に

対して、関係機関と協力し、問題解決のために相

互支援をするために、SSW・スクールカウンセ

ラーを交えての話し合いを毎週実施している。対

応策を協議し、必要な関係機関との連携を図って

いる。

⑶　校長の関わりと指導性

① 　目標や重点実践事項の共通理解、共通実践（学

校経営・運営ビジョン作成への教職員の参加の促

し、体制づくり）

② 　職員への周知・理解（目的・目標等の明示、共

通理解に向けた説明、指導・支援等）と力を発揮

できる環境づくり

③ 　ＰＴＡや地域との連携、協働の推進（積極的な

交流による協力体制づくり、学校への理解を深め

るための学校便り・HP等広報活動の推進）

⑷　成果と課題

○ コロナ禍の中であったが、市教委の協力を得なが

ら、総合的な学習の時間を主に、各教科等で外部

人材の効果的な活用が図られた。

○ 教職員の「CS・熟議」への理解が深まってきた。

○ 関係機関との連携により、支援の必要な子供たち

へのアプローチの幅が広がり、改善する事案が増

えた。

● 保護者、地域住民のCSについての理解へのさら

なる取り組み。

●CSの持続可能な組織体制づくり

〈実践例４〉国頭中学校（全校生徒数125名）

⑴　学校の実態

　学校教育目標「進んで学びよく考える生徒」・「人権

を尊び支え合い助け合う生徒」・「心身ともに健康でた

くましい生徒」のもと、知徳体のバランスの取れた生

徒、郷土に愛着と誇りを持ち持続可能な社会の創り手

となる生徒育成を目指している。

　そのために、職員の共通理解を図り、保護者や地域

にもめざす子供像を発信し、地域と一体となって特色

ある学校づくりを進めている。

⑵　学校の取り組み

①　教師との連携・協働による地域人材・機関の活用

　村教育委員会と連携し「チャレンジウィークin

国頭」（職場体験）を行っている。今年で22年目

を迎え、年を重ねるごとに村内業者の協力も広が

り、地域が一体となって子どもたちを育てていこ

うする気運の高まりにも期待ができる。
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　なお、事業所訪問前のアポイントとりや事前打

ち合わせなどをした後に体験を行う。事後学習は、

業者を招待しての報告会を行っている。

②　文化財保存調査委員との連携

　１学年のくんじゃんタイム（総合的な学習の時

間）において、村文化財調査委員長を招聘し「国頭

村の歴史講話」を毎年行っている。国頭村の歴史

や先輩方の功績を知ることで身近な地域を見つめ、

郷土についての興味関心を高めることを目的とし

ている。また、学芸員と連携した、やんばるの森

についての講話や自然体験学習も実施している。

③　行政（村教育委員会）との連携

　居場所づくり事業の一環として、中学校３年生

を対象にラストスパート塾（無償）を開催している。

　一般社団法人教育振興会に講師を依頼して、村

のふれあいセンターで週３回程度学習している。

また、今年度より、村雇用の学習支援員や学生ボ

ランティアによる放課後学習会や夏休み学習サ

ポートウィークも開設した。

④　村福祉協議会との連携

　福祉課、社会福祉協議会及び教育相談委員と連

携し、不登校や登校しぶりの生徒たちの居場所と

して、スマイル☆キッズルームを開設。園庭で異

学年同士仲よく遊ぶ様子や登校しぶりのあった生

徒が居場所として継続して利用したことにより、

学校に登校する回数が増えたケースもある。

⑶　校長の関わりと指導性

① 　地域の集まりや行事に積極的に参加することや

各関係機関との連絡調整に努める。

② 　地域コーディネーターとの連携及び校内支援体

制の構築と指導助言。

③ 　生徒の活動状況を周知するため、学校だよりや

ホームページ・職員通信の定期的な発行を行う。

④学校運営委員会の創設に向けて、PTA、評議

委員会、教育委員会との連絡調整。

⑷　成果と課題

○ 自校の子ども像を保護者や地域の方々と共有し学

校経営に参画してもらうことで、子どもたちの学

びや体験活動が充実している。

○ 「チーム学校」の取り組みの推進には、地域や関

係機関等との日頃の交流や情報交換が大切である

ことを再確認することができた。

● 学校運営協議会設置に向けた教職員・保護者・地

域の方々に対して、設置する目的や仕組みなどの

周知を図ること。

● 学校と地域等が目標を共有できる関係性をさらに

築き、マネジメント機能の強化を図る。

５　おわりに

　令和３年度～４年度の各中学校の取り組みを持ち寄り、

その分析をしてまとめる形で研究を進めた。国頭村、本

部町、名護市南・東地区と各地域の特色ある取り組みの

中で、学校と地域が連携・協働する「チーム学校」の構

築のあり方という共通した視点で研究を共有できた。ま

た、校長の関わりと指導性という点においても情報共有

できたことは大きな成果であった。

　名護市は、小中一貫教育校の２校において、平成30年

度からCSをスタートさせた。その後、両校をモデルと

して、段階的にCSを拡充し令和４年度には市内全小・

中学校を対象にCSを導入している。様々な情報や問題

が氾濫している現代社会において地域・家庭との結びつ

きは必要不可欠であり、課題解決の糸口としてのCSが

進められていくと考えられる。

　今後、名護市以外の自治体でもCS導入に向けて取り

組みが推進されると予想される。名護市以外の自治体に

おいて、どのようにCSの導入を図るのか、名護市にお

いては、校長や教職員の異動があってもCSによって組

織的な連携・協働体制がそのまま継続できる「持続可能

な仕組み」をどう構築していくのかが重要な課題である。

　「社会に開かれた教育課程」の再認識、併せて学校・

家庭・地域が目標やビジョンを共有し連携・協働する

CSを推進していくことを通して、本研究主題の「地域

や専門機関との連携・協働による『チーム学校』の実現

とその機能強化」に迫っていくものと考える。

― 82 ―

【学芸員と連携した自然体験学習】



あ　と　が　き

　本研究大会の目的は、「校長の職務並びに教育活動について研究を深め、資質の向上を図るとともに、教

育課程の取り組みを通して沖縄の現状を直視し、小・中学校教育の本質に立って、より充実した教育活動の

展開を図る」事であります。

　その目的を達成するために、第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会の開催に向け、県校長会では役

員会や理事会において運営等の基本的な事項を確認し、事務局は各部との綿密な連絡調整、開催地区である

島尻地区との連携を取りながら分担して準備を進めてきました。

　しかし、今年度もコロナウイルスの感染拡大が収束せず、一昨年、昨年に引き続き「書面開催」となりま

した。ただ、過去２カ年は要録の作成のみでしたが、これまでのコロナ禍においてオンライン授業や会議・

研修の取り組みが進められ、参集することなく様々な活動が可能となったため、今回の大会は各分科会提案

地区の発表動画等をホームページに掲載し、沖縄県教育長講話や教育講演を動画配信することになりました。

　本年度の小学校の大会主題は「自ら未来を拓き　ともに生きる豊かな者会を創る　日本人の育成を目指す

小学校教育の推進」とし、副手大を「心豊かでたくましく生きる力を育み、活力ある学校づくりを推進する

校長の理念と指導性」と設定しました。中学校では大会主題を「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を創

り出していく日本人を育てる中学校教育」のもと研究を進めてまいりました。

　校長として、コロナウイルスの感染防止対策や臨時教員の未配置など多くの課題に対応しながら提案資料

を作成して頂きました。本年度も研究協議はありませんが、本要録に掲載された実践や成果・課題、また、

web掲載の動画資料等を会員全員で共有するとともに、更に創意工夫を重ね充実した実践が展開されること

を望みます。

　最後に、会員並びに関係者の皆様のご協力により、大会要録の編集が滞りなく終了できましたことに対し

て、心より感謝申し上げます。

令和４年11月　　　

　　　沖縄県小・中学校長会研究部

○小学校

宮　里　　　晋（小研究部長：牧 港 小）　　　島　袋　　　洋（国　　　頭：嘉 芸 小）

平　良　好　光（中　　　頭：嘉手納小）　　　佐久田　　　悟（那　　　覇：小禄南小）

前　城　光　告（島　　　尻：佐 敷 小）　　　與那覇　　　修（宮　　　古：下 地 小）

金　城　一　石（八　重　山：大 本 小）

〇中学校

比　嘉　清　喜（中研究部長：金 城 中）　　　永　野　正　也（国　　　頭：東　　中）

與那嶺　　　哲（中　　　頭：沖縄東中）　　　上　原　　　仁（島　　　尻：佐 敷 中）

平　良　良　嗣（宮　　　古： 池 間中）　　　下　地　和　美（八　重　山：竹 富 中）
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　沖縄県小・中学校長会は、これまで本県の学校教育の充実・発展のため、真摯に研究と

実践を重ねると共に教育条件の整備に努め、着実に成果をあげてきた。

　今日の社会は、技術革新やグローバル化の加速度的な進展に伴って、教育を取り巻く環

境は急激かつ複雑に変化している。さらに学校では、学力・体力の向上、いじめ・不登校

の未然防止、特別な支援を要する児童生徒への対応、家庭や地域における教育力の向上等、

様々な教育課題への対応が急務である。

　このような中にあって、これからの時代に夢や希望を抱き、優れた伝統の継承と新しい

文化の創造に貢献する人材の育成は、本県に課せられた大きな命題であると言える。

　一方、教職員の長時間勤務の実態は深刻であり、学校教育を維持・向上させるために、

また魅力的な職場づくりによる人材確保のために、より踏み込んだ「働き方改革」を早急

に進める必要がある。

　このような現状を認識し、沖縄県小・中学校長会は、全国連合小学校長会が設定した「自

ら未来を拓き ともに生きる豊かな社会を創る 日本人の育成を目指す小学校教育の推進」、

全日本中学校長会が設定した「新たな時代を切り拓き よりよい社会を創り出していく日

本人を育てる中学校教育」を主題に掲げ研究協議を進めてきた。

　私たちは校長として、これまでの研究と実践を踏まえながら、小・中学校教育の更なる

充実を目指し、強いリーダーシップの発揮により学校マネジメントを向上させ、家庭や地

域社会の信託に応える決意である。

　ここに、次の事項を決議し、その実現を期する。

決　議

一、　人間尊重の精神を基底におき、｢時代を切り拓く力｣を養成する教育の推進に努める。

一、　先見性のあるビジョンに基づく創意ある学校経営の推進に努める。

一、　 学習指導要領の趣旨を踏まえた学校経営ビジョンの具現化を図る組織づくりと運営、

並びに学校教育の充実を図る評価・改善の推進に努める。

一、　 教育活動の質を向上させ、学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメント

に努める。

一、　 家庭・地域社会・関係機関及び関係団体との連携を深め、信頼される開かれた学校

づくりの充実に努める。

一、　教職員研修の充実を図り、教職員としての使命感の高揚と資質・能力の向上に努める。

一、　 ICTの活用をはじめ、多様な教育活動を充実させるため、人的措置を含む教育諸条

件の整備・充実に努める。

一、　 教職員が心身ともに健康でその意欲と能力を最大限に発揮できるよう、「働き方改革」

を総合的・計画的に推進する。

一、　 命を守る安全教育・防災教育の推進及び様々な危機への対応と未然防止の体制づく

りを推進する。

令和４年11月11日　　　　　　　　　　　　

第63回沖縄県小・中学校長研究大会島尻大会

第63回沖縄県小・中学校長研究大会 島尻大会

大　会　宣　言　文
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